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最近「ユーモアは最強の武器で
ある」という書籍が出ているよ
うです～
＊上記内容はフィクションです。

1 ここんにき 預金は「ちくしん」に相談してみよう。

◆　取越教授のみみよりコラム

　　　～新世代の登場～

◆　景気動向調査レポート

◆　特別調査

　　　～経済社会情勢と中小企業経営について～

◆　久留米大学だより

　　　「戦争」や「暴力」から目を背けず、自ら考える力を養う

　　　～第一次世界大戦での久留米ドイツ兵俘虜収容所の記録から～

◆　久留米大学生が社長にきく！

　　　～株式会社　天年堂～

　　　～株式会社　BooFooUooJAPAN～

　　　～取材を終えて　インタビュー感想～

　　　～DXについて～

◆　次世代を担う人づくり　～大学生の編集者体験～

◆　久留米大学生にきく！若者のホンネ

　　　～スマホやインターネットの活用状況について～

　当金庫は、久留米市を中心として八女市、筑後市、朝倉市、うきは市、広川町、大刀洗町、筑前町
の5市3町を主たる営業エリアとしています。また、本誌に掲載しております景気動向調査を含
めた経済情報についても、同エリアを対象として掲載しています。そのため本誌名は、この辺

り、この周辺といった意味を表わす方言で5市3町を総称し、「ここんにき」としました。

目　次

ここんにき

表紙のデザイン
本誌の表紙は、久留米大学　商学部 4 年生　山田奨馬

さんのデザインを使用しています。

久留米絣を羽織った女性の髪を筑後川の流れにたと

え、上流に在りし日の久留米城、下流に水天宮が配置さ

れており、悠久の時の流れも表現していただきました。
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3 ここんにき

業種内訳

製造業 卸売業 小売業 サービス業 建設業 不動産業

１７社 １８社 １８社 １７社 １８社 １８社

監修：久留米大学 商学部　 伊藤 　祐 教授
久留米大学 経済学部 伊佐 　淳 教授

景気動向調査について

景気動向調査の概要

当金庫の営業担当者による面接聞取り調査
当金庫のお取引先企業のうち、久留米市、八女市、筑後市、朝倉市、うきは市、広川町、大刀洗
町、筑前町に本社を置く従業員規模20名以下の地元中小企業106社（回収率98.1％）

筑後地区の景気動向を把握し、当金庫とお取引いただいてい
る企業の経営者の皆さまに景気に関する情報の提供を行い、
経営にお役立ていただくことを目的としています。

D.I.（ディフュージョン・インデックス）

　景気動向調査における調査結果の分析にD.I.という指標を利用し
ています。
　D.I.とは、経済全体または個別の経済事象について、その変化の方
向と広がりをとらえるための指標で、多くの景気動向調査に利用さ
れている指標です。代表的な各質問項目について、「良い」、「増加」、
「上昇」等と回答した企業の割合から、「悪い」、「減少」、「下降」等と回
答した企業の割合を差し引いて算出しています。

　「ちくしん指数」とは、久留米大学の教授監修のも
とに筑後信用金庫が定めた直感的な景況感を表す独
自の景気動向指数です。景気動向調査対象企業の中
小企業経営者に、外食の回数・代表者が感じる飲食店
の混み具合・業務上のチャンス・従業員への支給ボー
ナスの増減・従業員の有休取得状況などの景況を表
すと思われる項目を聞取り調査し、分析し、組合せる
ことによって算出しています。
　そのほかに独自の調査として、景気動向調査対象
企業の中小企業経営者に、「地元の繁華街に飲みに出
かけた回数」、「取引先を接待した回数」を聞取り、そ
の結果を掲載しています。

調査の目的

調査の時期
調査の対象期間

調査の方法
調査対象企業

独自指数「ちくしん指数」と独自調査

2022年9月
2022年4月～2022年9月の実績
2022年10月～2023年3月の見通し

資産運用は「ちくしん」に相談してみよう。 2ここんにき
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世
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行
わ
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て
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在
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も
注
目
さ

れ
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る
の
が
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年
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以
降
生
ま
れ
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ニ
ア

ル
世
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ra
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あ
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レ
ニ
ア
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世
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Z
世
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と
い
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世
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分
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、従
来
の
分
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固
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で
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通
の
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あ
る
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り
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界
的
に
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ま
っ
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代
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厳
密
な
定
義
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存
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産
業
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1
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世
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〜
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世
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中

盤
〜
2
0
1
0
年
代
序
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生
ま
れ
と
す
る
論
者
も
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な
く

な
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）。そ
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定
義
に
基
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く
と
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0
2
2
年
現
在
、ミ

1991年、早稲田大学政治経済学部
卒、大和総研入社。大和総研アメリ
カ、大和証券キャピタル・マーケッツ 
シンガポール、大和アセットマネジ
メントなどを経て、2021年に久留
米大学へ。経済学博士（九州大学）。

【著書】
大和総研『入門の入門 経済の仕組み』
（分担執筆）など

【趣味】 合気道

久留米大学経済学部教授

取越  達哉 先生
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や
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触
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が
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上
の
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と
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く
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な
る
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有
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価
値
観
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つ
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。そ
の
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境
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会
問
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意
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を

基
に
試
算
す
る
と
、2
0
5
0
年
に
は
66
%（
18
位
）、

2
0
8
3
年
に
は
100
%
に
到
達
す
る
。世
界
で
も
同
様
に
、

そ
の
比
率
は
今
後
上
昇
す
る
こ
と
に
な
る
。そ
の
た
め
今

後
、世
界
的
な
潮
流
と
し
て
、従
来
の
資
本
主
義
的
価
値
観

か
ら
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
重
視
す
る
価
値
観
へ
の
変
化

は
、ま
す
ま
す
加
速
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。も
っ
と
も
、主
要

国（
G
20
参
加
国
）と
比
較
す
る
と
、少
子
化
の
影
響
か
ら
日

本
の
ミ
レ
ニ
ア
ム
世
代
以
降
生
ま
れ
の
人
口
比
率
は
低
く
、

し
か
も
今
後
の
上
昇
ペ
ー
ス
も
緩
や
か
と
な
る
。実
際
、日
本

の
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要
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G
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参
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、2
0
8
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に
到
達
す
る
ま
で
、最
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で
あ
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け
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。す
な
わ
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、価

値
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が
変
化
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る
ス
ピ
ー
ド
は
、日
本
国
内
よ
り
も
、日
本

国
外
の
方
が
速
く
な
る
可
能
性
が
高
い
。そ
の
た
め
、明
日
の

日
本
の
姿
を
予
想
す
る
に
際
し
て
は
、日
本
国
外
の
変
化
を

常
に
視
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に
入
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お
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必
要
が
あ
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（注）2020年7月1日現在。G20
のうちEUを除く19か国を対
象。1983年以降生まれをミレ
ニアル世代以降生まれとした。
（出所）国連『世界人口推計
2022年版』より試算

ミレニアル世代以降
人口比率ランキング
（G20諸国）

融資は「ちくしん」に相談してみよう。
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すと思われる項目を聞取り調査し、分析し、組合せる
ことによって算出しています。
　そのほかに独自の調査として、景気動向調査対象
企業の中小企業経営者に、「地元の繁華街に飲みに出
かけた回数」、「取引先を接待した回数」を聞取り、そ
の結果を掲載しています。

調査の目的

調査の時期
調査の対象期間

調査の方法
調査対象企業

独自指数「ちくしん指数」と独自調査

2022年9月
2022年4月～2022年9月の実績
2022年10月～2023年3月の見通し

資産運用は「ちくしん」に相談してみよう。 2ここんにき
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（注）2020年7月1日現在。G20
のうちEUを除く19か国を対
象。1983年以降生まれをミレ
ニアル世代以降生まれとした。
（出所）国連『世界人口推計
2022年版』より試算

ミレニアル世代以降
人口比率ランキング
（G20諸国）

融資は「ちくしん」に相談してみよう。



5 ここんにき 4ここんにき

全業種総合

～ 深刻さは緩和されるも厳しい状況が続く見通し ～

今期のちくしん指数Ｄ．Ｉ．は、前期比11.7ポイント増加し、△5.1と厳
しさが和らいだ。
業種別にみても、全ての業種において前期比で厳しさが和らいだ。項
目別にみると、全ての項目が改善した。今後は△7.0と1.9ポイント減
少し、前期同様の厳しさが続く見通しとなった。
今期の業況判断Ｄ．Ｉ．は、前期比3.2ポイント増加し、△4.7と厳しさが
和らいだ。今後は△9.5と4.8ポイント減少し、厳しさが増す見通しと
なった。

今期の売上Ｄ．Ｉ．は、前期比10.4ポイント増加
し、プラス10.4と増加傾向に転じた。業種別に
みると、卸売業と建設業以外でＤ．Ｉ．を押し上げ
た。今後は△7.6と再び減少傾向に転じる見通
しとなった。

今期の利益Ｄ．Ｉ．は、前期比2.9ポイント増加し、
プラス1.9と増加傾向に転じた。業種別にみる
と、小売業と不動産業でＤ．Ｉ．を押し上げた。今
後は△8.7と再び減少傾向に転じる見通しとな
った。

今期の資金繰りＤ．Ｉ．は、前期比12.9ポイント
増加し、プラスマイナス0.0で均衡となった。今
後は△6.8と再び厳しい状況に転じる見通しと
なった。

今期の運転資金借入Ｄ．Ｉ．は、前期比12.6ポイ
ント減少し、△26.7と減少傾向が強まった。今
後は△34.0と7.3ポイント減少し、運転資金の
必要性はさらに減少する見通しとなった。

今期の人手不足度Ｄ．Ｉ．は、前期比0.9ポイント
増加し、プラス2.9と前期並みの人手不足度合
いであった。業種別にみると、小売業で人手不
足の度合いが増加した。今後は6.9と人手不足
の度合いが強まる見通しとなった。

今期の設備資金借入Ｄ．Ｉ．は、前期比2.4ポイン
ト減少し、△11.3と減少傾向を強めた。今後は
△17.6と6.3ポイント減少し、さらに減少傾向
を強める見通しとなった。

今期の残業時間Ｄ．Ｉ．は、前期比10.5ポイント
増加し、△4.8と減少傾向を弱めた。今後は△
1.0と3.8ポイント増加し、さらに残業時間は減
少傾向を弱める見通しとなった。

今期の地元繁華街に飲みに行く１ヶ月あたりの
平均回数は、前期比0.2回増加し、1.7回と前回
に続き1回を上回った。今後は減少する見通し
となった。

今期の取引先を接待した１ヶ月あたりの平均回
数は、0.9回と横ばい。今後は減少する見通しと
なった。
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ちくしん指数・業況

事業承継は「ちくしん」に相談してみよう。 補助金・助成金は「ちくしん」に相談してみよう。
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～ 深刻さは緩和されるも厳しい状況が続く見通し ～

今期のちくしん指数Ｄ．Ｉ．は、前期比11.7ポイント増加し、△5.1と厳
しさが和らいだ。
業種別にみても、全ての業種において前期比で厳しさが和らいだ。項
目別にみると、全ての項目が改善した。今後は△7.0と1.9ポイント減
少し、前期同様の厳しさが続く見通しとなった。
今期の業況判断Ｄ．Ｉ．は、前期比3.2ポイント増加し、△4.7と厳しさが
和らいだ。今後は△9.5と4.8ポイント減少し、厳しさが増す見通しと
なった。

今期の売上Ｄ．Ｉ．は、前期比10.4ポイント増加
し、プラス10.4と増加傾向に転じた。業種別に
みると、卸売業と建設業以外でＤ．Ｉ．を押し上げ
た。今後は△7.6と再び減少傾向に転じる見通
しとなった。

今期の利益Ｄ．Ｉ．は、前期比2.9ポイント増加し、
プラス1.9と増加傾向に転じた。業種別にみる
と、小売業と不動産業でＤ．Ｉ．を押し上げた。今
後は△8.7と再び減少傾向に転じる見通しとな
った。

今期の資金繰りＤ．Ｉ．は、前期比12.9ポイント
増加し、プラスマイナス0.0で均衡となった。今
後は△6.8と再び厳しい状況に転じる見通しと
なった。

今期の運転資金借入Ｄ．Ｉ．は、前期比12.6ポイ
ント減少し、△26.7と減少傾向が強まった。今
後は△34.0と7.3ポイント減少し、運転資金の
必要性はさらに減少する見通しとなった。

今期の人手不足度Ｄ．Ｉ．は、前期比0.9ポイント
増加し、プラス2.9と前期並みの人手不足度合
いであった。業種別にみると、小売業で人手不
足の度合いが増加した。今後は6.9と人手不足
の度合いが強まる見通しとなった。

今期の設備資金借入Ｄ．Ｉ．は、前期比2.4ポイン
ト減少し、△11.3と減少傾向を強めた。今後は
△17.6と6.3ポイント減少し、さらに減少傾向
を強める見通しとなった。

今期の残業時間Ｄ．Ｉ．は、前期比10.5ポイント
増加し、△4.8と減少傾向を弱めた。今後は△
1.0と3.8ポイント増加し、さらに残業時間は減
少傾向を弱める見通しとなった。

今期の地元繁華街に飲みに行く１ヶ月あたりの
平均回数は、前期比0.2回増加し、1.7回と前回
に続き1回を上回った。今後は減少する見通し
となった。

今期の取引先を接待した１ヶ月あたりの平均回
数は、0.9回と横ばい。今後は減少する見通しと
なった。
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事業承継は「ちくしん」に相談してみよう。 補助金・助成金は「ちくしん」に相談してみよう。
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製造業

～ 深刻さは緩和されるも厳しい状況が続く見通し ～
　今期のちくしん指数Ｄ．Ｉ．は、前期比24.4ポイント増加

し、△6.0と厳しさが和らいだ。今後は△16.0と10.0ポ

イント減少し、厳しさが増す見通しとなった。

　今期の業況判断Ｄ．Ｉ．は、前期比31.3ポイント増加し、

プラスマイナス0.0と均衡となった。今後は△5.9と5.9

ポイント減少し、再び厳しさを強める見通しとなった。

　今期の売上Ｄ．Ｉ．は、前期比18.1ポイント増加し、11.8

と増加傾向に転じた。今後は△5.9と17.7ポイント減少

し、再び減少傾向に転じる見通しとなった。

　今期の利益Ｄ．Ｉ．は、前期比1.2ポイント増加し、△

17.6と前期並みであった。今後は△18.8と1.2ポイント

減少し、ほぼ横ばいの見通しとなった。

　今期の資金繰りＤ．Ｉ．は、前期比6.3ポイント増加し、プ

ラスマイナス0.0と均衡となった。今後は0.0と横ばい

の見通しとなった。

　前期の経営課題は、多い順に「原材料高騰（7）」「人手

不足（6）」「売上不振（6）」「仕入れ先からの値上げ要請

（6）」であったが、今期は「原材料高騰（12）」が最も多く、

ついで「人手不足（6）」「同業者間の競争（6）」となった。

★調査員コメント★

・小規模家族経営であり、現状維持で推移予定。（食品加工）
・ネット販売を中心に売上好調、メディア取材あり。（金属加
工）
・コロナの影響は特に受けていない。（農機具販売）
・廃業する同業者が増えており、その注文が増加している。
（印刷）
・増設意向はあるものの、人手不足（入社してもすぐに退職）
が続いており、増設できない状態。原材料高騰により利益
確保も難しい。（精密機械）
・原材料の高騰による資金繰りの悪化。（金属加工）

ちくしん指数

業況

売上

受注残

利益

販売価格

原材料価格

在庫過剰感

資金繰り

残業時間

人手不足度

運転資金借入

設備資金借入

繁華街回数

接待回数

調査項目

△ 5.9

5.6

△ 27.8

0.0

△ 27.8

5.6

33.3

5.6

22.2

0.0

47.1

11.1

△ 5.6

1.9

1.2

△ 59.6

△ 55.6

△ 44.4

△ 44.4

△ 55.6

△ 16.7

17.6

△ 17.6

△ 27.8

△ 55.6

△ 16.7

27.8

△ 11.1

1.6

1.1

△ 8.2

5.9

29.4

35.3

17.6

11.8

41.2

11.8

5.9

0.0

5.9

0.0

0.0

1.8

0.9

R2/9

△ 54.2

△ 46.7

△ 40.0

△ 33.3

△ 40.0

△ 13.3

33.3

0.0

△ 33.3

△ 46.7

△ 33.3

40.0

△ 26.7

0.5

0.6

R3/3

△ 26.1

△ 44.4

△ 55.6

△ 44.4

△ 44.4

5.6

27.8

0.0

△ 11.1

△ 16.7

22.2

0.0

△ 5.6

2.5

1.2

R2/3H30/9 H31/3

△ 4.6

△ 16.7

△ 16.7

△ 11.8

△ 16.7

0.0

23.5

△ 5.9

5.6

△ 16.7

11.1

△ 16.7

△ 5.9

1.8

1.3

R1/9

△ 38.9

△ 44.4

△ 50.0

△ 22.2

△ 38.9

0.0

44.4

△ 5.6

△ 33.3

△ 38.9

11.1

0.0

△ 27.8

0.7

0.4

R3/9

△ 30.4

△ 31.3

△ 6.3

△ 12.5

△ 18.8

6.3

56.3

12.5

△ 6.3

△ 37.5

12.5

6.3

△ 12.5

0.6

0.5

R4/3

△ 6.0

0.0

11.8

△ 5.9

△ 17.6

58.8

100.0

5.9

0.0

△ 11.8

11.8

△ 52.9

△ 29.4

1.6

1.1

R4/9

△ 16.0

△ 5.9

△ 5.9

△ 11.8

△ 18.8

37.5

87.5

△ 12.5

0.0

11.8

17.6

△ 53.3

△ 40.0

△ 35.3

△ 23.5

見通し

★調査員コメント★
該当ありません

卸売業

～ 深刻さは緩和されるも、厳しい状況が続く見通し ～
　今期のちくしん指数Ｄ．Ｉ．は、前期比9.1ポイント増

加し、△1.1と厳しさが和らいだ。今後は△2.2と1.1ポ

イント減少し、横ばいの見通しとなった。

　今期の業況判断Ｄ．Ｉ．は、前期比22.2ポイント減少

し、△38.9と厳しさが増した。今後は△33.3と5.6ポ

イント増加するも、厳しさが続く見通しとなった。

　今期の売上Ｄ．Ｉ．は、前期比23.2ポイント減少し、△

5.6と増加から減少に転じた。今後は△16.7と11.1ポ

イント減少し、減少傾向が強まる見通しとなった。

　今期の利益Ｄ．Ｉ．は、前期比40.2ポイント減少し、△

16.7と増加から減少に転じた。今後は△22.2と5.5ポ

イント減少し、減少傾向が強まる見通しとなった。

　今期の資金繰りＤ．Ｉ．は、前期比17.6ポイント増加

し、プラスマイナス0.0と均衡となった。今後は△16.7

と16.7ポイント減少し、厳しい状況に転じる見通しと

なった。

　前期の経営課題は、「同業者間の競争（5）」「仕入先か

らの値上げ要請（5）」「人手不足（5）」「売上不振（5）」が

同順位であったが、今期は「売上不振（7）」が最も多く、

「同業者間の競争（6）」「利幅の縮小（6）」が続いた。

ちくしん指数

業況

売上

利益

販売価格

仕入価格

在庫過剰感

資金繰り

残業時間

人手不足度

運転資金借入

設備資金借入

繁華街回数

接待回数

調査項目

△ 3.4

0.0

0.0

△ 11.1

5.6

5.6

△ 5.6

0.0

5.6

16.7

△ 5.6

△ 11.1

3.4

2.3

3.4

5.9

16.7

0.0

5.6

22.2

△ 11.1

11.1

△ 5.6

5.6

△ 11.1

0.0

3.4

1.8

H30/9 H31/3

△ 3.4

5.6

16.7

△ 5.6

△ 5.6

0.0

0.0

0.0

△ 16.7

0.0

△ 33.3

△ 22.2

5.2

1.6

R1/9

△ 10.2

△ 16.7

17.6

23.5

23.5

41.2

0.0

△ 17.6

△ 5.9

△ 11.8

△ 27.8

△ 11.8

2.4

1.8

R4/3

△ 1.1

△ 38.9

△ 5.6

△ 16.7

44.4

61.1

△ 11.1

0.0

5.9

△ 11.8

△ 22.2

△ 11.8

2.3

1.3

R4/9

△ 2.2

△ 33.3

△ 16.7

△ 22.2

55.6

61.1

△ 16.7

△ 16.7

17.6

△ 5.9

△ 16.7

△ 5.9

△ 11.1

△ 16.7

見通し

△ 26.7

△ 44.4

△ 11.1

△ 22.2

0.0

0.0

△ 11.1

0.0

△ 5.6

△ 11.1

27.8

△ 11.1

1.2

0.8

R3/3

△ 23.3

11.1

16.7

22.2

27.8

38.9

△ 22.2

5.6

△ 5.9

△ 5.9

△ 22.2

△ 11.8

1.3

0.7

R3/9

△ 47.8

△ 72.2

△ 72.2

△ 61.1

△ 22.2

0.0

△ 16.7

△ 23.5

△ 22.2

0.0

55.6

11.1

1.3

1.1

R2/9

△ 4.5

△ 11.8

△ 22.2

△ 11.1

5.6

22.2

0.0

△ 5.6

5.6

5.6

△ 16.7

△ 17.6

4.3

2.1

R2/3

創業・起業は「ちくしん」に相談してみよう。自社株評価は「ちくしん」に相談してみよう。



7 ここんにき 6ここんにき

製造業

～ 深刻さは緩和されるも厳しい状況が続く見通し ～
　今期のちくしん指数Ｄ．Ｉ．は、前期比24.4ポイント増加

し、△6.0と厳しさが和らいだ。今後は△16.0と10.0ポ

イント減少し、厳しさが増す見通しとなった。

　今期の業況判断Ｄ．Ｉ．は、前期比31.3ポイント増加し、

プラスマイナス0.0と均衡となった。今後は△5.9と5.9

ポイント減少し、再び厳しさを強める見通しとなった。

　今期の売上Ｄ．Ｉ．は、前期比18.1ポイント増加し、11.8

と増加傾向に転じた。今後は△5.9と17.7ポイント減少

し、再び減少傾向に転じる見通しとなった。

　今期の利益Ｄ．Ｉ．は、前期比1.2ポイント増加し、△

17.6と前期並みであった。今後は△18.8と1.2ポイント

減少し、ほぼ横ばいの見通しとなった。

　今期の資金繰りＤ．Ｉ．は、前期比6.3ポイント増加し、プ

ラスマイナス0.0と均衡となった。今後は0.0と横ばい

の見通しとなった。

　前期の経営課題は、多い順に「原材料高騰（7）」「人手

不足（6）」「売上不振（6）」「仕入れ先からの値上げ要請

（6）」であったが、今期は「原材料高騰（12）」が最も多く、

ついで「人手不足（6）」「同業者間の競争（6）」となった。

★調査員コメント★

・小規模家族経営であり、現状維持で推移予定。（食品加工）
・ネット販売を中心に売上好調、メディア取材あり。（金属加
工）
・コロナの影響は特に受けていない。（農機具販売）
・廃業する同業者が増えており、その注文が増加している。
（印刷）
・増設意向はあるものの、人手不足（入社してもすぐに退職）
が続いており、増設できない状態。原材料高騰により利益
確保も難しい。（精密機械）
・原材料の高騰による資金繰りの悪化。（金属加工）

ちくしん指数

業況

売上

受注残

利益

販売価格

原材料価格

在庫過剰感

資金繰り

残業時間

人手不足度

運転資金借入

設備資金借入

繁華街回数

接待回数

調査項目

△ 5.9

5.6

△ 27.8

0.0

△ 27.8

5.6

33.3

5.6

22.2

0.0

47.1

11.1

△ 5.6

1.9

1.2

△ 59.6

△ 55.6

△ 44.4

△ 44.4

△ 55.6

△ 16.7

17.6

△ 17.6

△ 27.8

△ 55.6

△ 16.7

27.8

△ 11.1

1.6

1.1

△ 8.2

5.9

29.4

35.3

17.6

11.8

41.2

11.8

5.9

0.0

5.9

0.0

0.0

1.8

0.9

R2/9

△ 54.2

△ 46.7

△ 40.0

△ 33.3

△ 40.0

△ 13.3

33.3

0.0

△ 33.3

△ 46.7

△ 33.3

40.0

△ 26.7

0.5

0.6

R3/3

△ 26.1

△ 44.4

△ 55.6

△ 44.4

△ 44.4

5.6

27.8

0.0

△ 11.1

△ 16.7

22.2

0.0

△ 5.6

2.5

1.2

R2/3H30/9 H31/3

△ 4.6

△ 16.7

△ 16.7

△ 11.8

△ 16.7

0.0

23.5

△ 5.9

5.6

△ 16.7

11.1

△ 16.7

△ 5.9

1.8

1.3

R1/9

△ 38.9

△ 44.4

△ 50.0

△ 22.2

△ 38.9

0.0

44.4

△ 5.6

△ 33.3

△ 38.9

11.1

0.0

△ 27.8

0.7

0.4

R3/9

△ 30.4

△ 31.3

△ 6.3

△ 12.5

△ 18.8

6.3

56.3

12.5

△ 6.3

△ 37.5

12.5

6.3

△ 12.5

0.6

0.5

R4/3

△ 6.0

0.0

11.8

△ 5.9

△ 17.6

58.8

100.0

5.9

0.0

△ 11.8

11.8

△ 52.9

△ 29.4

1.6

1.1

R4/9

△ 16.0

△ 5.9

△ 5.9

△ 11.8

△ 18.8

37.5

87.5

△ 12.5

0.0

11.8

17.6

△ 53.3

△ 40.0

△ 35.3

△ 23.5

見通し

★調査員コメント★
該当ありません

卸売業

～ 深刻さは緩和されるも、厳しい状況が続く見通し ～
　今期のちくしん指数Ｄ．Ｉ．は、前期比9.1ポイント増

加し、△1.1と厳しさが和らいだ。今後は△2.2と1.1ポ

イント減少し、横ばいの見通しとなった。

　今期の業況判断Ｄ．Ｉ．は、前期比22.2ポイント減少

し、△38.9と厳しさが増した。今後は△33.3と5.6ポ

イント増加するも、厳しさが続く見通しとなった。

　今期の売上Ｄ．Ｉ．は、前期比23.2ポイント減少し、△

5.6と増加から減少に転じた。今後は△16.7と11.1ポ

イント減少し、減少傾向が強まる見通しとなった。

　今期の利益Ｄ．Ｉ．は、前期比40.2ポイント減少し、△

16.7と増加から減少に転じた。今後は△22.2と5.5ポ

イント減少し、減少傾向が強まる見通しとなった。

　今期の資金繰りＤ．Ｉ．は、前期比17.6ポイント増加

し、プラスマイナス0.0と均衡となった。今後は△16.7

と16.7ポイント減少し、厳しい状況に転じる見通しと

なった。

　前期の経営課題は、「同業者間の競争（5）」「仕入先か

らの値上げ要請（5）」「人手不足（5）」「売上不振（5）」が

同順位であったが、今期は「売上不振（7）」が最も多く、

「同業者間の競争（6）」「利幅の縮小（6）」が続いた。

ちくしん指数

業況

売上

利益

販売価格

仕入価格

在庫過剰感

資金繰り

残業時間

人手不足度

運転資金借入

設備資金借入

繁華街回数

接待回数

調査項目

△ 3.4

0.0

0.0

△ 11.1

5.6

5.6

△ 5.6

0.0

5.6

16.7

△ 5.6

△ 11.1

3.4

2.3

3.4

5.9

16.7

0.0

5.6

22.2

△ 11.1

11.1

△ 5.6

5.6

△ 11.1

0.0

3.4

1.8

H30/9 H31/3

△ 3.4

5.6

16.7

△ 5.6

△ 5.6

0.0

0.0

0.0

△ 16.7

0.0

△ 33.3

△ 22.2

5.2

1.6

R1/9

△ 10.2

△ 16.7

17.6

23.5

23.5

41.2

0.0

△ 17.6

△ 5.9

△ 11.8

△ 27.8

△ 11.8

2.4

1.8

R4/3

△ 1.1

△ 38.9

△ 5.6

△ 16.7

44.4

61.1

△ 11.1

0.0

5.9

△ 11.8

△ 22.2

△ 11.8

2.3

1.3

R4/9

△ 2.2

△ 33.3

△ 16.7

△ 22.2

55.6

61.1

△ 16.7

△ 16.7

17.6

△ 5.9

△ 16.7

△ 5.9

△ 11.1

△ 16.7

見通し

△ 26.7

△ 44.4

△ 11.1

△ 22.2

0.0

0.0

△ 11.1

0.0

△ 5.6

△ 11.1

27.8

△ 11.1

1.2

0.8

R3/3

△ 23.3

11.1

16.7

22.2

27.8

38.9

△ 22.2

5.6

△ 5.9

△ 5.9

△ 22.2

△ 11.8

1.3

0.7

R3/9

△ 47.8

△ 72.2

△ 72.2

△ 61.1

△ 22.2

0.0

△ 16.7

△ 23.5

△ 22.2

0.0

55.6

11.1

1.3

1.1

R2/9

△ 4.5

△ 11.8

△ 22.2

△ 11.1

5.6

22.2

0.0

△ 5.6

5.6

5.6

△ 16.7

△ 17.6

4.3

2.1

R2/3

創業・起業は「ちくしん」に相談してみよう。自社株評価は「ちくしん」に相談してみよう。
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ちくしん指数

業況

売上

利益

販売価格

仕入価格

在庫過剰感

資金繰り

残業時間

人手不足度

運転資金借入

設備資金借入

繁華街回数

接待回数

調査項目

△ 8.0

△ 5.6

△ 11.1

△ 11.1

5.6

5.6

△ 6.3

△ 11.8

△ 5.6

29.4

0.0

0.0

1.5

1.2

2.2

△ 33.3

27.8

27.8

11.1

22.2

27.8

△ 22.2

5.6

22.2

5.6

5.6

2.2

1.4

H30/9 H31/3

△ 1.1

11.8

16.7

27.8

5.6

27.8

△ 5.6

5.6

0.0

5.9

5.9

5.9

2.7

1.3

R1/9

△ 52.2

△ 77.8

△ 94.4

△ 94.4

△ 11.1

5.6

△ 27.8

△ 50.0

△ 38.9

△ 27.8

66.7

5.6

1.9

0.8

R2/9

△ 39.8

△ 66.7

△ 44.4

△ 44.4

0.0

0.0

△ 11.8

△ 33.3

△ 22.2

△ 16.7

5.6

11.1

0.5

0.2

R3/3

△ 25.4

△ 46.7

△ 6.7

△ 26.7

33.3

40.0

△ 6.7

△ 60.0

△ 13.3

△ 14.3

△ 33.3

△ 7.1

0.9

0.4

R4/3

△ 15.9

△ 44.4

0.0

△ 5.6

27.8

77.8

△ 5.6

△ 22.2

0.0

11.1

△ 27.8

△ 23.5

1.0

0.5

R4/9

△ 11.4

△ 44.4

5.6

5.6

27.8

66.7

5.6

△ 22.2

11.1

16.7

△ 38.9

△ 23.5

△ 27.8

△ 22.2

見通し

△ 37.1

△ 83.3

△ 44.4

△ 38.9

△ 11.1

16.7

△ 5.6

△ 23.5

△ 18.8

△ 23.5

△ 38.9

△ 41.2

0.4

0.1

R3/9

3.5

△ 11.8

5.9

0.0

17.6

17.6

△ 5.9

5.9

△ 17.6

29.4

△ 11.8

△ 17.6

2.7

1.1

R2/3

ちくしん指数

業況

売上

利益

サービス価格

仕入価格

資金繰り

残業時間

人手不足度

運転資金借入

設備資金借入

繁華街回数

接待回数

調査項目

2.2

5.6

27.8

11.1

11.1

11.1

0.0

11.1

61.1

△ 11.1

0.0

4.0

1.6

15.6

11.1

33.3

16.7

22.2

33.3

16.7

5.6

27.8

22.2

11.1

1.8

1.1

H30/9 H31/3

12.4

23.5

△ 5.6

5.6

11.1

27.8

0.0

△ 16.7

5.6

0.0

△ 22.2

2.1

1.3

R1/9

△ 39.5

△ 38.9

△ 38.9

△ 33.3

△ 6.3

0.0

△ 27.8

△ 11.1

0.0

50.0

5.9

1.7

0.7

R2/9

△ 37.8

△ 11.1

△ 11.1

△ 16.7

0.0

11.8

0.0

△ 27.8

5.6

44.4

11.1

0.7

0.4

R3/3

△ 17.8

△ 11.1

11.1

0.0

11.1

55.6

△ 5.6

△ 11.1

11.1

5.6

△ 5.6

0.9

0.4

R4/3

△ 1.2

△ 5.9

29.4

5.9

12.5

47.1

5.9

0.0

5.9

△ 29.4

△ 5.9

1.6

1.1

R4/9

△ 1.2

△ 5.9

△ 11.8

△ 11.8

△ 12.5

35.3

△ 17.6

△ 17.6

5.9

△ 23.5

△ 11.8

△ 17.6

△ 11.8

見通し

△ 33.3

11.1

11.1

5.6

0.0

11.8

△ 5.6

5.6

22.2

16.7

△ 11.1

0.9

0.5

R3/9

△ 6.7

22.2

0.0

0.0

38.9

44.4

△ 11.1

△ 5.6

33.3

16.7

△ 11.1

3.6

1.6

R2/3

小売業

～ 深刻さは緩和され、厳しさは和らぐ見通し ～
　今期のちくしん指数Ｄ．Ｉ．は、前期比9.5ポイント増加

し、△15.9と厳しさが和らいだ。今後は△11.4と4.5ポ

イント増加し、厳しさが和らぐ見通しとなった。

　今期の業況判断Ｄ．Ｉ．は、前期比2.3ポイント増加し、

△44.4とわずかに厳しさが和らいだ。今後は△44.4

と横ばいの見通しとなった。

　今期の売上Ｄ．Ｉ．は、前期比6.7ポイント増加し、プラ

スマイナス0.0と均衡となった。今後は5.6と5.6ポイ

ント増加し、増加傾向に転じる見通しとなった。

　今期の利益Ｄ．Ｉ．は、前期比21.1ポイント増加し、△

5.6と減少傾向が縮小した。今後は5.6と11.2ポイント

増加し、増加傾向に転じる見通しとなった。

　今期の資金繰りＤ．Ｉ．は、前期比37.8ポイント増加

し、△22.2と減少傾向が縮小した。今後は△22.2と横

ばいの見通しとなった。

　前期の経営課題は、「売上不振（10）」が最も多く、つ

いで「同業者間の競争（5）」「利幅の縮小（5）」「人手不足

（5）」であったが、今期は「売上不振（12）」が最も多く、

ついで「利幅の縮小（6）」「人手不足（5）」「仕入先からの

値上げ要請（5）」となった。

　今期のちくしん指数Ｄ．Ｉ．は、前期比16.6ポイント

増加し、△1.2と厳しさが和らいだ。今後は△1.2と

横ばいの見通しとなった。

　今期の業況判断Ｄ．Ｉ．は、前期比5.2ポイント増加

し、△5.9と厳しさが和らいだ。今後は△5.9と横ば

いの見通しとなった。

　今期の売上Ｄ．Ｉ．は前期比18.3ポイント増加し、プ

ラス29.4となり増加傾向が強まった。今後は△11.8

と41.2ポイント減少し、減少傾向に転じる見通しと

なった。

　今期の利益Ｄ．Ｉ．は、前期比5.9ポイント増加し、プ

ラス5.9となり増加傾向が強まった。今後は△11.8

と前期比17.7ポイント減少し、減少傾向に転じる見

通しとなった。

　今期の資金繰りＤ．Ｉ．は、前期比11.5ポイント増加

し、プラス5.9となり窮屈感を脱した。今後は△17.6

と前期比23.5ポイント減少し、再び厳しい状況に転

じる見通しとなった。

　前期の経営課題は、多い順に「人手不足（7）」「同業

者間の競争（6）」「人件費の増加（5）」「材料価格の上

昇（5）」であったが、今期は「人手不足（7）」が最も多

く、ついで「材料価格の上昇（6）」「売上不振（4）」「人

件費の増加（4）」となった。

サービス業

～ 深刻さは緩和され、厳しさは和らぐ見通し ～

★調査員コメント★
・新型コロナウイルスの影響が少し落ち着きつつあり売上が回復傾
向。閉鎖していた大宴会場も再開したい。（飲食業）
・新型コロナウイルスの影響が落ち着き、空港利用者が増えたこと
で、空港店の売上回復（飲食業）
・店舗改装に伴い、7/20～9月中旬まで休業中。（衣服・身の回り小売）
・今期売上は前年比若干減少と予想。広告宣伝の強化を検討してい
く。（自動車小売業）
・前年比業況は若干改善。取引先は農家が大半であり、後継者不足が
深刻。（酒類小売）
・随時商品の値上げしており、離れていくお客様は仕方ない。それで
も取引して下さるお客様を大切にしていく。(乳製品小売）

★調査員コメント★
・業況については大きな変化はないが、従業員の賃上げ実施
や、社長の外食回数減少など変化有り。（自動車整備）

販路拡大は「ちくしん」に相談してみよう。 海外展開は「ちくしん」に相談してみよう。
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ちくしん指数

業況

売上

利益

販売価格

仕入価格

在庫過剰感

資金繰り

残業時間

人手不足度

運転資金借入

設備資金借入

繁華街回数

接待回数

調査項目

△ 8.0

△ 5.6

△ 11.1

△ 11.1

5.6

5.6

△ 6.3

△ 11.8

△ 5.6

29.4

0.0

0.0

1.5

1.2

2.2

△ 33.3

27.8

27.8

11.1

22.2

27.8

△ 22.2

5.6

22.2

5.6

5.6

2.2

1.4

H30/9 H31/3

△ 1.1

11.8

16.7

27.8

5.6

27.8

△ 5.6

5.6

0.0

5.9

5.9

5.9

2.7

1.3

R1/9

△ 52.2

△ 77.8

△ 94.4

△ 94.4

△ 11.1

5.6

△ 27.8

△ 50.0

△ 38.9

△ 27.8

66.7

5.6

1.9

0.8

R2/9

△ 39.8

△ 66.7

△ 44.4

△ 44.4

0.0

0.0

△ 11.8

△ 33.3

△ 22.2

△ 16.7

5.6

11.1

0.5

0.2

R3/3

△ 25.4

△ 46.7

△ 6.7

△ 26.7

33.3

40.0

△ 6.7

△ 60.0

△ 13.3

△ 14.3

△ 33.3

△ 7.1

0.9

0.4

R4/3

△ 15.9

△ 44.4

0.0

△ 5.6

27.8

77.8

△ 5.6

△ 22.2

0.0

11.1

△ 27.8

△ 23.5

1.0

0.5

R4/9

△ 11.4

△ 44.4

5.6

5.6

27.8

66.7

5.6

△ 22.2

11.1

16.7

△ 38.9

△ 23.5

△ 27.8

△ 22.2

見通し

△ 37.1

△ 83.3

△ 44.4

△ 38.9

△ 11.1

16.7

△ 5.6

△ 23.5

△ 18.8

△ 23.5

△ 38.9

△ 41.2

0.4

0.1

R3/9

3.5

△ 11.8

5.9

0.0

17.6

17.6

△ 5.9

5.9

△ 17.6

29.4

△ 11.8

△ 17.6

2.7

1.1

R2/3

ちくしん指数

業況

売上

利益

サービス価格

仕入価格

資金繰り

残業時間

人手不足度

運転資金借入

設備資金借入

繁華街回数

接待回数

調査項目

2.2

5.6

27.8

11.1

11.1

11.1

0.0

11.1

61.1

△ 11.1

0.0

4.0

1.6

15.6

11.1

33.3

16.7

22.2

33.3

16.7

5.6

27.8

22.2

11.1

1.8

1.1

H30/9 H31/3

12.4

23.5

△ 5.6

5.6

11.1

27.8

0.0

△ 16.7

5.6

0.0

△ 22.2

2.1

1.3

R1/9

△ 39.5

△ 38.9

△ 38.9

△ 33.3

△ 6.3

0.0

△ 27.8

△ 11.1

0.0

50.0

5.9

1.7

0.7

R2/9

△ 37.8

△ 11.1

△ 11.1

△ 16.7

0.0

11.8

0.0

△ 27.8

5.6

44.4

11.1

0.7

0.4

R3/3

△ 17.8

△ 11.1

11.1

0.0

11.1

55.6

△ 5.6

△ 11.1

11.1

5.6

△ 5.6

0.9

0.4

R4/3

△ 1.2

△ 5.9

29.4

5.9

12.5

47.1

5.9

0.0

5.9

△ 29.4

△ 5.9

1.6

1.1

R4/9

△ 1.2

△ 5.9

△ 11.8

△ 11.8

△ 12.5

35.3

△ 17.6

△ 17.6

5.9

△ 23.5

△ 11.8

△ 17.6

△ 11.8

見通し

△ 33.3

11.1

11.1

5.6

0.0

11.8

△ 5.6

5.6

22.2

16.7

△ 11.1

0.9

0.5

R3/9

△ 6.7

22.2

0.0

0.0

38.9

44.4

△ 11.1

△ 5.6

33.3

16.7

△ 11.1

3.6

1.6

R2/3

小売業

～ 深刻さは緩和され、厳しさは和らぐ見通し ～
　今期のちくしん指数Ｄ．Ｉ．は、前期比9.5ポイント増加

し、△15.9と厳しさが和らいだ。今後は△11.4と4.5ポ

イント増加し、厳しさが和らぐ見通しとなった。

　今期の業況判断Ｄ．Ｉ．は、前期比2.3ポイント増加し、

△44.4とわずかに厳しさが和らいだ。今後は△44.4

と横ばいの見通しとなった。

　今期の売上Ｄ．Ｉ．は、前期比6.7ポイント増加し、プラ

スマイナス0.0と均衡となった。今後は5.6と5.6ポイ

ント増加し、増加傾向に転じる見通しとなった。

　今期の利益Ｄ．Ｉ．は、前期比21.1ポイント増加し、△

5.6と減少傾向が縮小した。今後は5.6と11.2ポイント

増加し、増加傾向に転じる見通しとなった。

　今期の資金繰りＤ．Ｉ．は、前期比37.8ポイント増加

し、△22.2と減少傾向が縮小した。今後は△22.2と横

ばいの見通しとなった。

　前期の経営課題は、「売上不振（10）」が最も多く、つ

いで「同業者間の競争（5）」「利幅の縮小（5）」「人手不足

（5）」であったが、今期は「売上不振（12）」が最も多く、

ついで「利幅の縮小（6）」「人手不足（5）」「仕入先からの

値上げ要請（5）」となった。

　今期のちくしん指数Ｄ．Ｉ．は、前期比16.6ポイント

増加し、△1.2と厳しさが和らいだ。今後は△1.2と

横ばいの見通しとなった。

　今期の業況判断Ｄ．Ｉ．は、前期比5.2ポイント増加

し、△5.9と厳しさが和らいだ。今後は△5.9と横ば

いの見通しとなった。

　今期の売上Ｄ．Ｉ．は前期比18.3ポイント増加し、プ

ラス29.4となり増加傾向が強まった。今後は△11.8

と41.2ポイント減少し、減少傾向に転じる見通しと

なった。

　今期の利益Ｄ．Ｉ．は、前期比5.9ポイント増加し、プ

ラス5.9となり増加傾向が強まった。今後は△11.8

と前期比17.7ポイント減少し、減少傾向に転じる見

通しとなった。

　今期の資金繰りＤ．Ｉ．は、前期比11.5ポイント増加

し、プラス5.9となり窮屈感を脱した。今後は△17.6

と前期比23.5ポイント減少し、再び厳しい状況に転

じる見通しとなった。

　前期の経営課題は、多い順に「人手不足（7）」「同業

者間の競争（6）」「人件費の増加（5）」「材料価格の上

昇（5）」であったが、今期は「人手不足（7）」が最も多

く、ついで「材料価格の上昇（6）」「売上不振（4）」「人

件費の増加（4）」となった。

サービス業

～ 深刻さは緩和され、厳しさは和らぐ見通し ～

★調査員コメント★
・新型コロナウイルスの影響が少し落ち着きつつあり売上が回復傾
向。閉鎖していた大宴会場も再開したい。（飲食業）
・新型コロナウイルスの影響が落ち着き、空港利用者が増えたこと
で、空港店の売上回復（飲食業）
・店舗改装に伴い、7/20～9月中旬まで休業中。（衣服・身の回り小売）
・今期売上は前年比若干減少と予想。広告宣伝の強化を検討してい
く。（自動車小売業）
・前年比業況は若干改善。取引先は農家が大半であり、後継者不足が
深刻。（酒類小売）
・随時商品の値上げしており、離れていくお客様は仕方ない。それで
も取引して下さるお客様を大切にしていく。(乳製品小売）

★調査員コメント★
・業況については大きな変化はないが、従業員の賃上げ実施
や、社長の外食回数減少など変化有り。（自動車整備）

販路拡大は「ちくしん」に相談してみよう。 海外展開は「ちくしん」に相談してみよう。
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建設業

～ 深刻さは緩和され、厳しさは和らぐ見通し ～
　今期のちくしん指数Ｄ．Ｉ．は、前期比6.8ポイント増加

し、△3.3と厳しさが和らいだ。今後は△6.7と3.4ポイン

ト減少し、再び厳しさを増す見通しとなった。

　今期の業況判断Ｄ．Ｉ．は、前期比6.5ポイント減少し、プ

ラス11.1と好調感が縮小した。今後はプラス11.1となり

横ばいの見通しとなった。

　今期の売上Ｄ．Ｉ．は、前期比11.1ポイント減少し、△

16.7と厳しさが増した。今後は△16.7となり横ばいの見

通しとなった。

　今期の利益Ｄ．Ｉ．は、前期比横ばい、0.0の均衡となっ

た。今後は△5.6と5.6ポイント減少し、減少傾向に転じる

見通しとなった。

　今期の資金繰りＤ．Ｉ．は、前期比横ばい、プラス5.6と前

期同様の状況であった。今後はプラス17.6と12.0ポイン

ト増加し、好調感が増す見通しとなった。

　前期の経営課題は、多い順に「材料価格の上昇（13）」

「人手不足（8）」「利幅の縮小（4）」「天候の不順（4）」であっ

たが、今期は「材料価格の上昇（11）」が最も多く、ついで

「人手不足（10）」「人件費の増加（5）」となった。

不動産業

～ 好調感が強まるも、今後は減速する見通し ～
　今期のちくしん指数Ｄ．Ｉ．は、前期比7.2ポイント増加

し、△3.4と厳しさが和らいだ。今後は△4.8と1.4ポイン

ト減少し、横ばいの見通しとなった。

　今期の業況判断Ｄ．Ｉ．は、前期比14.7ポイント増加し、

プラス50.0と好況感が増加した。今後はプラス23.5と

26.5ポイント減少し、好況感は減少する見通しとなった。

　今期の売上Ｄ．Ｉ．は、前期比56.2ポイント増加し、プラ

ス44.4と増加傾向に転じた。今後はプラスマイナス0.0

と44.4ポイント減少し、増加傾向から均衡となる見通し

となった。

　今期の利益Ｄ．Ｉ．は、前期比32.6ポイント増加し、プラ

ス44.4と増加傾向を強めた。今後はプラスマイナス0.0

と44.4ポイント減少し、増加傾向から均衡となる見通し

となった。

　今期の資金繰りＤ．Ｉ．は、前期比11.1ポイント増加し、プ

ラス11.1と容易さを増した。今後はプラスマイナス0.0

と11.1ポイント減少し、増加傾向から均衡となる見通し

となった。

　前期の経営課題は、多い順に「商品物件の不足（7）」「商

品物件の高騰（6）」「利幅の縮小（5）」であったが、今期は

「商品物件の高騰（8）」が最も多く、ついで「商品物件の不

足（6）」、「大手企業との競争（4）」となった。
ちくしん指数

業況

売上

受注残

利益

請負価格

材料価格

在庫過剰感

資金繰り

残業時間

人手不足度

運転資金借入

設備資金借入

繁華街回数

接待回数

調査項目

6.8

17.6

16.7

29.4

11.1

16.7

55.6

5.9

16.7

22.2

38.9

△ 16.7

△ 22.2

3.3

1.7

△ 23.3

16.7

27.8

22.2

17.6

△ 5.9

77.8

△ 11.8

11.8

△ 22.2

0.0

△ 22.2

△ 22.2

0.9

0.7

11.5

33.3

22.2

22.2

22.2

27.8

50.0

△ 16.7

11.1

5.6

35.3

0.0

△ 11.1

3.3

1.9

R3/9

△ 10.1

17.6

△ 5.6

5.6

0.0

5.6

77.8

0.0

5.6

△ 5.6

11.1

△ 22.2

△ 11.8

2.8

1.3

R4/3H30/9 H31/3

2.3

5.6

0.0

0.0

△ 5.6

△ 5.6

22.2

△ 5.9

0.0

0.0

27.8

△ 27.8

△ 16.7

2.9

1.3

R1/9

△ 34.1

△ 22.2

△ 27.8

△ 27.8

△ 38.9

△ 11.1

22.2

△ 11.1

△ 33.3

△ 5.6

11.1

27.8

△ 11.1

1.9

1.9

R2/9

△ 31.1

11.8

11.1

16.7

11.1

0.0

22.2

0.0

0.0

△ 27.8

5.6

16.7

△ 17.6

1.6

0.7

R3/3

△ 3.3

11.1

△ 16.7

11.8

0.0

5.6

77.8

△ 5.6

5.6

△ 5.6

5.6

△ 16.7

11.1

2.0

0.9

R4/9

△ 6.7

11.1

△ 16.7

△ 11.8

△ 5.6

11.1

77.8

△ 5.6

17.6

△ 11.1

5.6

△ 38.9

△ 22.2

△ 5.9

△ 11.8

見通し

1.2

35.3

17.6

29.4

0.0

5.9

41.2

0.0

0.0

△ 11.8

11.8

△ 12.5

△ 18.8

3.2

1.8

R2/3

ちくしん指数

業況

売上

利益

販売価格

仕入価格

在庫過剰感

資金繰り

残業時間

人手不足度

運転資金借入

設備資金借入

繁華街回数

接待回数

調査項目

10.2

44.4

44.4

38.9

17.6

17.6

△ 11.8

5.6

0.0

6.3

△ 11.8

0.0

3.6

1.8

15.9

44.4

27.8

33.3

16.7

23.5

△ 11.8

11.1

△ 11.1

16.7

29.4

0.0

4.6

1.7

H30/9 H31/3

△ 2.2

27.8

22.2

27.8

11.1

23.5

△ 17.6

0.0

5.6

22.2

△ 11.1

△ 11.1

2.9

1.4

R1/9

△ 34.5

△ 11.1

△ 5.6

0.0

5.9

6.7

△ 20.0

0.0

0.0

0.0

△ 5.6

△ 22.2

2.8

2.8

R2/9

△ 34.1

16.7

0.0

△ 11.1

0.0

0.0

△ 29.4

0.0

△ 23.5

△ 5.9

11.1

△ 5.6

0.6

0.4

R3/3

△ 10.6

35.3

△ 11.8

11.8

29.4

47.1

△ 23.5

0.0

△ 17.6

0.0

△ 11.8

△ 5.9

1.1

1.0

R4/3

△ 3.4

50.0

44.4

44.4

35.3

41.2

△ 23.5

11.1

△ 17.6

△ 6.3

△ 11.1

△ 11.1

1.6

0.8

R4/9

△ 4.8

23.5

0.0

0.0

25.0

25.0

△ 12.5

0.0

△ 18.8

0.0

△ 31.3

△ 6.3

△ 17.6

△ 23.5

見通し

△ 23.3

44.4

27.8

22.2

38.9

38.9

△ 38.9

22.2

△ 11.1

0.0

△ 5.6

△ 5.6

0.9

1.2

R3/9

4.5

50.0

33.3

27.8

11.1

11.1

△ 11.1

11.1

△ 5.6

0.0

△ 11.1

5.6

3.5

2.8

R2/3

★調査員コメント★
・競合は少なく受注は安定、特殊車両も有している。（電気
工事業）
・材料代の高騰が続いている。利幅が縮小。従業員の高齢
化、人員不足。（一般土木建築工事業）

★調査員コメント★
・7月に所有物件売却。売却以前の業況は例年どおり。（不動産賃貸業）
・所有物件の入居状況は高い水準で推移。コロナの影響はあまりない。安定し
た家賃収入、資金繰り問題なし。商品物件の価格上昇は感じており、情報力
を強化し好条件の物件情報を仕入れ、販路拡大が今後の課題。（不動産業）
・分譲販売好調、売上、利益ともに安定。資金繰りは自己資金対応できてい
る。（不動産売買、不動産賃貸業）
・現在、土地分譲中。問い合わせは常時ある。買い手はすべて付きそうとのこ
と。（不動産業）
・分譲地の仕入れの際、地権者との交渉がいかにスムーズにできるか、分譲
に係る経費増加を販売価格に転嫁できるか、が課題。（不動産業）

経営改善は「ちくしん」に相談してみよう。 クラウドファンディングは「ちくしん」に相談してみよう。
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建設業

～ 深刻さは緩和され、厳しさは和らぐ見通し ～
　今期のちくしん指数Ｄ．Ｉ．は、前期比6.8ポイント増加

し、△3.3と厳しさが和らいだ。今後は△6.7と3.4ポイン

ト減少し、再び厳しさを増す見通しとなった。

　今期の業況判断Ｄ．Ｉ．は、前期比6.5ポイント減少し、プ

ラス11.1と好調感が縮小した。今後はプラス11.1となり

横ばいの見通しとなった。

　今期の売上Ｄ．Ｉ．は、前期比11.1ポイント減少し、△

16.7と厳しさが増した。今後は△16.7となり横ばいの見

通しとなった。

　今期の利益Ｄ．Ｉ．は、前期比横ばい、0.0の均衡となっ

た。今後は△5.6と5.6ポイント減少し、減少傾向に転じる

見通しとなった。

　今期の資金繰りＤ．Ｉ．は、前期比横ばい、プラス5.6と前

期同様の状況であった。今後はプラス17.6と12.0ポイン

ト増加し、好調感が増す見通しとなった。

　前期の経営課題は、多い順に「材料価格の上昇（13）」

「人手不足（8）」「利幅の縮小（4）」「天候の不順（4）」であっ

たが、今期は「材料価格の上昇（11）」が最も多く、ついで

「人手不足（10）」「人件費の増加（5）」となった。

不動産業

～ 好調感が強まるも、今後は減速する見通し ～
　今期のちくしん指数Ｄ．Ｉ．は、前期比7.2ポイント増加

し、△3.4と厳しさが和らいだ。今後は△4.8と1.4ポイン

ト減少し、横ばいの見通しとなった。

　今期の業況判断Ｄ．Ｉ．は、前期比14.7ポイント増加し、

プラス50.0と好況感が増加した。今後はプラス23.5と

26.5ポイント減少し、好況感は減少する見通しとなった。

　今期の売上Ｄ．Ｉ．は、前期比56.2ポイント増加し、プラ

ス44.4と増加傾向に転じた。今後はプラスマイナス0.0

と44.4ポイント減少し、増加傾向から均衡となる見通し

となった。

　今期の利益Ｄ．Ｉ．は、前期比32.6ポイント増加し、プラ

ス44.4と増加傾向を強めた。今後はプラスマイナス0.0

と44.4ポイント減少し、増加傾向から均衡となる見通し

となった。

　今期の資金繰りＤ．Ｉ．は、前期比11.1ポイント増加し、プ

ラス11.1と容易さを増した。今後はプラスマイナス0.0

と11.1ポイント減少し、増加傾向から均衡となる見通し

となった。

　前期の経営課題は、多い順に「商品物件の不足（7）」「商

品物件の高騰（6）」「利幅の縮小（5）」であったが、今期は

「商品物件の高騰（8）」が最も多く、ついで「商品物件の不

足（6）」、「大手企業との競争（4）」となった。
ちくしん指数

業況

売上

受注残

利益

請負価格

材料価格

在庫過剰感

資金繰り

残業時間

人手不足度

運転資金借入

設備資金借入

繁華街回数

接待回数

調査項目

6.8

17.6

16.7

29.4

11.1

16.7

55.6

5.9

16.7

22.2

38.9

△ 16.7

△ 22.2

3.3

1.7

△ 23.3

16.7

27.8

22.2

17.6

△ 5.9

77.8

△ 11.8

11.8

△ 22.2

0.0

△ 22.2

△ 22.2

0.9

0.7

11.5

33.3

22.2

22.2

22.2

27.8

50.0

△ 16.7

11.1

5.6

35.3

0.0

△ 11.1

3.3

1.9

R3/9

△ 10.1

17.6

△ 5.6

5.6

0.0

5.6

77.8

0.0

5.6

△ 5.6

11.1

△ 22.2

△ 11.8

2.8

1.3

R4/3H30/9 H31/3

2.3

5.6

0.0

0.0

△ 5.6

△ 5.6

22.2

△ 5.9

0.0

0.0

27.8

△ 27.8

△ 16.7

2.9

1.3

R1/9

△ 34.1

△ 22.2

△ 27.8

△ 27.8

△ 38.9

△ 11.1

22.2

△ 11.1

△ 33.3

△ 5.6

11.1

27.8

△ 11.1

1.9

1.9

R2/9

△ 31.1

11.8

11.1

16.7

11.1

0.0

22.2

0.0

0.0

△ 27.8

5.6

16.7

△ 17.6

1.6

0.7

R3/3

△ 3.3

11.1

△ 16.7

11.8

0.0

5.6

77.8

△ 5.6

5.6

△ 5.6

5.6

△ 16.7

11.1

2.0

0.9

R4/9

△ 6.7

11.1

△ 16.7

△ 11.8

△ 5.6

11.1

77.8

△ 5.6

17.6

△ 11.1

5.6

△ 38.9

△ 22.2

△ 5.9

△ 11.8

見通し

1.2

35.3

17.6

29.4

0.0

5.9

41.2

0.0

0.0

△ 11.8

11.8

△ 12.5

△ 18.8

3.2

1.8

R2/3

ちくしん指数

業況

売上

利益

販売価格

仕入価格

在庫過剰感

資金繰り

残業時間

人手不足度

運転資金借入

設備資金借入

繁華街回数

接待回数

調査項目

10.2

44.4

44.4

38.9

17.6

17.6

△ 11.8

5.6

0.0

6.3

△ 11.8

0.0

3.6

1.8

15.9

44.4

27.8

33.3

16.7

23.5

△ 11.8

11.1

△ 11.1

16.7

29.4

0.0

4.6

1.7

H30/9 H31/3

△ 2.2

27.8

22.2

27.8

11.1

23.5

△ 17.6

0.0

5.6

22.2

△ 11.1

△ 11.1

2.9

1.4

R1/9

△ 34.5

△ 11.1

△ 5.6

0.0

5.9

6.7

△ 20.0

0.0

0.0

0.0

△ 5.6

△ 22.2

2.8

2.8

R2/9

△ 34.1

16.7

0.0

△ 11.1

0.0

0.0

△ 29.4

0.0

△ 23.5

△ 5.9

11.1

△ 5.6

0.6

0.4

R3/3

△ 10.6

35.3

△ 11.8

11.8

29.4

47.1

△ 23.5

0.0

△ 17.6

0.0

△ 11.8

△ 5.9

1.1

1.0

R4/3

△ 3.4

50.0

44.4

44.4

35.3

41.2

△ 23.5

11.1

△ 17.6

△ 6.3

△ 11.1

△ 11.1

1.6

0.8

R4/9

△ 4.8

23.5

0.0

0.0

25.0

25.0

△ 12.5

0.0

△ 18.8

0.0

△ 31.3

△ 6.3

△ 17.6

△ 23.5

見通し

△ 23.3

44.4

27.8

22.2

38.9

38.9

△ 38.9

22.2

△ 11.1

0.0

△ 5.6

△ 5.6

0.9

1.2

R3/9

4.5

50.0

33.3

27.8

11.1

11.1

△ 11.1

11.1

△ 5.6

0.0

△ 11.1

5.6

3.5

2.8

R2/3

★調査員コメント★
・競合は少なく受注は安定、特殊車両も有している。（電気
工事業）
・材料代の高騰が続いている。利幅が縮小。従業員の高齢
化、人員不足。（一般土木建築工事業）

★調査員コメント★
・7月に所有物件売却。売却以前の業況は例年どおり。（不動産賃貸業）
・所有物件の入居状況は高い水準で推移。コロナの影響はあまりない。安定し
た家賃収入、資金繰り問題なし。商品物件の価格上昇は感じており、情報力
を強化し好条件の物件情報を仕入れ、販路拡大が今後の課題。（不動産業）
・分譲販売好調、売上、利益ともに安定。資金繰りは自己資金対応できてい
る。（不動産売買、不動産賃貸業）
・現在、土地分譲中。問い合わせは常時ある。買い手はすべて付きそうとのこ
と。（不動産業）
・分譲地の仕入れの際、地権者との交渉がいかにスムーズにできるか、分譲
に係る経費増加を販売価格に転嫁できるか、が課題。（不動産業）

経営改善は「ちくしん」に相談してみよう。 クラウドファンディングは「ちくしん」に相談してみよう。
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3.9%

0.4%

0.4%

3.4%

8.2%

9.9%

15.0%

18.5%

19.3%

21.0%

特にない

その他

米中貿易摩擦

日本と諸外国との関係

原材料の仕入れ不可能

戦争、紛争等がもたらす社会不安

エネルギー以外の価格高騰

原油・天然ガス等のエネルギーの価格高騰

人手不足、人件費上昇

コロナ長期化による需要急減

11.1%

0.0%

0.0%

1.0%

1.0%

2.0%

3.0%

8.1%

21.2%

52.5%

その他

事業承継の後継者を変更する

事業承継予定だったが、廃業を検討する

事業承継の時期を遅くする

廃業予定だったが、事業を継続する

事業承継予定だったが、予定を白紙に戻した

事業承継の時期を早める

事業承継の検討を始めた

事業承継について考えたことがない

事業承継の方法に変更はない

12.2%

4.1%

10.2%

12.2%

61.2%

その他

同業他社、地域他社の賃上げ

政府の賃上げ要請

自社の業績改善を反映

従業員の待遇改善

6.3%

12.5%

23.4%

23.4%

34.4%

その他

これまでに賃上げを実施済み

賃上げを検討したことはない

景気見通しが不透明

自社の業績状況

特別調査

最近の経済社会情勢がもたらす

懸念材料は多岐にわたる

　最近の経済社会情勢について特

に懸念していることについては、

「コロナ長期化による需要急減」が

21.0％、「人手不足、人件費上昇」が

19.3％であり、依然としてコロナ

長期化による懸念の回答が多い。

　また、「原油・天然ガス等のエネ

ルギーの価格高騰」が18.5％、「エ

ネルギー以外の価格高騰」が15.0

％と、原材料価格上昇に関する回

答も多い。

調査目的：経済社会情勢と中小企業経営について調査しました。

調査対象：「景気動向調査」に同じ

※小数点第2位以下を切り捨てておりますので、合計は一致しない場合があります。

サイバーセキュリティの態勢は道半ば

　サイバー攻撃については、「攻撃を

受けて被害があった」が2.9％、「攻撃

を受けたが被害はなかった」が15.2

％、「攻撃を受けたことはない」が

81.9％となった。

サイバーセキュリティ確保のための

人材の確保・態勢の整備については、

「できている」は21.2％にとどまっ

た。対して、「できていない」が24.0

％、「わからない」が36.5％、「当社に

は関係ない」が18.3％となった。

約4割が今春に賃上げを実施

　今春の賃上げについては、43.4

％が実施し、56.6％が実施しなか

ったと回答した。

　43.4％の賃上げした企業につい

て、その理由の主な内訳は「従業員

の待遇改善」が61.2％、「自社の業

績改善を反映」は12.2％であった。

　対して、賃上げしなかった企業

について、その理由の主な内訳は

「自社の業績状況」が34.4％、「景

気見通しが不透明」が23.4％、「賃

上げを検討したことはない」が

23.4％であった。

エネルギー価格上昇で幅

広く悪影響

　最近のエネルギー価格

の上昇による収益への影

響は、「危機的な悪影響が

ある」が3.9％、「かなり悪

影響がある」が19.4％、「多

少悪影響がある」は56.3％

と、合計で79.6％の企業が

悪影響があると回答した。

　省エネ設備投資の実施

予定については、「実施予

定がある」は7.8％にとど

まり、92.2％が「実施予定

はない」と回答した。

（１）最近の経済社会情勢について特に懸念していることがありますか。

（３）サイバー攻撃を受けたことがありますか。
　　また、サイバーセキュリティ確保のための人材確保・態勢の整備はできていますか。

（４）今春に賃上げを実施されましたか。

（５）コロナ禍を受け事業承継について考え方が変化しましたか。

一部企業で事業承継の方向性に変化も

　コロナ禍を受けての事業承継（M&A

を含む）の考え方については、「事業承

継の方法に変更はない」が52.5％、「事

業承継について考えたことがない」が

21.2％となった。

　対して、「事業承継の検討を始めた」

が8.1％、「事業承継の時期を早める」が

3.0％、「事業承継予定だったが、予定を

白紙に戻した」が2.0％と、コロナ禍を

受けて事業承継の方向性に変化があっ

た企業もみられる。

（2）最近のエネルギー価格の上昇が、貴社の収益に与える影響はありますか。

危機的な
悪影響
がある
3.9%

かなり
悪影響
がある
19.4%

多少悪影響
がある
56.3%

ほとんど
影響はない
11.7%

むしろ
好影響
がある
0.0%

わからない
8.7%

その他
0.0%

エネルギー価格上昇の影響

実施予定
がある
7.8%

実施予定はない
92.2%

省エネ設備投資の
実施予定

攻撃を受けたが
被害はなかった
15.2%

攻撃を受けた
ことはない
81.9%

攻撃を受けて
被害があった
2.9%

サイバー攻撃による被害

できて
いる
21.2%

できて
いない
 24.0%

わからない
36.5%

当社には
関係ない
18.3%

サイバーセキュリティ確保のための
人材の確保・態勢の整備

賃上げした
 43.4%賃上げせず

56.6%

人手不足は「ちくしん」に相談してみよう。 Ｍ＆Ａは「ちくしん」に相談してみよう。
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　また、「原油・天然ガス等のエネ

ルギーの価格高騰」が18.5％、「エ

ネルギー以外の価格高騰」が15.0

％と、原材料価格上昇に関する回

答も多い。

調査目的：経済社会情勢と中小企業経営について調査しました。

調査対象：「景気動向調査」に同じ

※小数点第2位以下を切り捨てておりますので、合計は一致しない場合があります。
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約4割が今春に賃上げを実施

　今春の賃上げについては、43.4

％が実施し、56.6％が実施しなか

ったと回答した。

　43.4％の賃上げした企業につい

て、その理由の主な内訳は「従業員

の待遇改善」が61.2％、「自社の業

績改善を反映」は12.2％であった。

　対して、賃上げしなかった企業

について、その理由の主な内訳は

「自社の業績状況」が34.4％、「景

気見通しが不透明」が23.4％、「賃

上げを検討したことはない」が

23.4％であった。

エネルギー価格上昇で幅

広く悪影響

　最近のエネルギー価格

の上昇による収益への影

響は、「危機的な悪影響が

ある」が3.9％、「かなり悪

影響がある」が19.4％、「多

少悪影響がある」は56.3％

と、合計で79.6％の企業が

悪影響があると回答した。

　省エネ設備投資の実施

予定については、「実施予

定がある」は7.8％にとど

まり、92.2％が「実施予定

はない」と回答した。

（１）最近の経済社会情勢について特に懸念していることがありますか。

（３）サイバー攻撃を受けたことがありますか。
　　また、サイバーセキュリティ確保のための人材確保・態勢の整備はできていますか。

（４）今春に賃上げを実施されましたか。

（５）コロナ禍を受け事業承継について考え方が変化しましたか。

一部企業で事業承継の方向性に変化も

　コロナ禍を受けての事業承継（M&A

を含む）の考え方については、「事業承

継の方法に変更はない」が52.5％、「事

業承継について考えたことがない」が

21.2％となった。

　対して、「事業承継の検討を始めた」

が8.1％、「事業承継の時期を早める」が

3.0％、「事業承継予定だったが、予定を

白紙に戻した」が2.0％と、コロナ禍を

受けて事業承継の方向性に変化があっ

た企業もみられる。

（2）最近のエネルギー価格の上昇が、貴社の収益に与える影響はありますか。

危機的な
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久留米大学だより久留米大学だより
「
戦
争
」や「
暴
力
」か
ら
目
を
背
け
ず
、自
ら
考
え
る
力
を
養
う

〜
第
一
次
世
界
大
戦
で
の
久
留
米
ド
イ
ツ
兵
俘
虜
収
容
所
の
記
録
か
ら
〜

　（
１
）歴
史
を
紐
解
く
と
、さ
ま
ざ
ま
な
も
の
の「
今
」が
浮
か
び
上

が
っ
て
く
る
。幕
末
の
不
平
等
条
約
改
正
の
悲
願
を
果
た
す
た
め
、苦

心
の
末
１
８
９
８（
明
治
31
）年
に
制
定
さ
れ
た
日
本
民
法
は
、最
近

そ
の
中
核
部
分
で
あ
る
債
権
法
の
大
改
正
が
行
わ
れ
た（
２
０
２
０

（
令
和
２
）年
４
月
１
日
施
行
）が
、そ
の
歴
史
的
な
基
礎
は
、実
は
２

０
０
０
年
前
の
古
代
ロ
ー
マ
法
に
由
来
す
る
。ラ
テ
ン
語
文
献
を
渉

猟
し
な
が
ら
、古
代
ロ
ー
マ
法
の
観
点
か
ら
平
和
な
市
民
生
活
を
秩

序
付
け
る
民
法
を
歴
史
的
に
研
究
し
て
き
た
が
、今
な
お
繰
り
返
さ

れ
る
戦
争
も
常
に
頭
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
な
い
。な
ぜ
な
ら
、地
中
海

を
中
心
に
広
大
な
帝
国
を
作
り
、長
期
間
パ
ッ
ク
ス
ロ
ー
マ
―
ナ

（
ロ
ー
マ
の
平
和
）と
呼
ば
れ
る
空
前
の
繁
栄
を
築
い
た
ロ
ー
マ
の
力

の
源
が
、戦
争
に
お
け
る
勝
利
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
華
々
し
い
勝
利
の
背
後
に
は
、戦
争
捕
虜
の
問
題
が
あ
っ
た
。ロ
ー

マ
の
時
代
、戦
争
捕
虜
は
親
族
な
ど
に
連
絡
を
取
っ
て
金
銭
の
支
払

い
な
ど
で
解
放
さ
れ
た
が
、そ
う
で
な
い
場
合
、奴
隷
と
な
っ
た
。た

だ
し
、古
代
社
会
で
は
稀
有
な
こ
と
に
、ロ
ー
マ
の
奴
隷
は
、能
力
に

応
じ
て
丁
寧
に
扱
わ
れ
た
し
、一
定
の
ロ
ー
マ
へ
の
貢
献
等
の
要
件

を
満
た
せ
ば
、解
放
奴
隷
と
し
て
ロ
ー
マ
市
民
に
な
る
道
が
開
か
れ

て
い
た
。そ
の
意
味
で
は
、戦
争
捕
虜
は
絶
望
的
な
も
の
で
は
な
か
っ

た
。

　（
２
）で
は
、現
代
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。第
二
次
世
界
大
戦
後
の
日

本
兵
捕
虜
は
ソ
連
の
シ
ベ
リ
ア
抑
留
に
よ
る
非
人
道
的
な
取
り
扱
い

を
受
け
、戦
後
で
あ
り
な
が
ら
多
く
の
死
者
が
生
じ
た
こ
と
は
周
知

の
事
実
で
あ
る
。イ
ラ
ク
戦
争
、ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
戦
争
で
の
捕
虜
は

ア
メ
リ
カ
に
よ
る
執
拗
な
虐
待
を
受
け
た
。そ
し
て
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
で

も
…
。一
体
、直
前
ま
で
殺
し
合
い
を
続
け
て
い
な
が
ら
、勝
利
者
が

敗
者
で
あ
る
戦
争
捕
虜
を「
人
道
的
」に
取
り
扱
う
こ
と
は
可
能
で
あ

る
の
か
。こ
の
よ
う
な
人
類
史
上
の
普
遍
的
な
問
い
か
け
を
考
察
す

る
格
好
の
素
材
が
、実
は
久
留
米
に
あ
っ
た
こ
と
を
ご
存
知
で
あ
ろ

う
か
。

　（
３
）か
つ
て
久
留
米
は
国
内
有
数
の「
軍
都
」で
あ
っ
た
。久
留
米

に
は
、１
８
９
７（
明
治
30
）年
に
、歩
兵
第
48
連
隊 

、第
24
旅
団
司
令

部
、衛
戍
病
院
が
設
置
さ
れ
、１
９
０
７（
明
治
40
）年
に
は
通
称「
菊

兵
団
」と
呼
ば
れ
る
精
鋭
部
隊
の
第
18
師
団
が
設
置
さ
れ
た
。日
本
の

近
代
戦
で
あ
る
日
清
戦
争
、日
露
戦
争
、日
独
戦
争
は
ち
ょ
う
ど
10
年

【プロフィール】
うきは市吉井町の出身です。
1988年に九州大学法学部を卒業し、同大学院
法学研究科・助手を経た後、1997年に久留米
大学法学部に着任しました。
学生時代にドイツへの研修旅行に参加してベ
ルリンの壁に衝撃を受け、ヨーロッパの成り立
ちに興味を持ちました。ローマ法と民法の研究
を始めてから、主にミュンヘン大学やフライブ
ルク大学で継続的に在外研究を行っています。
その後、法学教育の観点から被災地復興と地域
貢献に深く関わり、2022年から久留米大学地
域連携センター長を務めています。地方自治体
での委員会の仕事も微力ながらお引き受けし
ています。
大学と地域との在り方を模索する毎日です。

久留米大学法学部教授（民法・ローマ法専攻）
久留米大学地域連携センター長

上村　一則 先生

Vol.9

間
隔
で
起
き
て
お
り
、「
久
留
米
の
48（
ヨ
ン
パ
チ
）」は
、日
露
戦
争
や

第
一
次
世
界
大
戦
、上
海
事
変
等
に
出
征
し
て
活
躍
し
、広
く
世
間
に

知
ら
れ
て
い
た
。

　
１
９
１
４（
大
正
３
）年
７
月
に
勃
発
し
た
第
一
次
世
界
大
戦
は
人

類
が
初
め
て
経
験
す
る
近
代
的
な
総
力
戦
で
あ
っ
た
。当
時
、イ
ギ
リ

ス
と
同
盟
を
結
ん
で
い
た
日
本
は
、山
東
半
島
の
青
島（
チ
ン
タ
オ
）に

租
借
地
を
作
り
、巨
大
な
要
塞
を
築
い
た
ド
イ
ツ
と
日
独
戦
争
を
行

い
、久
留
米
の
第
18
師
団
が
、神
尾
光
臣
中
将
を
指
揮
官
と
し
て
出
征

し
て
勝
利
に
貢
献
し
た
。

　
11
月
７
日
に
ド
イ
ツ
軍
が
降
伏
し
、約
４
７
０
０
名
の
ド
イ
ツ
兵
俘

虜（
当
時
捕
虜
の
こ
と
を
俘
虜
と
呼
ん
だ
）が
、久
留
米
俘
虜
収
容
所
を

始
め
と
す
る
日
本
各
地
計
16
カ
所（
後
に
12
カ
所
、６
カ
所
に
集
約
）の

収
容
所
に
収
容
さ
れ
た
。他
方
で
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
線
は
、当
初
短
期
間

で
の
終
結
が
予
想
さ
れ
た
が
、膠
着
状
態
の
ま
ま
長
引
き
、ド
イ
ツ
が

敗
戦
し
て
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
講
和
条
約
が
調
印
さ
れ
る
ま
で
収
容
は
５

年
余
り
の
長
期
に
わ
た
っ
た
。

　（
４
）久
留
米
の
収
容
所
は
、現
在
久
留
米
市
国
分
町
に
あ
る
久
留
米

大
学
医
療
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
付
近
に
あ
り
、１
３
１
９
人
を
収
容
し
全

国
最
大
規
模
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、戦
争
が
長
引
く
こ
と
を
想
定
し
て

お
ら
ず
、決
し
て
快
適
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。（
写
真
①
）

　
久
留
米
俘
虜
収
容
所
の
所
長
に
は
、後
の
総
理
大
臣
級
の
所
長
が
５

人
就
任
し
た
が
、中
で
も
、２
代
目
の
真
崎
甚
三
郎
中
佐
は
、佐
賀
出
身

で
後
に
教
育
総
監
・
陸
軍
大
将
と
な
り
、皇
道
派
頭
目
の
一
人
と
し
て

二
・
二
六
事
件
に
関
与
し
た
と
さ
れ
る
。戦
争
の
長
期
化
に
伴
い
、こ
の

時
期
に
は
、内
部
で
い
ろ
い
ろ

な
事
件
が
起
き
た
。特
に
１
９

１
５（
大
正
４
）年
11
月
15
日

に
、大
正
天
皇
即
位
の
大
典（
天

長
節
）の
際
に
、贈
り
物
と
し

て
、俘
虜
に
ビ
ー
ル
１
本
と
リ

ン
ゴ
２
個
を
特
別
に
与
え
た

が
、２
人
の
将
校
が
拒
否
し
た
。

こ
れ
に
立
腹
し
た
真
崎
所
長
が

将
校
ら
の
頬
を
殴
打
し
、俘
虜

の
虐
待
を
禁
じ
た
ハ
ー
グ
陸
戦

規
則
４
条
違
反
を
根
拠
に
、俘
虜
た
ち
は
所
長
に
激
し
く
抗
議
し
、

当
時
ま
だ
中
立
国
だ
っ
た
米
国
大
使
館
の
調
査
派
遣
を
要
求
す
る

問
題
に
発
展
し
た
。

　
日
清
戦
争
・
日
露
戦
争
・
第
一
次
大
戦（
日
独
戦
争
）の
戦
勝
国

で
あ
る
日
本
は
、欧
米
諸
国
か
ら
文
明
国
と
し
て
認
め
ら
れ
る

よ
う
に
、国
家
の
方
針
と
し
て
国
際
法
を
遵
守
し
よ
う
と
し
た
。

そ
れ
だ
け
に
、鳴
門
市
の
板
東
俘
虜
収
容
所
が
人
道
的
で「
模
範

収
容
所
」と
称
賛
さ
れ
る
の
と
比
べ
て
、こ
の
事
件
が
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
印
象
を
与
え
、久
留
米
俘
虜
収
容
所
は
、従
来
の
研
究
で

「
日
本
の
Ｋ
Ｚ
」と
呼
ば
れ
た
り
、映
画『
バ
ル
ト
の
楽
園
」』（
２

０
０
６
年
日
本
公
開
）で
冒
頭
に
久
留
米
俘
虜
収
容
所
が
唯
一

実
名
で
出
さ
れ
て
、殴
打
シ
ー
ン
が
描
か
れ
、鳴
門
市
の
人
道
的

な
俘
虜
施
設
を
思
わ
せ
る
施
設
と
対
比
さ
れ
た
り
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
、そ
の
印
象
が
一
般
に
定
着
し
た
。

　（
５
）し
か
し
、当
時
、久
留
米
俘
虜
収
容
所
に
収
容
さ
れ
た
ド
イ

ツ
兵
将
校
の
74
名
の
う
ち
の
一
人
で
あ
る
カ
ー
ル
・
フ
ォ
ー
ク
ト
博

士（D
r. K
a
rl V
o
g
t

：18
7
8
-1
9
6
0

）の
自
伝
的
な
記
録『
あ
る
日

本
在
住
ド
イ
ツ
人
の
人
生
記
録
か
ら
』（A

u
s d
e
r Le
b
e
n
sc
h
ro
n
ik 

e
in
e
s J
a
p
a
n
d
e
u
tsc
h
e
n
, T
o
kyo
, 1
9
6
2

）を
丁
寧
に
他
の
証
言

と
比
較
し
な
が
ら
読
み
こ
む
と
、暴
力
的
な
所
長
に
よ
る
蛮
行
が
横

行
し
た
劣
悪
な
収
容
所
と
い
う
見
方
が
表
層
的
で
あ
る
こ
と
に
気

づ
く
。フ
ォ
ー
ク
ト
は
、日
本
語
と
日
本
文
化
を
学
び
、外
交
官
を
務

め
た
後
、ド
イ
ツ
人
と
し
て
日
本
で
最
初
の
弁
理
士
資
格
を
取
得
し

て
横
浜
に
法
律
事
務
所
を
開
き
、ド
イ
ツ
人
法
律
家
の
草
分
け
的
な

存
在
と
し
て
、シ
ー
メ
ン
ス
事
件
、青
島
要
塞
陥
落
交
渉
な
ど
日
独

間
の
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
的
事
件
に
弁
護
士
や
通
訳
と
し
て
立
ち

会
っ
た
歴
史
の
生
き
証
人
で
も
あ
る
。真
崎
所
長
に
よ
る
殴
打
事
件

の
現
場
に
も
通
訳
と
し
て
立
ち
会
っ
て
い
た
。

　（
６
）久
留
米
俘
虜
収
容
所
に
は
、19
世
紀
ド
イ
ツ
が
凝
縮
さ
れ
た

「
擬
似
社
会
」が
あ
っ
た
。

　
ま
ず
、将
校
と
そ
れ
以
外
に
は
、俘
虜
と
な
っ
て
も
大
き
な
格
差

が
あ
り
、個
室
を
与
え
ら
れ
て
い
た
将
校
に
は
、傲
慢
で
短
気
で
怒

り
っ
ぽ
い「
激
情
家
」が
約
10
名
い
た
。特
に
ド
イ
ツ
俘
虜
の
代
表
者

で
あ
っ
た
ア
ン
デ
ル
ス
少
佐
ら
は
、待
遇
悪
化
の
改
善
要
求
を
、要

望
で
は
な
く
、当
時
明
確
に
定
義
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
俘
虜
の
権
利

と
し
て
、一
方
的
で
見
下
す
よ
う
な
頑
迷
な
態
度
で
求
め
、強
硬
姿
勢

を
崩
さ
な
か
っ
た
。早
々
に
新
興
国
で
あ
る
日
本
に
敗
北
し
た
一
方

で
本
国
の
戦
争
は
継
続
し
て
お
り
、将
校
ら
の
焦
燥
感
や
挫
折
感
も

あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。ド
イ
ツ
留
学
の
経
験
が
あ
る
真
崎
所
長
は
、オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
を
つ
く
る
な
ど
所
内
の
改
善
に
意
欲
的
な
が
ら
も
、こ
の

頑
迷
な
態
度
に
非
常
に
悩
み
傷
つ
い
て
、フ
ォ
ー
ク
ト
に
心
情
を
吐

露
し
て
い
る
。

　
次
に
、ド
イ
ツ
国
内
の
民
族
問
題
が
あ
っ
た
。久
留
米
収
容
所
に

は
、ポ
ー
ラ
ン
ド
人
や
ア
ル
ザ
ス
・
ロ
レ
ー
ヌ
出
身
の
兵
等
、さ
ま
ざ

ま
な
地
域
の
出
身
者
が
い
た
。そ
の
中
で
、ポ
ー
ラ
ン
ド
出
身
の
俘
虜

が
ド
イ
ツ
人
将
校
に
反
抗
し
て
３
ヶ
月
の
重
傷
を
負
っ
た
が
、真
崎

所
長
は
入
院
さ
せ
て
保
護
し
て
、将
校
ら
を
非
難
し
た
。支
配
民
族
と

被
支
配
民
族
間
の
複
雑
で
難
し
い
感
情
を
軽
視
さ
れ
た
と
受
け
取
っ

た
将
校
ら
は
、所
長
に
反
発
を
深
め
た
よ
う
で
あ
る
。

　
強
硬
派
将
校
の
１
人
で
あ
る
ブ
ー
ヘ
ン
タ
ー
ラ
ー
陸
軍
大
尉
は
、

真
崎
所
長
に
か
な
り
感
情
的
な
攻
撃
と
蔑
視
の
意
図
を
持
っ
て
お

り
、す
べ
て
の
悪
事
の
計
画
者
と
さ
れ
、天
皇
即
位
の
お
祝
い
品
に
つ

い
て
も「
冷
淡
な
態
度
」を
取
ろ
う
と
決
心
し
て
い
た
。実
際
に
そ
の

影
響
で
２
人
の
将
校
は
贈
り
物
を
受
け
取
ら
な
か
っ
た
。２
人
は
、天

皇
を「
侮
蔑
」し
た
と
受
け
取
ら
れ
、降
伏
し
た
俘
虜
で
あ
り
な
が
ら

日
本
軍
に
対
し
て「
敵
」と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
お
り
、日
本
側
か
ら

見
れ
ば
人
道
的
に
取
り
扱
う
べ
き
理
由
が
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
。真

崎
所
長
は
そ
れ
で
も
日
を
置
い
て
冷
静
に
説
明
し
た
が
、ド
イ
ツ
将

校
等
の
行
き
過
ぎ
た
反
抗
的
態
度
に
対
し
て
、我
慢
の
限
界
を
超
え
、

つ
い
感
情
的
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
印
象
で
あ
る
。

　
フ
ォ
ー
ク
ト
は
、俘
虜
将
校
た
ち
が
、や
み
く
も
に
プ
ロ
イ
セ
ン
風

の
高
圧
的
な
態
度
で
交
渉
し
た
こ
と
の
思
慮
の
な
さ
を
、繰
り
返
し

指
摘
し
て
い
た
。当
然
俘
虜
は
、ハ
ー
グ
陸
戦
規
則
第
８
条
に
あ
る
よ

う
に
、国
の
陸
軍
現
行
法
律
、規
則
及
命
令
に
不
従
順
な
行
為
を
す
れ

ば
、必
要
な
厳
重
処
分
を
受
け
た
。

　
こ
の
よ
う
な
過
度
に
自
尊
心
が
高
い
職
業
軍
人
で
あ
る
将
校
た
ち

に
対
し
て
、一
般
の
市
民
兵
の
出
現
を
背
景
と
す
る
ハ
ー
グ
条
約
の

「
人
道
的
配
慮
」を
ど
こ
ま
で
徹
底
し
て
適
用
す
る
べ
き
で
あ
っ
た

か
、そ
こ
に
当
事
者
と
し
て
い
か
に
深
い
葛
藤
が
存
在
し
た
か
は
察

し
う
る
。戦
争
が
長
期
化
す
る
か
は
っ
き
り
し
な
い
見
通
し
の
中
で
、

決
し
て
立
派
と
は
言
え
な
い
施
設
を
、戦
闘
に
参
戦
し
た
者
が
最
も

多
い
師
団
本
部
の
近
く
で
、多
く
の
問
題
を
抱
え
な
が
ら
、国
策
と
は

い
え「
人
道
的
に
」運
営
す
る
難
し
さ
を
考
え
た
と
き
、規
律
を
厳
格

に
し
て
対
応
し
た
こ
と
を
、所
長
の
軍
人
気
質
と
い
う
人
格
の
問
題

に
だ
け
還
元
す
る
こ
と
に
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。確
認
し

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
に
お
け

る
戦
争
俘
虜
の
死
亡
率
は
、圧
倒
的
に
日
本
よ
り
も
高
く
、そ
の
虐
待

は
ま
さ
に
死
に
至
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る 

。

　
大
規
模
収
容
所
と
な
っ
て
、矛
盾
が
最
も
噴
出
し
た
真
崎
所
長
時
代

の
収
容
所
の
状
況
は
、人
類
史
上
全
く
新
し
い
タ
イ
プ
の
近
代
型
戦
争

に
伴
い
、人
道
的
配
慮
と
い
う
困
難
に
懸
命
に
取
り
組
ん
だ
稀
有
な
事

例
と
し
て
多
角
的
に
研
究
さ
れ
る
べ
く
、再
構
成
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。当
時
の
暴
力
性
を
断
罪
す
る
こ
と
は
簡
単
で
あ
る
が
、む
し
ろ
そ

こ
に
こ
そ
人
類
と
し
て
学
ぶ
べ
き
葛
藤
や
宿
命
が
潜
ん
で
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。そ
の
探
求
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
、今
日
も
止
ま
な
い

捕
虜
へ
の
虐
待
防
止
と
い
う
普
遍
的
な
問
題
へ
の
示
唆
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　（
７
）と
こ
ろ
で
、久
留
米
俘
虜
収
容
所
で
は
、比
較
的
行
動
は
自
由

で
、数
多
く
の
コ
ン
サ
ー
ト
や
演
劇
が
上
演
さ
れ
、体
操
ク
ラ
ブ
の
結

成
、作
品
展
覧
会
な
ど
の
開
催
が
行
わ
れ
た
。音
楽
に
詳
し
い
フ
ォ
ー

ク
ト
は
、特
に
、オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
曲
を
好
ん
で

演
奏
さ
せ
た
。歓
喜
の
歌
で
有
名
な「
第
九
」は
、１
９
１
９（
大
正
８
）

年
12
月
３
日
、久
留
米
高
等
女
学
校（
現
在
の
明
善
高
校
）で（
俘
虜
の

前
で
は
な
く
）一
般
の
日
本
人
の
前
で
初
め
て
演
奏（
２
、３
楽
章
の

み
）さ
れ
た
。ま
た
、俘
虜
が
ゴ
ム
の
技
術
を
伝
え
る
な
ど
ブ
リ
ヂ
ス
ト

ン
を
は
じ
め
と
し
て
地
元
の
産
業
に
も
貢
献
し
た
。（
写
真
②
③
）

　（
８
）久
留
米
大
学
で
は
、所
蔵
す
る
豊
富
な
資
料
を
も
と
に
、法
学

部
設
立
30
周
年（
２
０
１
７
年
）で
殴
打
事
件
の
周
辺
の
違
法
性
を
取

り
扱
い
、文
学
部
設
立
30
周
年（
２
０
２
２
年
）で
残
さ
れ
た
写
真
を
も

と
に
当
時
の
社
会
の
世
相
を
取
り
扱
っ
て
い
る
。収
容
所
内
で
上
演
さ

れ
た
楽
曲
や
演
劇
に
つ
い
て
も
、注
目
す
る
研
究
者
が
い
る
。閉
塞
的

な
空
間
に
お
け
る「
鉄
条
網
病
」や
催
さ
れ
た
数
々
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事

は
、医
学
や
心
理
学
に
も
関
連
し
、産
業
に
対

す
る
影
響
は
、経
済
学
に
も
関
連
す
る
で
あ
ろ

う
。久
留
米
に
代
表
さ
れ
る
ド
イ
ツ
兵
俘
虜
収

容
所
は
、学
際
的
な
研
究
を
経
て
、初
め
て
本

当
の
姿
を
現
す
と
思
わ
れ
る
。

　（
９
）今
年
の
４
月
に
大
学
の
地
域
連
携
セ

ン
タ
ー
長
に
就
任
し
て
以
来
、大
学
に
ふ
さ
わ

し
い
地
域
と
の
連
携
の
在
り
方
を
日
々
模
索

し
て
い
る
。久
留
米
と
そ
の
周
辺
は
、古
く
か

ら
の
歴
史
が
あ
り
、田
舎
と
都
会
が
程
よ
く
混

じ
っ
て
お
り
、大
変
住
み
や
す
い
地
で
あ
る
。

地
域
連
携
と
言
え
ば
、一
般
に
こ
の
地
域
に
定

住
し
、そ
の
産
業
を
支
え
る
人
材
養
成
の
観
点

が
強
調
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。確

か
に
そ
れ
は
大
切
な
こ
と
で
あ

る
。

　
た
だ
、こ
の
地
で
身
近
な
問
題

を
掘
り
下
げ
れ
ば
、普
遍
的
で
時

代
の
最
先
端
で
問
わ
れ
て
い
る
問

題
が
多
く
眠
っ
て
い
る
。筑
後
川

流
域
の
持
続
可
能
な
環
境
・
生
活

の
在
り
方
、少
子
高
齢
化
問
題
、健

康
や
介
護
の
問
題
、地
方
創
成
と

都
市
経
営
、過
疎
化
問
題
、水
害
な

ど
の
災
害
対
策
の
問
題
等
々
で
あ

る
。研
究
と
教
育
の
専
門
機
関
で
あ
る
大
学
に
と
っ
て
、そ
れ
ら
を

根
源
か
ら
掘
り
起
こ
し
、問
題
提
起
と
と
も
に
普
遍
的
な
視
野
を
広

げ
、そ
こ
に
集
う
若
者
た
ち
と
未
来
へ
の
展
望
を
共
有
し
、地
域
社

会
へ
送
り
出
す
こ
と
が
、地
域
か
ら
信
頼
を
得
る
最
善
の
道
で
は
な

い
か
と
思
う
。

　
俘
虜
の
問
題
に
し
て
も
、特
に
暴
力
を
伴
う
歴
史
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
だ
け
で
反
感
を
持
つ
方
も
ま
だ
多
い
。し
か
し
、そ
こ
か
ら
目

を
背
け
ず
、自
分
な
ら
ど
う
す
る
か
と
考
え
る
力
を
養
っ
た
若
者
こ

そ
、地
域
を
支
え
る
柱
に
な
る
と
信
じ
て
い
る
。

▲ 上村氏は「杷木」の杷の上部にいる方

し
ょ
う

り
ょ
う

え
い
じ
ゅ

（参照）
拙稿『ドイツ人法律家
カール・フォークトが
見た久留米俘虜収容所』
について、次のＱＲコー
ドをご覧いただきたい。

写真①

写真②

写真③

税理士の紹介は「ちくしん」にお願いしてみよう。 中小企業診断士の紹介は「ちくしん」にお願いしてみよう。
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久留米大学だより久留米大学だより
「
戦
争
」や「
暴
力
」か
ら
目
を
背
け
ず
、自
ら
考
え
る
力
を
養
う

〜
第
一
次
世
界
大
戦
で
の
久
留
米
ド
イ
ツ
兵
俘
虜
収
容
所
の
記
録
か
ら
〜

　（
１
）歴
史
を
紐
解
く
と
、さ
ま
ざ
ま
な
も
の
の「
今
」が
浮
か
び
上

が
っ
て
く
る
。幕
末
の
不
平
等
条
約
改
正
の
悲
願
を
果
た
す
た
め
、苦

心
の
末
１
８
９
８（
明
治
31
）年
に
制
定
さ
れ
た
日
本
民
法
は
、最
近

そ
の
中
核
部
分
で
あ
る
債
権
法
の
大
改
正
が
行
わ
れ
た（
２
０
２
０

（
令
和
２
）年
４
月
１
日
施
行
）が
、そ
の
歴
史
的
な
基
礎
は
、実
は
２

０
０
０
年
前
の
古
代
ロ
ー
マ
法
に
由
来
す
る
。ラ
テ
ン
語
文
献
を
渉

猟
し
な
が
ら
、古
代
ロ
ー
マ
法
の
観
点
か
ら
平
和
な
市
民
生
活
を
秩

序
付
け
る
民
法
を
歴
史
的
に
研
究
し
て
き
た
が
、今
な
お
繰
り
返
さ

れ
る
戦
争
も
常
に
頭
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
な
い
。な
ぜ
な
ら
、地
中
海

を
中
心
に
広
大
な
帝
国
を
作
り
、長
期
間
パ
ッ
ク
ス
ロ
ー
マ
―
ナ

（
ロ
ー
マ
の
平
和
）と
呼
ば
れ
る
空
前
の
繁
栄
を
築
い
た
ロ
ー
マ
の
力

の
源
が
、戦
争
に
お
け
る
勝
利
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
華
々
し
い
勝
利
の
背
後
に
は
、戦
争
捕
虜
の
問
題
が
あ
っ
た
。ロ
ー

マ
の
時
代
、戦
争
捕
虜
は
親
族
な
ど
に
連
絡
を
取
っ
て
金
銭
の
支
払

い
な
ど
で
解
放
さ
れ
た
が
、そ
う
で
な
い
場
合
、奴
隷
と
な
っ
た
。た

だ
し
、古
代
社
会
で
は
稀
有
な
こ
と
に
、ロ
ー
マ
の
奴
隷
は
、能
力
に

応
じ
て
丁
寧
に
扱
わ
れ
た
し
、一
定
の
ロ
ー
マ
へ
の
貢
献
等
の
要
件

を
満
た
せ
ば
、解
放
奴
隷
と
し
て
ロ
ー
マ
市
民
に
な
る
道
が
開
か
れ

て
い
た
。そ
の
意
味
で
は
、戦
争
捕
虜
は
絶
望
的
な
も
の
で
は
な
か
っ

た
。

　（
２
）で
は
、現
代
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。第
二
次
世
界
大
戦
後
の
日

本
兵
捕
虜
は
ソ
連
の
シ
ベ
リ
ア
抑
留
に
よ
る
非
人
道
的
な
取
り
扱
い

を
受
け
、戦
後
で
あ
り
な
が
ら
多
く
の
死
者
が
生
じ
た
こ
と
は
周
知

の
事
実
で
あ
る
。イ
ラ
ク
戦
争
、ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
戦
争
で
の
捕
虜
は

ア
メ
リ
カ
に
よ
る
執
拗
な
虐
待
を
受
け
た
。そ
し
て
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
で

も
…
。一
体
、直
前
ま
で
殺
し
合
い
を
続
け
て
い
な
が
ら
、勝
利
者
が

敗
者
で
あ
る
戦
争
捕
虜
を「
人
道
的
」に
取
り
扱
う
こ
と
は
可
能
で
あ

る
の
か
。こ
の
よ
う
な
人
類
史
上
の
普
遍
的
な
問
い
か
け
を
考
察
す

る
格
好
の
素
材
が
、実
は
久
留
米
に
あ
っ
た
こ
と
を
ご
存
知
で
あ
ろ

う
か
。

　（
３
）か
つ
て
久
留
米
は
国
内
有
数
の「
軍
都
」で
あ
っ
た
。久
留
米

に
は
、１
８
９
７（
明
治
30
）年
に
、歩
兵
第
48
連
隊 

、第
24
旅
団
司
令

部
、衛
戍
病
院
が
設
置
さ
れ
、１
９
０
７（
明
治
40
）年
に
は
通
称「
菊

兵
団
」と
呼
ば
れ
る
精
鋭
部
隊
の
第
18
師
団
が
設
置
さ
れ
た
。日
本
の

近
代
戦
で
あ
る
日
清
戦
争
、日
露
戦
争
、日
独
戦
争
は
ち
ょ
う
ど
10
年

【プロフィール】
うきは市吉井町の出身です。
1988年に九州大学法学部を卒業し、同大学院
法学研究科・助手を経た後、1997年に久留米
大学法学部に着任しました。
学生時代にドイツへの研修旅行に参加してベ
ルリンの壁に衝撃を受け、ヨーロッパの成り立
ちに興味を持ちました。ローマ法と民法の研究
を始めてから、主にミュンヘン大学やフライブ
ルク大学で継続的に在外研究を行っています。
その後、法学教育の観点から被災地復興と地域
貢献に深く関わり、2022年から久留米大学地
域連携センター長を務めています。地方自治体
での委員会の仕事も微力ながらお引き受けし
ています。
大学と地域との在り方を模索する毎日です。

久留米大学法学部教授（民法・ローマ法専攻）
久留米大学地域連携センター長
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間
隔
で
起
き
て
お
り
、「
久
留
米
の
48（
ヨ
ン
パ
チ
）」は
、日
露
戦
争
や

第
一
次
世
界
大
戦
、上
海
事
変
等
に
出
征
し
て
活
躍
し
、広
く
世
間
に

知
ら
れ
て
い
た
。

　
１
９
１
４（
大
正
３
）年
７
月
に
勃
発
し
た
第
一
次
世
界
大
戦
は
人

類
が
初
め
て
経
験
す
る
近
代
的
な
総
力
戦
で
あ
っ
た
。当
時
、イ
ギ
リ

ス
と
同
盟
を
結
ん
で
い
た
日
本
は
、山
東
半
島
の
青
島（
チ
ン
タ
オ
）に

租
借
地
を
作
り
、巨
大
な
要
塞
を
築
い
た
ド
イ
ツ
と
日
独
戦
争
を
行

い
、久
留
米
の
第
18
師
団
が
、神
尾
光
臣
中
将
を
指
揮
官
と
し
て
出
征

し
て
勝
利
に
貢
献
し
た
。

　
11
月
７
日
に
ド
イ
ツ
軍
が
降
伏
し
、約
４
７
０
０
名
の
ド
イ
ツ
兵
俘

虜（
当
時
捕
虜
の
こ
と
を
俘
虜
と
呼
ん
だ
）が
、久
留
米
俘
虜
収
容
所
を

始
め
と
す
る
日
本
各
地
計
16
カ
所（
後
に
12
カ
所
、６
カ
所
に
集
約
）の

収
容
所
に
収
容
さ
れ
た
。他
方
で
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
線
は
、当
初
短
期
間

で
の
終
結
が
予
想
さ
れ
た
が
、膠
着
状
態
の
ま
ま
長
引
き
、ド
イ
ツ
が

敗
戦
し
て
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
講
和
条
約
が
調
印
さ
れ
る
ま
で
収
容
は
５

年
余
り
の
長
期
に
わ
た
っ
た
。

　（
４
）久
留
米
の
収
容
所
は
、現
在
久
留
米
市
国
分
町
に
あ
る
久
留
米

大
学
医
療
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
付
近
に
あ
り
、１
３
１
９
人
を
収
容
し
全

国
最
大
規
模
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、戦
争
が
長
引
く
こ
と
を
想
定
し
て

お
ら
ず
、決
し
て
快
適
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。（
写
真
①
）

　
久
留
米
俘
虜
収
容
所
の
所
長
に
は
、後
の
総
理
大
臣
級
の
所
長
が
５

人
就
任
し
た
が
、中
で
も
、２
代
目
の
真
崎
甚
三
郎
中
佐
は
、佐
賀
出
身

で
後
に
教
育
総
監
・
陸
軍
大
将
と
な
り
、皇
道
派
頭
目
の
一
人
と
し
て

二
・
二
六
事
件
に
関
与
し
た
と
さ
れ
る
。戦
争
の
長
期
化
に
伴
い
、こ
の

時
期
に
は
、内
部
で
い
ろ
い
ろ

な
事
件
が
起
き
た
。特
に
１
９

１
５（
大
正
４
）年
11
月
15
日

に
、大
正
天
皇
即
位
の
大
典（
天

長
節
）の
際
に
、贈
り
物
と
し

て
、俘
虜
に
ビ
ー
ル
１
本
と
リ

ン
ゴ
２
個
を
特
別
に
与
え
た

が
、２
人
の
将
校
が
拒
否
し
た
。

こ
れ
に
立
腹
し
た
真
崎
所
長
が

将
校
ら
の
頬
を
殴
打
し
、俘
虜

の
虐
待
を
禁
じ
た
ハ
ー
グ
陸
戦

規
則
４
条
違
反
を
根
拠
に
、俘
虜
た
ち
は
所
長
に
激
し
く
抗
議
し
、

当
時
ま
だ
中
立
国
だ
っ
た
米
国
大
使
館
の
調
査
派
遣
を
要
求
す
る

問
題
に
発
展
し
た
。

　
日
清
戦
争
・
日
露
戦
争
・
第
一
次
大
戦（
日
独
戦
争
）の
戦
勝
国

で
あ
る
日
本
は
、欧
米
諸
国
か
ら
文
明
国
と
し
て
認
め
ら
れ
る

よ
う
に
、国
家
の
方
針
と
し
て
国
際
法
を
遵
守
し
よ
う
と
し
た
。

そ
れ
だ
け
に
、鳴
門
市
の
板
東
俘
虜
収
容
所
が
人
道
的
で「
模
範

収
容
所
」と
称
賛
さ
れ
る
の
と
比
べ
て
、こ
の
事
件
が
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
印
象
を
与
え
、久
留
米
俘
虜
収
容
所
は
、従
来
の
研
究
で

「
日
本
の
Ｋ
Ｚ
」と
呼
ば
れ
た
り
、映
画『
バ
ル
ト
の
楽
園
」』（
２

０
０
６
年
日
本
公
開
）で
冒
頭
に
久
留
米
俘
虜
収
容
所
が
唯
一

実
名
で
出
さ
れ
て
、殴
打
シ
ー
ン
が
描
か
れ
、鳴
門
市
の
人
道
的

な
俘
虜
施
設
を
思
わ
せ
る
施
設
と
対
比
さ
れ
た
り
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
、そ
の
印
象
が
一
般
に
定
着
し
た
。

　（
５
）し
か
し
、当
時
、久
留
米
俘
虜
収
容
所
に
収
容
さ
れ
た
ド
イ

ツ
兵
将
校
の
74
名
の
う
ち
の
一
人
で
あ
る
カ
ー
ル
・
フ
ォ
ー
ク
ト
博

士（D
r. K
a
rl V
o
g
t

：18
7
8
-1
9
6
0

）の
自
伝
的
な
記
録『
あ
る
日

本
在
住
ド
イ
ツ
人
の
人
生
記
録
か
ら
』（A

u
s d
e
r Le
b
e
n
sc
h
ro
n
ik 

e
in
e
s J
a
p
a
n
d
e
u
tsc
h
e
n
, T
o
kyo
, 1
9
6
2

）を
丁
寧
に
他
の
証
言

と
比
較
し
な
が
ら
読
み
こ
む
と
、暴
力
的
な
所
長
に
よ
る
蛮
行
が
横

行
し
た
劣
悪
な
収
容
所
と
い
う
見
方
が
表
層
的
で
あ
る
こ
と
に
気

づ
く
。フ
ォ
ー
ク
ト
は
、日
本
語
と
日
本
文
化
を
学
び
、外
交
官
を
務

め
た
後
、ド
イ
ツ
人
と
し
て
日
本
で
最
初
の
弁
理
士
資
格
を
取
得
し

て
横
浜
に
法
律
事
務
所
を
開
き
、ド
イ
ツ
人
法
律
家
の
草
分
け
的
な

存
在
と
し
て
、シ
ー
メ
ン
ス
事
件
、青
島
要
塞
陥
落
交
渉
な
ど
日
独

間
の
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
的
事
件
に
弁
護
士
や
通
訳
と
し
て
立
ち

会
っ
た
歴
史
の
生
き
証
人
で
も
あ
る
。真
崎
所
長
に
よ
る
殴
打
事
件

の
現
場
に
も
通
訳
と
し
て
立
ち
会
っ
て
い
た
。

　（
６
）久
留
米
俘
虜
収
容
所
に
は
、19
世
紀
ド
イ
ツ
が
凝
縮
さ
れ
た

「
擬
似
社
会
」が
あ
っ
た
。

　
ま
ず
、将
校
と
そ
れ
以
外
に
は
、俘
虜
と
な
っ
て
も
大
き
な
格
差

が
あ
り
、個
室
を
与
え
ら
れ
て
い
た
将
校
に
は
、傲
慢
で
短
気
で
怒

り
っ
ぽ
い「
激
情
家
」が
約
10
名
い
た
。特
に
ド
イ
ツ
俘
虜
の
代
表
者

で
あ
っ
た
ア
ン
デ
ル
ス
少
佐
ら
は
、待
遇
悪
化
の
改
善
要
求
を
、要

望
で
は
な
く
、当
時
明
確
に
定
義
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
俘
虜
の
権
利

と
し
て
、一
方
的
で
見
下
す
よ
う
な
頑
迷
な
態
度
で
求
め
、強
硬
姿
勢

を
崩
さ
な
か
っ
た
。早
々
に
新
興
国
で
あ
る
日
本
に
敗
北
し
た
一
方

で
本
国
の
戦
争
は
継
続
し
て
お
り
、将
校
ら
の
焦
燥
感
や
挫
折
感
も

あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。ド
イ
ツ
留
学
の
経
験
が
あ
る
真
崎
所
長
は
、オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
を
つ
く
る
な
ど
所
内
の
改
善
に
意
欲
的
な
が
ら
も
、こ
の

頑
迷
な
態
度
に
非
常
に
悩
み
傷
つ
い
て
、フ
ォ
ー
ク
ト
に
心
情
を
吐

露
し
て
い
る
。

　
次
に
、ド
イ
ツ
国
内
の
民
族
問
題
が
あ
っ
た
。久
留
米
収
容
所
に

は
、ポ
ー
ラ
ン
ド
人
や
ア
ル
ザ
ス
・
ロ
レ
ー
ヌ
出
身
の
兵
等
、さ
ま
ざ

ま
な
地
域
の
出
身
者
が
い
た
。そ
の
中
で
、ポ
ー
ラ
ン
ド
出
身
の
俘
虜

が
ド
イ
ツ
人
将
校
に
反
抗
し
て
３
ヶ
月
の
重
傷
を
負
っ
た
が
、真
崎

所
長
は
入
院
さ
せ
て
保
護
し
て
、将
校
ら
を
非
難
し
た
。支
配
民
族
と

被
支
配
民
族
間
の
複
雑
で
難
し
い
感
情
を
軽
視
さ
れ
た
と
受
け
取
っ

た
将
校
ら
は
、所
長
に
反
発
を
深
め
た
よ
う
で
あ
る
。

　
強
硬
派
将
校
の
１
人
で
あ
る
ブ
ー
ヘ
ン
タ
ー
ラ
ー
陸
軍
大
尉
は
、

真
崎
所
長
に
か
な
り
感
情
的
な
攻
撃
と
蔑
視
の
意
図
を
持
っ
て
お

り
、す
べ
て
の
悪
事
の
計
画
者
と
さ
れ
、天
皇
即
位
の
お
祝
い
品
に
つ

い
て
も「
冷
淡
な
態
度
」を
取
ろ
う
と
決
心
し
て
い
た
。実
際
に
そ
の

影
響
で
２
人
の
将
校
は
贈
り
物
を
受
け
取
ら
な
か
っ
た
。２
人
は
、天

皇
を「
侮
蔑
」し
た
と
受
け
取
ら
れ
、降
伏
し
た
俘
虜
で
あ
り
な
が
ら

日
本
軍
に
対
し
て「
敵
」と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
お
り
、日
本
側
か
ら

見
れ
ば
人
道
的
に
取
り
扱
う
べ
き
理
由
が
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
。真

崎
所
長
は
そ
れ
で
も
日
を
置
い
て
冷
静
に
説
明
し
た
が
、ド
イ
ツ
将

校
等
の
行
き
過
ぎ
た
反
抗
的
態
度
に
対
し
て
、我
慢
の
限
界
を
超
え
、

つ
い
感
情
的
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
印
象
で
あ
る
。

　
フ
ォ
ー
ク
ト
は
、俘
虜
将
校
た
ち
が
、や
み
く
も
に
プ
ロ
イ
セ
ン
風

の
高
圧
的
な
態
度
で
交
渉
し
た
こ
と
の
思
慮
の
な
さ
を
、繰
り
返
し

指
摘
し
て
い
た
。当
然
俘
虜
は
、ハ
ー
グ
陸
戦
規
則
第
８
条
に
あ
る
よ

う
に
、国
の
陸
軍
現
行
法
律
、規
則
及
命
令
に
不
従
順
な
行
為
を
す
れ

ば
、必
要
な
厳
重
処
分
を
受
け
た
。

　
こ
の
よ
う
な
過
度
に
自
尊
心
が
高
い
職
業
軍
人
で
あ
る
将
校
た
ち

に
対
し
て
、一
般
の
市
民
兵
の
出
現
を
背
景
と
す
る
ハ
ー
グ
条
約
の

「
人
道
的
配
慮
」を
ど
こ
ま
で
徹
底
し
て
適
用
す
る
べ
き
で
あ
っ
た

か
、そ
こ
に
当
事
者
と
し
て
い
か
に
深
い
葛
藤
が
存
在
し
た
か
は
察

し
う
る
。戦
争
が
長
期
化
す
る
か
は
っ
き
り
し
な
い
見
通
し
の
中
で
、

決
し
て
立
派
と
は
言
え
な
い
施
設
を
、戦
闘
に
参
戦
し
た
者
が
最
も

多
い
師
団
本
部
の
近
く
で
、多
く
の
問
題
を
抱
え
な
が
ら
、国
策
と
は

い
え「
人
道
的
に
」運
営
す
る
難
し
さ
を
考
え
た
と
き
、規
律
を
厳
格

に
し
て
対
応
し
た
こ
と
を
、所
長
の
軍
人
気
質
と
い
う
人
格
の
問
題

に
だ
け
還
元
す
る
こ
と
に
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。確
認
し

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
に
お
け

る
戦
争
俘
虜
の
死
亡
率
は
、圧
倒
的
に
日
本
よ
り
も
高
く
、そ
の
虐
待

は
ま
さ
に
死
に
至
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る 

。

　
大
規
模
収
容
所
と
な
っ
て
、矛
盾
が
最
も
噴
出
し
た
真
崎
所
長
時
代

の
収
容
所
の
状
況
は
、人
類
史
上
全
く
新
し
い
タ
イ
プ
の
近
代
型
戦
争

に
伴
い
、人
道
的
配
慮
と
い
う
困
難
に
懸
命
に
取
り
組
ん
だ
稀
有
な
事

例
と
し
て
多
角
的
に
研
究
さ
れ
る
べ
く
、再
構
成
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。当
時
の
暴
力
性
を
断
罪
す
る
こ
と
は
簡
単
で
あ
る
が
、む
し
ろ
そ

こ
に
こ
そ
人
類
と
し
て
学
ぶ
べ
き
葛
藤
や
宿
命
が
潜
ん
で
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。そ
の
探
求
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
、今
日
も
止
ま
な
い

捕
虜
へ
の
虐
待
防
止
と
い
う
普
遍
的
な
問
題
へ
の
示
唆
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　（
７
）と
こ
ろ
で
、久
留
米
俘
虜
収
容
所
で
は
、比
較
的
行
動
は
自
由

で
、数
多
く
の
コ
ン
サ
ー
ト
や
演
劇
が
上
演
さ
れ
、体
操
ク
ラ
ブ
の
結

成
、作
品
展
覧
会
な
ど
の
開
催
が
行
わ
れ
た
。音
楽
に
詳
し
い
フ
ォ
ー

ク
ト
は
、特
に
、オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
曲
を
好
ん
で

演
奏
さ
せ
た
。歓
喜
の
歌
で
有
名
な「
第
九
」は
、１
９
１
９（
大
正
８
）

年
12
月
３
日
、久
留
米
高
等
女
学
校（
現
在
の
明
善
高
校
）で（
俘
虜
の

前
で
は
な
く
）一
般
の
日
本
人
の
前
で
初
め
て
演
奏（
２
、３
楽
章
の

み
）さ
れ
た
。ま
た
、俘
虜
が
ゴ
ム
の
技
術
を
伝
え
る
な
ど
ブ
リ
ヂ
ス
ト

ン
を
は
じ
め
と
し
て
地
元
の
産
業
に
も
貢
献
し
た
。（
写
真
②
③
）

　（
８
）久
留
米
大
学
で
は
、所
蔵
す
る
豊
富
な
資
料
を
も
と
に
、法
学

部
設
立
30
周
年（
２
０
１
７
年
）で
殴
打
事
件
の
周
辺
の
違
法
性
を
取

り
扱
い
、文
学
部
設
立
30
周
年（
２
０
２
２
年
）で
残
さ
れ
た
写
真
を
も

と
に
当
時
の
社
会
の
世
相
を
取
り
扱
っ
て
い
る
。収
容
所
内
で
上
演
さ

れ
た
楽
曲
や
演
劇
に
つ
い
て
も
、注
目
す
る
研
究
者
が
い
る
。閉
塞
的

な
空
間
に
お
け
る「
鉄
条
網
病
」や
催
さ
れ
た
数
々
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事

は
、医
学
や
心
理
学
に
も
関
連
し
、産
業
に
対

す
る
影
響
は
、経
済
学
に
も
関
連
す
る
で
あ
ろ

う
。久
留
米
に
代
表
さ
れ
る
ド
イ
ツ
兵
俘
虜
収

容
所
は
、学
際
的
な
研
究
を
経
て
、初
め
て
本

当
の
姿
を
現
す
と
思
わ
れ
る
。

　（
９
）今
年
の
４
月
に
大
学
の
地
域
連
携
セ

ン
タ
ー
長
に
就
任
し
て
以
来
、大
学
に
ふ
さ
わ

し
い
地
域
と
の
連
携
の
在
り
方
を
日
々
模
索

し
て
い
る
。久
留
米
と
そ
の
周
辺
は
、古
く
か

ら
の
歴
史
が
あ
り
、田
舎
と
都
会
が
程
よ
く
混

じ
っ
て
お
り
、大
変
住
み
や
す
い
地
で
あ
る
。

地
域
連
携
と
言
え
ば
、一
般
に
こ
の
地
域
に
定

住
し
、そ
の
産
業
を
支
え
る
人
材
養
成
の
観
点

が
強
調
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。確

か
に
そ
れ
は
大
切
な
こ
と
で
あ

る
。

　
た
だ
、こ
の
地
で
身
近
な
問
題

を
掘
り
下
げ
れ
ば
、普
遍
的
で
時

代
の
最
先
端
で
問
わ
れ
て
い
る
問

題
が
多
く
眠
っ
て
い
る
。筑
後
川

流
域
の
持
続
可
能
な
環
境
・
生
活

の
在
り
方
、少
子
高
齢
化
問
題
、健

康
や
介
護
の
問
題
、地
方
創
成
と

都
市
経
営
、過
疎
化
問
題
、水
害
な

ど
の
災
害
対
策
の
問
題
等
々
で
あ

る
。研
究
と
教
育
の
専
門
機
関
で
あ
る
大
学
に
と
っ
て
、そ
れ
ら
を

根
源
か
ら
掘
り
起
こ
し
、問
題
提
起
と
と
も
に
普
遍
的
な
視
野
を
広

げ
、そ
こ
に
集
う
若
者
た
ち
と
未
来
へ
の
展
望
を
共
有
し
、地
域
社

会
へ
送
り
出
す
こ
と
が
、地
域
か
ら
信
頼
を
得
る
最
善
の
道
で
は
な

い
か
と
思
う
。

　
俘
虜
の
問
題
に
し
て
も
、特
に
暴
力
を
伴
う
歴
史
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
だ
け
で
反
感
を
持
つ
方
も
ま
だ
多
い
。し
か
し
、そ
こ
か
ら
目

を
背
け
ず
、自
分
な
ら
ど
う
す
る
か
と
考
え
る
力
を
養
っ
た
若
者
こ

そ
、地
域
を
支
え
る
柱
に
な
る
と
信
じ
て
い
る
。

▲ 上村氏は「杷木」の杷の上部にいる方

し
ょ
う

り
ょ
う

え
い
じ
ゅ

（参照）
拙稿『ドイツ人法律家
カール・フォークトが
見た久留米俘虜収容所』
について、次のＱＲコー
ドをご覧いただきたい。

写真①

写真②

写真③

税理士の紹介は「ちくしん」にお願いしてみよう。 中小企業診断士の紹介は「ちくしん」にお願いしてみよう。
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久
留米
大学生が

学
生
：
昨
年
に
創
業
4
0
0
年
を
迎
え
ら
れ
た
と
い
う
事
で
、そ
の
歴
史
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

稲
生
：
1
6
2
1
年
に
初
代
久
留
米
藩
主
で
あ
る
有
馬
豊
氏
公
の
移
封
に

伴
っ
た
御
用
商
人
が
始
ま
り
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

学
生
：
そ
の
当
時
か
ら
お
香
を
取
り
扱
っ
て
い
る
の
で
す
か
？

稲
生
：
当
時
は
地
元
の
産
物
を
幅
広
く
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
し
た
。現
在
の
屋

号
に
改
め
、薫
香
類
を
中
心
に
取
り
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
明
治
の
頃
の

事
で
す
。

学
生
：
な
る
ほ
ど
。で
は
、現
在
の
事
業
内
容
に
つ
い
て
伺
っ
て
も
よ
ろ
し
い

地元企業の社長に
久留米大学生が

インタビューをしました。

株式会社　天年堂

社
長
に

き
く
!!

で
し
ょ
う
か
？

稲
生
：
当
社
は
お
香
を
始
め
と
す
る
薫
香

類
の
製
造
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
原

料
、製
造
、販
売
」の
三
つ
の
部
門
を
設
け

て
お
り
、自
社
製
品
の
み
な
ら
ず
他
社
製

品
も
手
掛
け
て
い
ま
す
。

学
生
：
原
料
か
ら
手
掛
け
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
の
で
す
ね
。

稲
生
：
そ
こ
が
当
社
の
強
み
で
あ
り
、こ

だ
わ
り
で
す
。原
料
か
ら
作
る
事
で
研
究

開
発
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
が
た
く
さ
ん
蓄
積
さ
れ
ま
す
。こ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の

蓄
積
が
他
社
と
の
差
別
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。実
際
に
、

久
留
米
大
学
と
協
力
し
て「
ベ
チ
バ
ー
香
」と
い
う
不
眠
に
悩
む
方
々
に
向
け

た
お
香
を
開
発
し
た
際
に
も
、こ
の
強
み
が
生
か
さ
れ
ま
し
た
。

学
生
：
ベ
チ
バ
ー
と
い
う
名
前
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。ど
う
い
っ
た
も
の
で

す
か
？

稲
生
：
イ
ン
ド
を
原
産
と
す
る
イ
ネ
科
の
植
物
で
、根
に
含
ま
れ
る
芳
香
成
分

に
深
く
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
そ
う
で
す
。こ
れ
を
お
香
と
し
て

研
究
、開
発
し
ま
し
た
。そ
の
効
果
は
久
留
米
大
学
で
分
析
さ
れ
、睡
眠
の
質

を
高
め
る
と
い
う
科
学
的
な
裏
付
け
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

学
生
：
ま
さ
に
原
料
か
ら
扱
う
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
た
製
品
で
す
ね
。こ
だ
わ
り

や
熱
意
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。で
は
、経
営
す
る
上
で
特
に
意
識
し
て
い
る
こ

と
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
？

稲
生
：「
売
り
手
良
し
、買
い
手
良
し
、世
間
良
し
」の「
三
方
良
し
」と
い
う
商

人
の
考
え
方
が
あ
る
の
で
す
が
、当
社
は
さ
ら
に
視
野
を
広
げ
て「
七
方
良

し
」の
精
神
を
持
っ
て
い
ま
す
。従
業
員
や
仕
入
れ
先
、販
売
先
な
ど
関
係
す

る
全
て
の
方
々
に
と
っ
て
の「
良
し
」を
追
い
求
め
る
姿
勢
が
私
達
の
経
営
の

基
本
で
す
。こ
れ
は
社
長
の
私
だ
け
で
な
く
、従
業
員
全
員
が
意
識
し
て
い
ま

す
。ま
ず
は
人
の
役
に
立
つ
事
。そ
の
対
価
と
し
て
お
金
が
得
ら
れ
る
の
で

あ
っ
て
、そ
れ
を
逆
に
考
え
て
は
い
け
ま
せ
ん
。そ
の
考
え
を
忘
れ
ず
に
こ
こ

ま
で
続
け
て
き
ま
し
た
。

学
生
：
4
0
0
年
の
歴
史
の
中
で
培
わ
れ
て
き
た
精
神
で
す
ね
。ま
さ

に
、長
続
き
の
コ
ツ
と
も
言
え
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。で
は
そ
の

心
を
持
っ
て
、今
後
挑
戦
し
て
み
た
い
事
や
伸
ば
し
て
い
き
た
い
事

な
ど
は
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
？

稲
生
：「
人
の
為
に
祈
る
文
化
」で
す
ね
。お
線
香
を
立
て
、手
を
合
わ

せ
る
と
い
っ
た
日
本
の
大
切
な
香
り
の
文
化
を
伝
承
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

学
生
：
最
近
で
は
自
宅
に
仏
壇
の
な
い
家
も
多
い
よ
う
で
す
か
ら
、お

線
香
に
触
れ
る
機
会
自
体
が
減
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

稲
生
：
そ
う
で
す
。特
に
小
さ
い
お
子
さ
ん
は
お
線
香
を
知
ら
な
い
と

い
う
事
も
あ
り
ま
す
の
で
、普
段
使
い
出
来
る〝
お
香〝
と
い
っ
た
、若

者
に
向
け
た
製
品
の
開
発
に
力
を
入
れ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。先

ほ
ど
の
ベ
チ
バ
ー
香
も
そ
の
一
つ
で
す
ね
。そ
れ
に
合
わ
せ
て
、ギ
フ

ト
シ
ョ
ー
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
店
や
、P
R
動
画
の
作
成
、ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
な
ど
、情
報
発
信
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

学
生
：
大
企
業
と
比
較
し
た
際
、中
小
企
業
の
強
み
と
は
ど
う
い
っ
た

点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
か
？

稲
生
：「
組
織
の
柔
軟
性
」と
、「
少
数
生
産
」が
強
み
で
す
。大
企
業
に

比
べ
、ニ
ッ
チ
な
商
品
や
日
本
で
は
珍
し
い
原
料
を
使
用
し
た
製
品

な
ど
の
開
発
ハ
ー
ド
ル
は
低
い
と
思
い
ま
す
。当
社
の
場
合
は
特
に
、

自
社
で
製
造
し
て
い
る
の
で
少
数
で
の
生
産
が
可
能
で
あ
る
事
も
大

き
な
強
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
に
よ
っ
て
、お
客
様
そ
れ
ぞ
れ
の

ニ
ー
ズ
に
寄
り
添
っ
た
製
品
を
ご
提
案
す
る
事
が
出
来
ま
す
。

学
生
：
先
ほ
ど
の
七
方
良

し
の
精
神
で
す
ね
。し
か

し
、中
小
企
業
な
ら
で
は

の
問
題
も
あ
る
か
と
思
い

ま
す
。そ
の
一
つ
と
し
て
、

近
年
で
は
業
務
の
効
率
化

を
図
る
デ
ジ
タ
ル
化
、D
X
を
ど
の

よ
う
に
導
入
す
る
か
が
企
業
の
課

題
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま

す
が
、御
社
で
は
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
行
な
っ
て
い
る
の
か
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

稲
生
：
当
社
で
は
大
き
く
ふ
た
つ
、

「
自
社
W
e
b
サ
イ
ト
に
よ
る
オ
ン

ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
の
制
作
、ス
マ
ー

ト
レ
ジ（
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
用
い

た
P
O
S
シ
ス
テ
ム
）の
導
入
」と

い
っ
た
取
り
組
み
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。数
年
前
は
自
社
の
W
e
b
サ
イ
ト
も
無
く
、オ
ン
ラ
イ
ン

シ
ョ
ッ
プ
も
更
新
が
出
来
て
い
な
い
と
い
う
状
況
で
し
た
。現
代
に
お

い
て
W
e
b
サ
イ
ト
は
会
社
の
事
を
知
っ
て
も
ら
う
大
き
な
玄
関
口

で
す
の
で「
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
」と
、第
一
に
手
を
つ
け
ま
し

た
。

　
ま
た
、同
時
に
デ
ジ
タ
ル
カ
タ
ロ
グ
を
W
e
b
サ
イ
ト
上
で
確
認
で

き
る
よ
う
に
す
る
事
で
、お
客
様
へ
の
商
品
説
明
や
紹
介
が
容
易
と
な

り
ま
し
た
。そ
し
て
、昨
年
度
は
ス
マ
ー
ト
レ
ジ
の
導
入
に
取
り
組
み

ま
し
た
。そ
れ
ま
で
は
手
入
力
で
会
計
情
報
を
記
録
し
て
い
た
の
で
す

が
、そ
れ
で
は
効
率
が
悪
い
と
、自
動
で
記
録
が
で
き
る
ス
マ
ー
ト
レ

ジ
を
導
入
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
っ
て
誤
入
力
が
無
く
な
っ
た
上
、業

務
に
要
し
て
い
た
時
間
を
削
減
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。大
企
業
規
模

の
予
算
を
投
じ
る
事
は
出
来
な
い
の
で
、出
来
る
事
か
ら
一
つ
ず
つ
問

題
を
発
見
し
、解
決
し
て
い
ま
す
。

学
生
：
他
に
も
検
討
中
の
も
の
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
？

稲
生
：
在
庫
管
理
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
検
討
中
で
す
。例
え
ば
、倉
庫
の
在

庫
が
切
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
、倉
庫
と
工
場
、そ
れ
ぞ
れ
の
在
庫
の
状

況
を
今
ま
で
は
電
話
で
確
認
し
て
い
た
の
で
、お
客
様
を
お
待
た
せ
し

て
し
ま
う
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。そ
こ
で
、全
体
の
在
庫
状
況

を
い
つ
で
も
確
認
出
来
る
よ
う
に
す
れ
ば
迅
速
な
対
応
が
可
能
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

学
生
：
な
る
ほ
ど
。業
務
の
効
率
化
は
従
業
員
だ
け
で
な
く
、お
客
様
と

い
っ
た
周
り
の
方
々
に
と
っ
て
の
利
益
に
も
な
る
の
で
す
ね
。で
は
、

こ
こ
か
ら
は
学
生
に
向
け
た
内
容
と
な
る
の
で
す
が
、御
社
が
求
め
る

人
材
と
は
、ど
う
い
っ
た
も
の
で
し
ょ
う
か
？

稲
生
：
ま
ず
は「
素
直
で
や
る
気
の
あ
る
人
」で
す
ね
。物
事
の
後
に
良

か
っ
た
点
も
悪
か
っ
た
点
も
受
け
止
め
、次
に
活
か
せ
る
よ
う
な
、素

直
で
や
る
気
の
あ
る
人
が
良
い
で
す
ね
。そ
う
い
っ
た
人
は
職
場
で
も

す
ぐ
に
認
め
ら
れ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。受
け
身
で
は
な
く
、積
極
的

に
取
り
組
ん
で
く
れ
る
よ
う
な
、そ
ん
な
人
が
理
想
で
す
。

学
生
：
で
は
最
後
と
な
り
ま
す
が
、就
職
活
動
中
、ま
た
は
そ
れ
を
控
え

た
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

稲
生
：「
ぜ
ひ
自
社
へ
」。ぜ
ひ
、地
元
の
魅
力
を
再
確
認
し
て
欲
し
い
な

と
思
い
ま
す
。久
留
米
は
福
岡
市
内
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
良
く
、住
み
や

す
い
街
で
す
か
ら
、ぜ
ひ
久
留
米
で
就
職
し
、久
留
米
か
ら
世
界
へ
向

け
て
発
信
し
て
い
た
だ
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

学
生
：
私
も
で
す
が
、就
職
は
地
元
を
離
れ
て
都
会
へ
、と
い
う
願
望
は

若
い
人
に
少
な
く
な
い
で
す
か
ら
ね
。

稲
生
：
若
い
時
は
そ
う
な
の
で
す
よ
ね
。た
だ
、地
元
も
良
い
よ
、と
学

生
さ
ん
に
伝
え
た
い
で
す
。

株式会社天年堂
代表取締役

さん稲生　敏美

創
業
4
0
0
年
の
伝
統
企
業
の「
七
方
良
し
」と
は
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株式会社　天年堂
〒839-0863
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TEL.0942-51-2305
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久
留米
大学生が

学
生
：
昨
年
に
創
業
4
0
0
年
を
迎
え
ら
れ
た
と
い
う
事
で
、そ
の
歴
史
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

稲
生
：
1
6
2
1
年
に
初
代
久
留
米
藩
主
で
あ
る
有
馬
豊
氏
公
の
移
封
に

伴
っ
た
御
用
商
人
が
始
ま
り
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

学
生
：
そ
の
当
時
か
ら
お
香
を
取
り
扱
っ
て
い
る
の
で
す
か
？

稲
生
：
当
時
は
地
元
の
産
物
を
幅
広
く
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
し
た
。現
在
の
屋

号
に
改
め
、薫
香
類
を
中
心
に
取
り
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
明
治
の
頃
の

事
で
す
。

学
生
：
な
る
ほ
ど
。で
は
、現
在
の
事
業
内
容
に
つ
い
て
伺
っ
て
も
よ
ろ
し
い

地元企業の社長に
久留米大学生が

インタビューをしました。

株式会社　天年堂

社
長
に

き
く
!!

で
し
ょ
う
か
？

稲
生
：
当
社
は
お
香
を
始
め
と
す
る
薫
香

類
の
製
造
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
原

料
、製
造
、販
売
」の
三
つ
の
部
門
を
設
け

て
お
り
、自
社
製
品
の
み
な
ら
ず
他
社
製

品
も
手
掛
け
て
い
ま
す
。

学
生
：
原
料
か
ら
手
掛
け
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
の
で
す
ね
。

稲
生
：
そ
こ
が
当
社
の
強
み
で
あ
り
、こ

だ
わ
り
で
す
。原
料
か
ら
作
る
事
で
研
究

開
発
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
が
た
く
さ
ん
蓄
積
さ
れ
ま
す
。こ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の

蓄
積
が
他
社
と
の
差
別
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。実
際
に
、

久
留
米
大
学
と
協
力
し
て「
ベ
チ
バ
ー
香
」と
い
う
不
眠
に
悩
む
方
々
に
向
け

た
お
香
を
開
発
し
た
際
に
も
、こ
の
強
み
が
生
か
さ
れ
ま
し
た
。

学
生
：
ベ
チ
バ
ー
と
い
う
名
前
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。ど
う
い
っ
た
も
の
で

す
か
？

稲
生
：
イ
ン
ド
を
原
産
と
す
る
イ
ネ
科
の
植
物
で
、根
に
含
ま
れ
る
芳
香
成
分

に
深
く
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
そ
う
で
す
。こ
れ
を
お
香
と
し
て

研
究
、開
発
し
ま
し
た
。そ
の
効
果
は
久
留
米
大
学
で
分
析
さ
れ
、睡
眠
の
質

を
高
め
る
と
い
う
科
学
的
な
裏
付
け
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

学
生
：
ま
さ
に
原
料
か
ら
扱
う
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
た
製
品
で
す
ね
。こ
だ
わ
り

や
熱
意
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。で
は
、経
営
す
る
上
で
特
に
意
識
し
て
い
る
こ

と
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
？

稲
生
：「
売
り
手
良
し
、買
い
手
良
し
、世
間
良
し
」の「
三
方
良
し
」と
い
う
商

人
の
考
え
方
が
あ
る
の
で
す
が
、当
社
は
さ
ら
に
視
野
を
広
げ
て「
七
方
良

し
」の
精
神
を
持
っ
て
い
ま
す
。従
業
員
や
仕
入
れ
先
、販
売
先
な
ど
関
係
す

る
全
て
の
方
々
に
と
っ
て
の「
良
し
」を
追
い
求
め
る
姿
勢
が
私
達
の
経
営
の

基
本
で
す
。こ
れ
は
社
長
の
私
だ
け
で
な
く
、従
業
員
全
員
が
意
識
し
て
い
ま

す
。ま
ず
は
人
の
役
に
立
つ
事
。そ
の
対
価
と
し
て
お
金
が
得
ら
れ
る
の
で

あ
っ
て
、そ
れ
を
逆
に
考
え
て
は
い
け
ま
せ
ん
。そ
の
考
え
を
忘
れ
ず
に
こ
こ

ま
で
続
け
て
き
ま
し
た
。

学
生
：
4
0
0
年
の
歴
史
の
中
で
培
わ
れ
て
き
た
精
神
で
す
ね
。ま
さ

に
、長
続
き
の
コ
ツ
と
も
言
え
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。で
は
そ
の

心
を
持
っ
て
、今
後
挑
戦
し
て
み
た
い
事
や
伸
ば
し
て
い
き
た
い
事

な
ど
は
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
？

稲
生
：「
人
の
為
に
祈
る
文
化
」で
す
ね
。お
線
香
を
立
て
、手
を
合
わ

せ
る
と
い
っ
た
日
本
の
大
切
な
香
り
の
文
化
を
伝
承
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

学
生
：
最
近
で
は
自
宅
に
仏
壇
の
な
い
家
も
多
い
よ
う
で
す
か
ら
、お

線
香
に
触
れ
る
機
会
自
体
が
減
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

稲
生
：
そ
う
で
す
。特
に
小
さ
い
お
子
さ
ん
は
お
線
香
を
知
ら
な
い
と

い
う
事
も
あ
り
ま
す
の
で
、普
段
使
い
出
来
る〝
お
香〝
と
い
っ
た
、若

者
に
向
け
た
製
品
の
開
発
に
力
を
入
れ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。先

ほ
ど
の
ベ
チ
バ
ー
香
も
そ
の
一
つ
で
す
ね
。そ
れ
に
合
わ
せ
て
、ギ
フ

ト
シ
ョ
ー
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
店
や
、P
R
動
画
の
作
成
、ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
な
ど
、情
報
発
信
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

学
生
：
大
企
業
と
比
較
し
た
際
、中
小
企
業
の
強
み
と
は
ど
う
い
っ
た

点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
か
？

稲
生
：「
組
織
の
柔
軟
性
」と
、「
少
数
生
産
」が
強
み
で
す
。大
企
業
に

比
べ
、ニ
ッ
チ
な
商
品
や
日
本
で
は
珍
し
い
原
料
を
使
用
し
た
製
品

な
ど
の
開
発
ハ
ー
ド
ル
は
低
い
と
思
い
ま
す
。当
社
の
場
合
は
特
に
、

自
社
で
製
造
し
て
い
る
の
で
少
数
で
の
生
産
が
可
能
で
あ
る
事
も
大

き
な
強
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
に
よ
っ
て
、お
客
様
そ
れ
ぞ
れ
の

ニ
ー
ズ
に
寄
り
添
っ
た
製
品
を
ご
提
案
す
る
事
が
出
来
ま
す
。

学
生
：
先
ほ
ど
の
七
方
良

し
の
精
神
で
す
ね
。し
か

し
、中
小
企
業
な
ら
で
は

の
問
題
も
あ
る
か
と
思
い

ま
す
。そ
の
一
つ
と
し
て
、

近
年
で
は
業
務
の
効
率
化

を
図
る
デ
ジ
タ
ル
化
、D
X
を
ど
の

よ
う
に
導
入
す
る
か
が
企
業
の
課

題
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま

す
が
、御
社
で
は
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
行
な
っ
て
い
る
の
か
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

稲
生
：
当
社
で
は
大
き
く
ふ
た
つ
、

「
自
社
W
e
b
サ
イ
ト
に
よ
る
オ
ン

ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
の
制
作
、ス
マ
ー

ト
レ
ジ（
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
用
い

た
P
O
S
シ
ス
テ
ム
）の
導
入
」と

い
っ
た
取
り
組
み
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。数
年
前
は
自
社
の
W
e
b
サ
イ
ト
も
無
く
、オ
ン
ラ
イ
ン

シ
ョ
ッ
プ
も
更
新
が
出
来
て
い
な
い
と
い
う
状
況
で
し
た
。現
代
に
お

い
て
W
e
b
サ
イ
ト
は
会
社
の
事
を
知
っ
て
も
ら
う
大
き
な
玄
関
口

で
す
の
で「
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
」と
、第
一
に
手
を
つ
け
ま
し

た
。

　
ま
た
、同
時
に
デ
ジ
タ
ル
カ
タ
ロ
グ
を
W
e
b
サ
イ
ト
上
で
確
認
で

き
る
よ
う
に
す
る
事
で
、お
客
様
へ
の
商
品
説
明
や
紹
介
が
容
易
と
な

り
ま
し
た
。そ
し
て
、昨
年
度
は
ス
マ
ー
ト
レ
ジ
の
導
入
に
取
り
組
み

ま
し
た
。そ
れ
ま
で
は
手
入
力
で
会
計
情
報
を
記
録
し
て
い
た
の
で
す

が
、そ
れ
で
は
効
率
が
悪
い
と
、自
動
で
記
録
が
で
き
る
ス
マ
ー
ト
レ

ジ
を
導
入
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
っ
て
誤
入
力
が
無
く
な
っ
た
上
、業

務
に
要
し
て
い
た
時
間
を
削
減
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。大
企
業
規
模

の
予
算
を
投
じ
る
事
は
出
来
な
い
の
で
、出
来
る
事
か
ら
一
つ
ず
つ
問

題
を
発
見
し
、解
決
し
て
い
ま
す
。

学
生
：
他
に
も
検
討
中
の
も
の
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
？

稲
生
：
在
庫
管
理
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
検
討
中
で
す
。例
え
ば
、倉
庫
の
在

庫
が
切
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
、倉
庫
と
工
場
、そ
れ
ぞ
れ
の
在
庫
の
状

況
を
今
ま
で
は
電
話
で
確
認
し
て
い
た
の
で
、お
客
様
を
お
待
た
せ
し

て
し
ま
う
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。そ
こ
で
、全
体
の
在
庫
状
況

を
い
つ
で
も
確
認
出
来
る
よ
う
に
す
れ
ば
迅
速
な
対
応
が
可
能
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

学
生
：
な
る
ほ
ど
。業
務
の
効
率
化
は
従
業
員
だ
け
で
な
く
、お
客
様
と

い
っ
た
周
り
の
方
々
に
と
っ
て
の
利
益
に
も
な
る
の
で
す
ね
。で
は
、

こ
こ
か
ら
は
学
生
に
向
け
た
内
容
と
な
る
の
で
す
が
、御
社
が
求
め
る

人
材
と
は
、ど
う
い
っ
た
も
の
で
し
ょ
う
か
？

稲
生
：
ま
ず
は「
素
直
で
や
る
気
の
あ
る
人
」で
す
ね
。物
事
の
後
に
良

か
っ
た
点
も
悪
か
っ
た
点
も
受
け
止
め
、次
に
活
か
せ
る
よ
う
な
、素

直
で
や
る
気
の
あ
る
人
が
良
い
で
す
ね
。そ
う
い
っ
た
人
は
職
場
で
も

す
ぐ
に
認
め
ら
れ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。受
け
身
で
は
な
く
、積
極
的

に
取
り
組
ん
で
く
れ
る
よ
う
な
、そ
ん
な
人
が
理
想
で
す
。

学
生
：
で
は
最
後
と
な
り
ま
す
が
、就
職
活
動
中
、ま
た
は
そ
れ
を
控
え

た
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

稲
生
：「
ぜ
ひ
自
社
へ
」。ぜ
ひ
、地
元
の
魅
力
を
再
確
認
し
て
欲
し
い
な

と
思
い
ま
す
。久
留
米
は
福
岡
市
内
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
良
く
、住
み
や

す
い
街
で
す
か
ら
、ぜ
ひ
久
留
米
で
就
職
し
、久
留
米
か
ら
世
界
へ
向

け
て
発
信
し
て
い
た
だ
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

学
生
：
私
も
で
す
が
、就
職
は
地
元
を
離
れ
て
都
会
へ
、と
い
う
願
望
は

若
い
人
に
少
な
く
な
い
で
す
か
ら
ね
。

稲
生
：
若
い
時
は
そ
う
な
の
で
す
よ
ね
。た
だ
、地
元
も
良
い
よ
、と
学

生
さ
ん
に
伝
え
た
い
で
す
。

株式会社天年堂
代表取締役

さん稲生　敏美

創
業
4
0
0
年
の
伝
統
企
業
の「
七
方
良
し
」と
は
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お
客
様
の
ニ
ー
ズ
を
取
り
込
ん
だ

　
　
　
　
　
　

 

新
た
な
自
動
車
リ
ー
ス
の
形

久
留米
大学生が

学
生
：
そ
れ
で
は
、御
社
の
歴
史
と
現
在
の
事
業
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

石
川
：
当
社
は
元
々
、ク
レ
ー
プ
の
製
造
販
売
を
行
う
菓
子
製
造
業
者
で

し
た
が
、こ
の
数
年
、工
場
が
度
重
な
る
浸
水
に
見
舞
わ
れ
、同
時
期
に
自

動
車
業
界
に
携
わ
る
き
っ
か
け
を
掴
ん
だ
事
も
あ
り
、現
在
の
中
古
車

リ
ー
ス
事
業
へ
と
大
き
な
事
業
変
更
を
行
い
ま
し
た
。

学
生
：
全
く
異
な
る
業
種
へ
の
転
換
と
な
る
と
、困
難
が
多
か
っ
た
の
で

は
な
い
で
す
か
？

石
川
：
そ
う
で
す
ね
。初
め
は
中
古
車
の
販
売
を
行
な
っ
て
い
た
の
で
す

が
、お
客
様
の
デ
ー
タ
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、リ
ピ
ー
ト
率
が
低
い
と
い

地元企業の社長に
久留米大学生が

インタビューをしました。

株式会社　BooFooUooJAPAN

社
長
に

き
く
!!

う
事
に
気
付
き
ま
し
た
。そ
こ
で
、何
か
他
社
と
差
別
化
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
を
と
考
え
、中
古
車
カ
ー
リ
ー
ス
を
始
め
ま
し
た
。

学
生
：
他
社
と
の
差
別
化
と
い
う
点
に
つ
い
て
、御
社
の
強
み
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

石
川
：
自
社
の
整
備
工
場
を
構
え
プ
リ
ウ
ス
等
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
に
特

化
す
る
事
で
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
修
理
を
他
社
よ
り
も
安
価
で
迅
速
に
行

え
る
事
が
当
社
の
強
み
で
す
。車
種
を
絞
っ
て
い
る
の
で
、バ
ッ
テ
リ
ー

な
ど
の
消
耗
品
の
在
庫
を
確
保
し
や
す
く
、作
業
員
の
作
業
効
率
も
向
上

し
や
す
い
環
境
に
な
っ
て
い
ま
す
。こ
こ
で
削
減
し
た
コ
ス
ト
を
サ
ー
ビ

ス
の
料
金
に
還
元
す
る
事
で
、お
手
頃
で
充
実
し
た
安
心
の
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

学
生
：
消
費
者
目
線
で
考
え
ら
れ
た
サ
ー
ビ
ス
だ
と
思
い
ま
す
。何
か
経

営
す
る
上
で
意
識
し
て
い
る
事
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

石
川
：
ま
さ
に
、お
客
様
が「
何
を
求
め
て
い
る
の
か
」を
常
に
考
え
て
い

ま
す
。お
客
様
に
と
っ
て
車
は
生
活
の
一
部
と
な
る
も
の
で
す
か
ら
、世

間
の
動
向
を
見
極
め
、ど
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
が
現
在
、そ
し
て
今
後
生
じ

る
の
か
、と
い
う
こ
と
に
関
心
が
あ
り
ま
す
。今
、ど
こ
で
、誰
が
、何
を
欲

し
い
と
思
っ
て
い
る
の
か
を
常
に
意
識
し
な
が
ら
、日
々
試
行
錯
誤
し
て

い
ま
す
。

学
生
：
な
る
ほ
ど
。世
の
中
の
流

れ
を
見
極
め
、掴
む
と
い
う
事

で
す
ね
。で
は
、こ
れ
か
ら
の
御

社
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
は
ど
の

よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
。

石
川
： 

〝
車
検
と
輸
出
事
業
を

自
社
で
直
接
行
え
る
よ
う
に
し

た
い
〝
と
考
え
て
い
ま
す
。
現

在
、修
理
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は

自
社
工
場
で
行
え
る
の
で
す

が
、車
検
は
出
来
な
い
の
で
、そ

れ
を
ぜ
ひ
可
能
に
し
た
い
で

す
。ま
た
、リ
ー
ス
期
間
の
終
了

し
た
リ
ー
ス
ア
ッ
プ
車
が
徐
々
に
戻
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
が
、

こ
れ
ら
を
海
外
の
需
要
が
あ
る
地
域
へ
直
接
輸
出
で
き
た
ら
と
考

え
て
い
ま
す
。

学
生
：
自
動
車
業
界
に
は
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
し
て
い
る
大
企
業
が

い
く
つ
も
あ
り
ま
す
が
、そ
う
い
っ
た
会
社
と
比
較
し
た
時
の
御

社
、つ
ま
り
中
小
企
業
の
強
み
に
は
ど
う
い
っ
た
も
の
が
あ
り
ま

す
か
？

石
川
：
社
員
一
人
の
提
案
で
会
社
を
変
え
る
事
が
出
来
る
、と
い

う
点
だ
と
思
い
ま
す
。当
社
に
は
現
在
8
名
の
社
員
が
お
り
、「
全

員
が
主
役
」と
い
う
意
識
を
持
っ
て
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。そ
し
て
、そ
の
為
に
は
社
員
同
士
が
思
い
や
り
を
持
ち
な
が

ら
、一
人
一
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
を
磨
い
て
い
く
事
が
大
切
で

す
。

学
生
：
な
る
ほ
ど
。で
は
、そ
の
為
に
御
社
が
求
め
て
い
る
人
材
像

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

石
川
：
完
璧
で
な
く
て
も
良
い
と
考
え
て
い
ま
す
。何
か
一
つ
、周

り
の
人
よ
り
輝
く
も
の
を
持
っ
て
い
て
、そ
れ
に
情
熱
を
注
げ
る

人
。自
分
の
仕
事
に
誇
り
を
持
っ
て
い
る
人
に
は
評
価
で
き
る
も

の
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。そ
う
い
う
人
が
集
ま
り
、良

い
仲
間
と
な
っ
て
会
社
と
し
て
良
い
成
果
を
生
ん
で
い
く
事
が
理

想
で
あ
り
、そ
の
中
で
高
め
合
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

学
生
：「
自
分
に
は
こ
れ
が
出
来
る
、し
た
い
！
」と
情
熱
に
溢
れ
た

人
で
す
ね
。

石
川
：
そ
う
で
す
ね
。そ
れ
だ
け
で
良
い
の
で
は
な
い
か
と
。そ
の
能

力
を
い
か
に
伸
ば
し
て
あ
げ
る
か
、と
い
う
事
も
社
長
と
し
て
の
私

の
役
目
だ
と
思
い
ま
す
。

学
生
：
な
る
ほ
ど
、互
い
に
高
め
合
う
と
い
う
点
を
重
視
さ
れ
て
い

る
の
で
す
ね
。こ
こ
ま
で
の
お
話
で
、御
社
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
熱
意
が

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。さ
て
、こ
こ
で
話
題
は
変
わ
り
ま
す
が
、今
回

私
た
ち
が
最
も
関
心
を
も
っ
て
お
聞
き
し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

御
社
の
D
X
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ
け
ま
す

か
？

石
川
：
こ
れ
ま
で
に「
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
動
画
の
作
成
」「
会
計
業
務

の
効
率
化
」「
24
時
間
対
応
の
予
約
シ
ス
テ
ム
の
導
入
」と
い
っ
た
三

つ
の
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。ク
ラ
ウ
ド
会
計
ソ
フ
ト
を
導
入
し

て
集
計
作
業
な
ど
が
自
動
化
さ
れ
る
と
、経
理
の
担
当
者
に
は「
自

分
が
要
ら
な
く
な
る
の
で
は
」と
い
う
不
安
が
あ
り
ま
し
た
。そ
う

い
っ
た
理
由
で
あ
ま
り
積
極
的
に
踏
み
込
め
な
い
領
域
だ
っ
た
の

で
す
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
お
客
様
の
来
店
が
減

り
、対
面
で
の
商
品
説
明
の
機
会
が
減
る
と
い
う
、や
ら
ざ
る
を
え

な
い
状
況
に
ま
で
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。そ
ん
な
折
、久
留
米
市
の

「
久
留
米
市
中
小
企
業
Ｄ
Ｘ
促
進
補
助
金
」と
い
う
後
押
し
も
あ
り
、

前
向
き
に
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
れ
に
よ

り
、経
理
・
会
計
に
か
か
る
時
間
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
、効
率
化
を
図

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

学
生
：
先
ほ
ど
の
不
安
は
払
拭
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

石
川
：
そ
う
で
す
ね
。こ
の
こ
と
を
通
じ
て
デ
ジ
タ
ル
化
の
意
味
を

知
る
事
が
出
来
ま
し
た
。経
理
を
担
当
し
て
い
た
社
員
に
は
削
減
で

き
た
時
間
で
リ
ス
キ
リ
ン
グ
（
注
）
を
行
い
、新
た
な
業
務
を
習
得
し

て
も
ら
う
事
で
、会
社
に
新
し
い
考
え
や
方
向
性
が
生
ま
れ
ま
し

た
。新
た
な
活
躍
の
場
が
で
き
た
こ
と
で
、そ
の
人
が
必
要
な
く
な

る
、と
い
う
不
安
は
解
消
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、更
な
る
取
り
組
み
と

し
て
、電
話
で
受
け
て
い
た
予
約
な
ど
の
対
応
を
全
て
W
e
b
上
で

24
時
間
受
け
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
、社
員
に「
時
間
と
心
の
余

裕
」を
作
り
ま
し
た
、こ
の
時
間
を
新
し
い
こ
と
へ
の
挑
戦
に
使
え

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

学
生
：
そ
う
い
っ
た
D
X
へ
の
取
り
組
み
を
行
う
上
で
生
じ
た
問
題

は
あ
り
ま
し
た
か
？

石
川
：
や
は
り
、先
ほ
ど
の「
仕
事
が
な
く
な
る
の
で
は
」と
い
う
社

員
の
不
安
が
大
き
な
問
題
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。こ
の
不
安

を
解
消
す
る
た
め
に
、私
は
社
員
全
員
に
説
明
し
、話
し
合
い
、D
X

へ
の
理
解
を
深
め
共
有
す
る
事
で
、ス
ム
ー
ズ
に
導
入
し
活
用
し
よ

う
と
努
め
ま
し
た
。現
在
D
X
の
導
入
に
悩
ん
で
い
る
経
営
者
さ
ん

が
い
た
ら
、そ
れ
を
導
入
す
る
目
的
と
、そ
の
先
の
展
望
ま
で
を
考

え
て
、社
員
み
ん
な
で
話
し
合
っ
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

学
生
：
で
は
、最
後
に
な
り
ま
す
が
就
職
活
動
中
、ま
た
は
そ
れ
を
控

え
た
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

石
川
：
遊
び
も
学
び
も
、目
の
前
の
も
の
に
と
こ
と
ん
全
力
で
取
り

組
む
事
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。そ
の
中
で
、何
か
自
分
の
心
に

響
く
も
の
を
見
つ
け
る
事
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。

株式会社BooFooUooJAPAN
代表取締役

さん石川　淳子

（
注
）リ
ス
キ
リ
ン
グ
と
は
、「
新
し
い
職
業
に
就
く
た
め
に
、あ
る
い
は
、今
の
職
業
で

必
要
と
さ
れ
る
ス
キ
ル
の
大
幅
な
変
化
に
適
応
す
る
た
め
に
、必
要
な
ス
キ
ル

を
獲
得
す
る
こ
と
。」（
経
済
産
業
省
）と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
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お
客
様
の
ニ
ー
ズ
を
取
り
込
ん
だ

　
　
　
　
　
　

 

新
た
な
自
動
車
リ
ー
ス
の
形

久
留米
大学生が

学
生
：
そ
れ
で
は
、御
社
の
歴
史
と
現
在
の
事
業
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

石
川
：
当
社
は
元
々
、ク
レ
ー
プ
の
製
造
販
売
を
行
う
菓
子
製
造
業
者
で

し
た
が
、こ
の
数
年
、工
場
が
度
重
な
る
浸
水
に
見
舞
わ
れ
、同
時
期
に
自

動
車
業
界
に
携
わ
る
き
っ
か
け
を
掴
ん
だ
事
も
あ
り
、現
在
の
中
古
車

リ
ー
ス
事
業
へ
と
大
き
な
事
業
変
更
を
行
い
ま
し
た
。

学
生
：
全
く
異
な
る
業
種
へ
の
転
換
と
な
る
と
、困
難
が
多
か
っ
た
の
で

は
な
い
で
す
か
？

石
川
：
そ
う
で
す
ね
。初
め
は
中
古
車
の
販
売
を
行
な
っ
て
い
た
の
で
す

が
、お
客
様
の
デ
ー
タ
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、リ
ピ
ー
ト
率
が
低
い
と
い

地元企業の社長に
久留米大学生が

インタビューをしました。

株式会社　BooFooUooJAPAN

社
長
に

き
く
!!

う
事
に
気
付
き
ま
し
た
。そ
こ
で
、何
か
他
社
と
差
別
化
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
を
と
考
え
、中
古
車
カ
ー
リ
ー
ス
を
始
め
ま
し
た
。

学
生
：
他
社
と
の
差
別
化
と
い
う
点
に
つ
い
て
、御
社
の
強
み
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

石
川
：
自
社
の
整
備
工
場
を
構
え
プ
リ
ウ
ス
等
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
に
特

化
す
る
事
で
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
修
理
を
他
社
よ
り
も
安
価
で
迅
速
に
行

え
る
事
が
当
社
の
強
み
で
す
。車
種
を
絞
っ
て
い
る
の
で
、バ
ッ
テ
リ
ー

な
ど
の
消
耗
品
の
在
庫
を
確
保
し
や
す
く
、作
業
員
の
作
業
効
率
も
向
上

し
や
す
い
環
境
に
な
っ
て
い
ま
す
。こ
こ
で
削
減
し
た
コ
ス
ト
を
サ
ー
ビ

ス
の
料
金
に
還
元
す
る
事
で
、お
手
頃
で
充
実
し
た
安
心
の
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

学
生
：
消
費
者
目
線
で
考
え
ら
れ
た
サ
ー
ビ
ス
だ
と
思
い
ま
す
。何
か
経

営
す
る
上
で
意
識
し
て
い
る
事
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

石
川
：
ま
さ
に
、お
客
様
が「
何
を
求
め
て
い
る
の
か
」を
常
に
考
え
て
い

ま
す
。お
客
様
に
と
っ
て
車
は
生
活
の
一
部
と
な
る
も
の
で
す
か
ら
、世

間
の
動
向
を
見
極
め
、ど
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
が
現
在
、そ
し
て
今
後
生
じ

る
の
か
、と
い
う
こ
と
に
関
心
が
あ
り
ま
す
。今
、ど
こ
で
、誰
が
、何
を
欲

し
い
と
思
っ
て
い
る
の
か
を
常
に
意
識
し
な
が
ら
、日
々
試
行
錯
誤
し
て

い
ま
す
。

学
生
：
な
る
ほ
ど
。世
の
中
の
流

れ
を
見
極
め
、掴
む
と
い
う
事

で
す
ね
。で
は
、こ
れ
か
ら
の
御

社
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
は
ど
の

よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
。

石
川
： 

〝
車
検
と
輸
出
事
業
を

自
社
で
直
接
行
え
る
よ
う
に
し

た
い
〝
と
考
え
て
い
ま
す
。
現

在
、修
理
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は

自
社
工
場
で
行
え
る
の
で
す

が
、車
検
は
出
来
な
い
の
で
、そ

れ
を
ぜ
ひ
可
能
に
し
た
い
で

す
。ま
た
、リ
ー
ス
期
間
の
終
了

し
た
リ
ー
ス
ア
ッ
プ
車
が
徐
々
に
戻
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
が
、

こ
れ
ら
を
海
外
の
需
要
が
あ
る
地
域
へ
直
接
輸
出
で
き
た
ら
と
考

え
て
い
ま
す
。

学
生
：
自
動
車
業
界
に
は
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
し
て
い
る
大
企
業
が

い
く
つ
も
あ
り
ま
す
が
、そ
う
い
っ
た
会
社
と
比
較
し
た
時
の
御

社
、つ
ま
り
中
小
企
業
の
強
み
に
は
ど
う
い
っ
た
も
の
が
あ
り
ま

す
か
？

石
川
：
社
員
一
人
の
提
案
で
会
社
を
変
え
る
事
が
出
来
る
、と
い

う
点
だ
と
思
い
ま
す
。当
社
に
は
現
在
8
名
の
社
員
が
お
り
、「
全

員
が
主
役
」と
い
う
意
識
を
持
っ
て
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。そ
し
て
、そ
の
為
に
は
社
員
同
士
が
思
い
や
り
を
持
ち
な
が

ら
、一
人
一
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
を
磨
い
て
い
く
事
が
大
切
で

す
。

学
生
：
な
る
ほ
ど
。で
は
、そ
の
為
に
御
社
が
求
め
て
い
る
人
材
像

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

石
川
：
完
璧
で
な
く
て
も
良
い
と
考
え
て
い
ま
す
。何
か
一
つ
、周

り
の
人
よ
り
輝
く
も
の
を
持
っ
て
い
て
、そ
れ
に
情
熱
を
注
げ
る

人
。自
分
の
仕
事
に
誇
り
を
持
っ
て
い
る
人
に
は
評
価
で
き
る
も

の
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。そ
う
い
う
人
が
集
ま
り
、良

い
仲
間
と
な
っ
て
会
社
と
し
て
良
い
成
果
を
生
ん
で
い
く
事
が
理

想
で
あ
り
、そ
の
中
で
高
め
合
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

学
生
：「
自
分
に
は
こ
れ
が
出
来
る
、し
た
い
！
」と
情
熱
に
溢
れ
た

人
で
す
ね
。

石
川
：
そ
う
で
す
ね
。そ
れ
だ
け
で
良
い
の
で
は
な
い
か
と
。そ
の
能

力
を
い
か
に
伸
ば
し
て
あ
げ
る
か
、と
い
う
事
も
社
長
と
し
て
の
私

の
役
目
だ
と
思
い
ま
す
。

学
生
：
な
る
ほ
ど
、互
い
に
高
め
合
う
と
い
う
点
を
重
視
さ
れ
て
い

る
の
で
す
ね
。こ
こ
ま
で
の
お
話
で
、御
社
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
熱
意
が

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。さ
て
、こ
こ
で
話
題
は
変
わ
り
ま
す
が
、今
回

私
た
ち
が
最
も
関
心
を
も
っ
て
お
聞
き
し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

御
社
の
D
X
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ
け
ま
す

か
？

石
川
：
こ
れ
ま
で
に「
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
動
画
の
作
成
」「
会
計
業
務

の
効
率
化
」「
24
時
間
対
応
の
予
約
シ
ス
テ
ム
の
導
入
」と
い
っ
た
三

つ
の
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。ク
ラ
ウ
ド
会
計
ソ
フ
ト
を
導
入
し

て
集
計
作
業
な
ど
が
自
動
化
さ
れ
る
と
、経
理
の
担
当
者
に
は「
自

分
が
要
ら
な
く
な
る
の
で
は
」と
い
う
不
安
が
あ
り
ま
し
た
。そ
う

い
っ
た
理
由
で
あ
ま
り
積
極
的
に
踏
み
込
め
な
い
領
域
だ
っ
た
の

で
す
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
お
客
様
の
来
店
が
減

り
、対
面
で
の
商
品
説
明
の
機
会
が
減
る
と
い
う
、や
ら
ざ
る
を
え

な
い
状
況
に
ま
で
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。そ
ん
な
折
、久
留
米
市
の

「
久
留
米
市
中
小
企
業
Ｄ
Ｘ
促
進
補
助
金
」と
い
う
後
押
し
も
あ
り
、

前
向
き
に
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
れ
に
よ

り
、経
理
・
会
計
に
か
か
る
時
間
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
、効
率
化
を
図

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

学
生
：
先
ほ
ど
の
不
安
は
払
拭
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

石
川
：
そ
う
で
す
ね
。こ
の
こ
と
を
通
じ
て
デ
ジ
タ
ル
化
の
意
味
を

知
る
事
が
出
来
ま
し
た
。経
理
を
担
当
し
て
い
た
社
員
に
は
削
減
で

き
た
時
間
で
リ
ス
キ
リ
ン
グ
（
注
）
を
行
い
、新
た
な
業
務
を
習
得
し

て
も
ら
う
事
で
、会
社
に
新
し
い
考
え
や
方
向
性
が
生
ま
れ
ま
し

た
。新
た
な
活
躍
の
場
が
で
き
た
こ
と
で
、そ
の
人
が
必
要
な
く
な

る
、と
い
う
不
安
は
解
消
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、更
な
る
取
り
組
み
と

し
て
、電
話
で
受
け
て
い
た
予
約
な
ど
の
対
応
を
全
て
W
e
b
上
で

24
時
間
受
け
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
、社
員
に「
時
間
と
心
の
余

裕
」を
作
り
ま
し
た
、こ
の
時
間
を
新
し
い
こ
と
へ
の
挑
戦
に
使
え

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

学
生
：
そ
う
い
っ
た
D
X
へ
の
取
り
組
み
を
行
う
上
で
生
じ
た
問
題

は
あ
り
ま
し
た
か
？

石
川
：
や
は
り
、先
ほ
ど
の「
仕
事
が
な
く
な
る
の
で
は
」と
い
う
社

員
の
不
安
が
大
き
な
問
題
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。こ
の
不
安

を
解
消
す
る
た
め
に
、私
は
社
員
全
員
に
説
明
し
、話
し
合
い
、D
X

へ
の
理
解
を
深
め
共
有
す
る
事
で
、ス
ム
ー
ズ
に
導
入
し
活
用
し
よ

う
と
努
め
ま
し
た
。現
在
D
X
の
導
入
に
悩
ん
で
い
る
経
営
者
さ
ん

が
い
た
ら
、そ
れ
を
導
入
す
る
目
的
と
、そ
の
先
の
展
望
ま
で
を
考

え
て
、社
員
み
ん
な
で
話
し
合
っ
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

学
生
：
で
は
、最
後
に
な
り
ま
す
が
就
職
活
動
中
、ま
た
は
そ
れ
を
控

え
た
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

石
川
：
遊
び
も
学
び
も
、目
の
前
の
も
の
に
と
こ
と
ん
全
力
で
取
り

組
む
事
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。そ
の
中
で
、何
か
自
分
の
心
に

響
く
も
の
を
見
つ
け
る
事
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。

株式会社BooFooUooJAPAN
代表取締役

さん石川　淳子

（
注
）リ
ス
キ
リ
ン
グ
と
は
、「
新
し
い
職
業
に
就
く
た
め
に
、あ
る
い
は
、今
の
職
業
で

必
要
と
さ
れ
る
ス
キ
ル
の
大
幅
な
変
化
に
適
応
す
る
た
め
に
、必
要
な
ス
キ
ル

を
獲
得
す
る
こ
と
。」（
経
済
産
業
省
）と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

19 ここんにき 18ここんにき住宅ローン・その他のローンは「ちくしん」に相談してみよう。 インターンシップの受け入れは「ちくしん」に相談してみよう。



21 ここんにき 20ここんにき年金は「ちくしん」に相談してみよう。 自社PRは「ちくしん」に相談してみよう。

←本誌のバックナンバーはこちら

から見る事が出来ます！

地域経済情報誌 ここんにき
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久留米市DX取組企業のご紹介

久
留米
大学生が

社
長
に

き
く
!!

取材を終えて…　～ インタビュー感想 ～

久
留
米
大
学
商
学
部
商
学
科
4
年

山
田
　
奨
馬

　
D
X
の
取
り
組
み
に
あ
た
っ
て
、導

入
す
る
も
の
が
ど
う
い
っ
た
も
の
で
、

ど
う
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か

を
説
明
し
話
し
合
う
事
が
大
切
と
い

う
話
を
聞
き
、こ
の「
意
識
の
す
り
合

わ
せ
」は
今
回
の
件
の
み
な
ら
ず
、

チ
ー
ム
で
活
動
す
る
際
に
非
常
に
重

要
に
な
る
考
え
方
で
あ
る
と
感
じ
ま

し
た
。私
も
今
後
、意
識
し
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。

久
留
米
大
学
商
学
部
商
学
科
3
年

串
田
　
詠
都

　
最
も
心
に
残
っ
た
お
話
が
、「
一
つ
の
事
を
一
生
懸
命
頑
張
る
」と
い
う
言
葉

で
す
。普
段
か
ら
意
識
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
つ
つ
も
つ
い
忘

れ
が
ち
な
こ
と
な
の
で
、常
に
心
掛
け
て
お
く
こ
と
が
大
切
だ
と
気
づ
か
せ
て

頂
き
ま
し
た
。石
川
社
長
の
高
い
志
が
、D
X
や
I
T
化
へ
の
取
り
組
み
を
通

し
て
業
績
や
顧
客
満
足
度
の
向
上
に
繋
が
っ
て
い
る
の
だ
と
理
解
で
き
ま
し

た
。今
回
、石
川
社
長
の
お
話
を
聞
け
た
事
、取
材
を
通
し
て
多
く
の
方
と
関
わ

る
機
会
を
頂
け
た
事
を
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

久
留
米
大
学
商
学
部
商
学
科
3
年
　
武
田
大
樹

　
お
話
を
聞
い
て
、こ
こ
で
は「
何
か
一
つ
輝
き
・
誇
れ
る
も
の
を
持
っ
て
い
る

人
」が
求
め
ら
れ
て
い
る
事
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。ま
た
、社
員
の
個
の
力
を

活
か
し
つ
つ
団
結
す
る
こ
と
で
会
社
を
よ
り
良
く
変
革
し
て
い
る
事
が
わ
か

り
ま
し
た
。さ
ら
に
、経
営
者
が
D
X
の
メ
リ
ッ
ト
を
理
解
し
て
い
て
も
社
員

の
も
つ
不
安
を
解
消
で
き
な
い
企
業
も
あ
る
た
め
、久
留
米
市
の
補
助
金
の
よ

う
に
、D
X
事
業
へ
踏
み
込
む
き
っ
か
け
の
よ
う
な
も
の
で
社
会
全
体
に
醸
成

し
て
い
く
こ
と
も
必
要
な
の
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。今
回
は
、常
に
会
社
を
成

長
さ
せ
て
い
く
社
長
の
、と
て
も
前
向
き
な
お
話
を
聞
け
て
私
も
元
気
づ
け
ら

れ
ま
し
た
。

久
留
米
大
学
商
学
部
商
学
科
4
年

山
田
　
奨
馬

　
今
ま
で
、D
X
と
は
社
内
の
業
務

効
率
を
改
善
す
る
事
で
従
業
員
ひ
い

て
は
会
社
に
利
益
を
も
た
ら
す
も
の

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、お

客
様
の
満
足
度
に
も
繋
が
っ
た
と
い

う
話
を
聞
き
、「
な
る
ほ
ど
」と
D
X

導
入
の
意
義
を
掴
め
た
気
が
し
ま

す
。「
七
方
良
し
」と
、常
に
全
員
に

と
っ
て
の
利
益
を
追
求
し
、挑
戦
を

続
け
る
姿
勢
か
ら
は
4
0
0
年
と
い

う
伝
統
の
説
得
力
を
感
じ
ま
し
た
。

久
留
米
大
学
商
学
部
商
学
科
4
年

樋
口
　
理
菜

　
S
N
S
の
活
用
や
E
C
サ
イ
ト
の
改
善
な
ど
D
X
の
推
進
に
努
め
、

1
6
2
1
年
か
ら
続
く
伝
統
あ
る
天
年
堂
か
ら
香
り
を
発
信
す
る
稲
生
さ

ん
。「
三
方
良
し
」の
み
な
ら
ず
、「
七
方
良
し
」の
精
神
で
仕
事
に
励
む
稲
生

さ
ん
の
、久
留
米
と
香
り
に
対
す
る
真
剣
な
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

久
留
米
大
学
商
学
部
商
学
科
3
年
　
中
村
　
紀
蝶

　
今
回
、取
材
を
通
し
て
貴
重
な
お
話
を
沢
山
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。生
活
の
質
を
高
め
る
商
品
を
作
る
為
に
原
料
か
ら
製
造
を
行
う
な
ど
、

職
人
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
技
術
か
ら
強
い
こ
だ
わ
り
を
感
じ
ま
し
た
。ま

た
、4
0
0
年
と
い
う
長
い
歴
史
を
持
つ
企
業
も
、伝
統
を
重
ん
じ
な
が
ら

時
代
に
応
じ
て
D
X
を
取
り
入
れ
て
い
る
事
に
関
心
を
持
ち
ま
し
た
。こ

の
よ
う
な
企
業
が
ま
す
ま
す
増
え
て
い
く
こ
と
を
想
像
し
な
が
ら
た
く
さ

ん
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

BooFooUooJAPAN

天年堂　DXとは、デジタルトランスフォーメーションの略で、経済産業省の資料によると「企業
がビジネス環境の激しい変化に対応し、データとデジタル技術を活用して、製品やサービ
ス、ビジネスモデルを変革し顧客のニーズに対応するとともに、業務や組織を変革し、競
争上の優位性を確立すること」とされています。
　「IT化」が既存の業務プロセスをデジタル技術により効率化する「手段」であるのに対
し、「DX」はデジタル技術の活用によりビジネスモデルや企業カルチャーなどを根底から
変えていくもので、「目的」であると考えられます。
　DXに関心を持つ企業、必要性を感じている企業は年々増加しているものの、まだ取り
組めていない企業も数多いことかと思います。
　このような中、国や県、久留米市などは、各種補助制度を用意するなど企業のDXを推進
しています。
　ちくしんも、皆様のDXの取組みを応援しています。ご不明な点等ございましたらちく
しんへご相談ください。

～ DXについて ～

久留米市
中小企業DX促進補助金

経済産業省
IT導入補助金

【補助金事務局HP】【久留米市HP】

詳しくはこちら
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地域経済情報誌 ここんにき

←久留米市DX取組事例インタビュー

はこちらでチェック

久留米市DX取組企業のご紹介

久
留米
大学生が

社
長
に

き
く
!!

取材を終えて…　～ インタビュー感想 ～

久
留
米
大
学
商
学
部
商
学
科
4
年

山
田
　
奨
馬

　
D
X
の
取
り
組
み
に
あ
た
っ
て
、導

入
す
る
も
の
が
ど
う
い
っ
た
も
の
で
、

ど
う
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か

を
説
明
し
話
し
合
う
事
が
大
切
と
い

う
話
を
聞
き
、こ
の「
意
識
の
す
り
合

わ
せ
」は
今
回
の
件
の
み
な
ら
ず
、

チ
ー
ム
で
活
動
す
る
際
に
非
常
に
重

要
に
な
る
考
え
方
で
あ
る
と
感
じ
ま

し
た
。私
も
今
後
、意
識
し
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。

久
留
米
大
学
商
学
部
商
学
科
3
年

串
田
　
詠
都

　
最
も
心
に
残
っ
た
お
話
が
、「
一
つ
の
事
を
一
生
懸
命
頑
張
る
」と
い
う
言
葉

で
す
。普
段
か
ら
意
識
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
つ
つ
も
つ
い
忘

れ
が
ち
な
こ
と
な
の
で
、常
に
心
掛
け
て
お
く
こ
と
が
大
切
だ
と
気
づ
か
せ
て

頂
き
ま
し
た
。石
川
社
長
の
高
い
志
が
、D
X
や
I
T
化
へ
の
取
り
組
み
を
通

し
て
業
績
や
顧
客
満
足
度
の
向
上
に
繋
が
っ
て
い
る
の
だ
と
理
解
で
き
ま
し

た
。今
回
、石
川
社
長
の
お
話
を
聞
け
た
事
、取
材
を
通
し
て
多
く
の
方
と
関
わ

る
機
会
を
頂
け
た
事
を
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

久
留
米
大
学
商
学
部
商
学
科
3
年
　
武
田
大
樹

　
お
話
を
聞
い
て
、こ
こ
で
は「
何
か
一
つ
輝
き
・
誇
れ
る
も
の
を
持
っ
て
い
る

人
」が
求
め
ら
れ
て
い
る
事
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。ま
た
、社
員
の
個
の
力
を

活
か
し
つ
つ
団
結
す
る
こ
と
で
会
社
を
よ
り
良
く
変
革
し
て
い
る
事
が
わ
か

り
ま
し
た
。さ
ら
に
、経
営
者
が
D
X
の
メ
リ
ッ
ト
を
理
解
し
て
い
て
も
社
員

の
も
つ
不
安
を
解
消
で
き
な
い
企
業
も
あ
る
た
め
、久
留
米
市
の
補
助
金
の
よ

う
に
、D
X
事
業
へ
踏
み
込
む
き
っ
か
け
の
よ
う
な
も
の
で
社
会
全
体
に
醸
成

し
て
い
く
こ
と
も
必
要
な
の
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。今
回
は
、常
に
会
社
を
成

長
さ
せ
て
い
く
社
長
の
、と
て
も
前
向
き
な
お
話
を
聞
け
て
私
も
元
気
づ
け
ら

れ
ま
し
た
。

久
留
米
大
学
商
学
部
商
学
科
4
年

山
田
　
奨
馬

　
今
ま
で
、D
X
と
は
社
内
の
業
務

効
率
を
改
善
す
る
事
で
従
業
員
ひ
い

て
は
会
社
に
利
益
を
も
た
ら
す
も
の

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、お

客
様
の
満
足
度
に
も
繋
が
っ
た
と
い

う
話
を
聞
き
、「
な
る
ほ
ど
」と
D
X

導
入
の
意
義
を
掴
め
た
気
が
し
ま

す
。「
七
方
良
し
」と
、常
に
全
員
に

と
っ
て
の
利
益
を
追
求
し
、挑
戦
を

続
け
る
姿
勢
か
ら
は
4
0
0
年
と
い

う
伝
統
の
説
得
力
を
感
じ
ま
し
た
。

久
留
米
大
学
商
学
部
商
学
科
4
年

樋
口
　
理
菜

　
S
N
S
の
活
用
や
E
C
サ
イ
ト
の
改
善
な
ど
D
X
の
推
進
に
努
め
、

1
6
2
1
年
か
ら
続
く
伝
統
あ
る
天
年
堂
か
ら
香
り
を
発
信
す
る
稲
生
さ

ん
。「
三
方
良
し
」の
み
な
ら
ず
、「
七
方
良
し
」の
精
神
で
仕
事
に
励
む
稲
生

さ
ん
の
、久
留
米
と
香
り
に
対
す
る
真
剣
な
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

久
留
米
大
学
商
学
部
商
学
科
3
年
　
中
村
　
紀
蝶

　
今
回
、取
材
を
通
し
て
貴
重
な
お
話
を
沢
山
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。生
活
の
質
を
高
め
る
商
品
を
作
る
為
に
原
料
か
ら
製
造
を
行
う
な
ど
、

職
人
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
技
術
か
ら
強
い
こ
だ
わ
り
を
感
じ
ま
し
た
。ま

た
、4
0
0
年
と
い
う
長
い
歴
史
を
持
つ
企
業
も
、伝
統
を
重
ん
じ
な
が
ら

時
代
に
応
じ
て
D
X
を
取
り
入
れ
て
い
る
事
に
関
心
を
持
ち
ま
し
た
。こ

の
よ
う
な
企
業
が
ま
す
ま
す
増
え
て
い
く
こ
と
を
想
像
し
な
が
ら
た
く
さ

ん
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

BooFooUooJAPAN

天年堂　DXとは、デジタルトランスフォーメーションの略で、経済産業省の資料によると「企業
がビジネス環境の激しい変化に対応し、データとデジタル技術を活用して、製品やサービ
ス、ビジネスモデルを変革し顧客のニーズに対応するとともに、業務や組織を変革し、競
争上の優位性を確立すること」とされています。
　「IT化」が既存の業務プロセスをデジタル技術により効率化する「手段」であるのに対
し、「DX」はデジタル技術の活用によりビジネスモデルや企業カルチャーなどを根底から
変えていくもので、「目的」であると考えられます。
　DXに関心を持つ企業、必要性を感じている企業は年々増加しているものの、まだ取り
組めていない企業も数多いことかと思います。
　このような中、国や県、久留米市などは、各種補助制度を用意するなど企業のDXを推進
しています。
　ちくしんも、皆様のDXの取組みを応援しています。ご不明な点等ございましたらちく
しんへご相談ください。

～ DXについて ～

久留米市
中小企業DX促進補助金

経済産業省
IT導入補助金

【補助金事務局HP】【久留米市HP】

詳しくはこちら
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次世代を担う人づくり
～大学生の編集者体験～

茶
の
実
油
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

〈
は
じ
め
に
〉

　
皆
さ
ん
は「
茶
の
実
油
」を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？
そ

の
名
の
通
り
、お
茶
の「
実
」を
絞
っ
た
美
容
オ
イ
ル
で
、

テ
ィ
ー
シ
ー
ド
オ
イ
ル
や
テ
ィ
ー
オ
イ
ル
と
呼
ば
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
お
茶
の「
葉
」は
日
本
人
の
生
活
に
根
付
い
て
い
ま
す

が
、実
は
、ツ
バ
キ
科
の
お
茶
の「
実
」か
ら
は
、様
々
な
成

分
を
含
む
オ
イ
ル
が
取
れ
、そ
れ
を
活
用
し
た
ス
キ
ン
ケ

ア
や
、食
用
油
と
し
て
の
利
用
な
ど
が
で
き
ま
す
。お
茶
の

名
産
地
で
あ
る
福
岡
県
八
女
市
星
野
村
で
、私
た
ち
は
こ

の
茶
の
実
油
と
出
会
い
、調
べ
て
い
く
と
、そ
こ
に
地
域
活

性
化
に
つ
な
が
る
社
会
的
価
値
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま

し
た
。今
回
は
、そ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
と
、そ
れ
を
踏
ま
え

た
私
た
ち
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
１
）星
野
村
の
茶
の
実
油
と
の
出
会
い

　
私
た
ち
は
、久
留
米
大
学
の『
被
災
地
復
興
と
地
域
貢

献
』と
い
う
授
業
を
履
修
し
、豪
雨
水
害
な
ど
の
被
災
地

復
興
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
取
り
組
ん
だ
星
野
村
は
、耳
納
連
山
南
側
の
中
山

間
地
帯
で
、大
分
県
と
の
県
境
に
位
置
し
ま
す
。特
に
玉

露
を
は
じ
め
と
す
る
良
質
の
お
茶
の
産
地
と
し
て
有
名

で
す
。こ
の
星
野
村
一
帯
は
、約
10
年
前
に
、豪
雨
災
害
に

よ
る
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
地
域
再
生
の
た
め
の

N
P
O
法
人「
が
ん
ば
り
よ
る
よ
星
野
村
」（
山
口
聖
一
代

表
）が
結
成
さ
れ
、復
旧
の
段
階
か
ら
将
来
の
復
興
を
見

据
え
た
取
り
組
み
を
活
発
に
行
い
、地
域
再
生
の
モ
デ
ル

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。自
然
豊
か
で
、住
民
の

方
々
は
、大
学
生
と
し
て
初
め
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
う
私
た
ち
を
、と
て
も
温
か
く
迎
え
て
い
た
だ
き
、そ

の
活
動
の
中
で
、茶
の
実
油
の
存
在
を
知
り
ま
し
た
。

（
２
）茶
の
実
油
の
社
会
的
価
値

　
星
野
村
は
高
齢
化
が
進
み
、後
継
者
不
足
に
よ
り
こ
れ

ま
で
約
６
０
０
年
間
受
け
継
が
れ
て
き
た
主
産
業
で
あ
る

お
茶
の
生
産
が
衰
退
す
る
の
で
は
な
い
か
と
、囁
か
れ
て

い
ま
し
た
。そ
こ
に
水
害
が
重
な
り
、茶
畑
の
耕
作
放
棄
地

が
増
加
し
て
い
ま
す
。こ
れ
に
対
し
て
星
野
村
の
住
民
の

方
々
が
、福
岡
県
と
八
女
市
の
補
助
金
を
活
用
し
、茶
の
実

油
の
製
作
に
取
り
組
み
ま
し
た
。調
べ
て
い
く
と
、社
会
的

貢
献
度
が
非
常
に
高
い
製
品
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。

　
茶
の
実
は
、耕
作
を
放
棄
し
た
お
茶
の
木
に
し
か
な
り

ま
せ
ん
。通
常
私
た
ち
が
目
に
す
る
茶
畑
は
、茶
の
木
の
上

方
に
で
き
る
若
い
茶
葉
を
切
り
取
っ
て
、お
茶
に
す
る
の

で
、木
の
枝
が
上
に
伸
び
ず
、花
も
実
も
な
ら
な
い
よ
う
に

管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。と
こ
ろ
が
、耕
作
が
放
棄
さ
れ
る

と
、お
茶
の
木
は
、ど
ん
ど
ん
と
上
に
伸
び
て
、２
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
の
高
木
と
な
り
、植
物
の
本
能
に
従
っ
て
花
も
実

も
付
け
ま
す
。た
だ
、陽
の
当
た
る
表
面
に
限
ら
れ
る
な

ど
、ど
の
木
に
も
実
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
す
。

　
耕
作
放
棄
地
か
ら
採
れ
た
茶
の
実
か
ら
、茶
の
実
油
を

商
品
化
し
て
販
売
す
る
販
路
を
確
立
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、茶
畑
を
維
持
管
理
し
、耕
作
放
棄
地
を
有
効
活
用
で
き

ま
す
。さ
ら
に
は
、商
品
が
売
れ
る
こ
と
で
星
野
村
に
お
金

が
入
っ
て
、主
産
業

を
活
気
づ
け
る
シ
ン

ボ
ル
に
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。そ
の

意
味
で
、社
会
的
価

値
が
高
い
商
品
と
言

え
る
と
思
い
ま
す
。

【
写
真
①
茶
畑
】

（
３
）茶
の
実
油
生
産
者
の
皆
さ
ん
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
星
野
村
の
茶
の
実
油
は
、現
在
３
人
の
方
が
グ
ル
ー
プ

を
作
っ
て
販
売
し
て
い
ま
す
。そ
の
３
人
の
苗
字（
西
田

さ
ん
、石
川
さ
ん
、高
木
さ
ん
）の
頭
文
字
で
N
I
T
グ

ル
ー
プ
と
言
い
ま
す
。お
三
方
に
、代
表
の
西
田
陽
子
さ

ん
が
経
営
す
る
喫
茶
花
里
菜
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、

茶
の
実
油
に
込
め
た
想
い
や

こ
だ
わ
り
を
伺
い
ま
し
た
。

　「
茶
の
実
油
は
、人
の
手
が

行
き
届
か
ず
荒
廃
し
た
茶
畑

か
ら
と
れ
る
茶
の
実
を
採
取

し
て
搾
油
し
て
製
作
し
ま
す
。

茶
葉
の
繊
細
な
管
理
よ
り
は

楽
で
す
が
、一
つ
の
実
か
ら
と

れ
る
油
は
微
量
な
の
で
、た
く

さ
ん
の
実
を
手
作
業
で
集
め

て
、よ
い
実
を
選
ぶ
手
間
が
必

要
で
す
。」【
写
真
②
茶
の
実
】

　「
廃
耕
地
に
は
お
茶
の
高
木
が
藪
の
よ
う
に
成
長
し
、

収
穫
機
材
を
入
れ
る
こ
と
が
難
し
く
、搾
油
以
外
の
作
業

を
生
産
者
の
手
で
行
い
ま
す
。茶
の
木
か
ら
収
穫
す
る
実

は
1
つ
1
つ
手
で
も
ぎ
取
り
、乾
燥
、脱
穀
し
て
、殻
や
皮

な
ど
不
純
物
を
取
り
除
い
て
、実
だ
け
を
選
別
し
、こ
こ

で
や
っ
と
搾
油
の
準
備
が
で
き
ま
す
。数
滴
の
オ
イ
ル
を

作
る
た
め
に
茶
の
実
が
1
0
0
0
個
い
る
と
言
わ
れ
る

ほ
ど
希
少
性
が
あ
り
ま
す
。」

　「
星
野
村
の
茶
の
実
を
使
っ
た
、無
添
加
で
上
質
な
商

品
を
お
客
様
の
も
と
へ
届
け
る
と
い
う
点
は
と
て
も
こ

だ
わ
っ
て
い
ま
す
。星
野
村
の
茶
の
実
油
は
1
0
0
％
の

純
度
で
質
は
高
い
で
す
。完
全
無
農
薬
で
、慎
重
に
よ
い

実
を
選
び
、通
常
２
、３
回
搾
油
す
る
の
に
対
し
て
、１
度

の
搾
油
に
と
ど
め
て
い
る
こ
と
で
茶
渋
成
分
な
ど
の
不

純
物
や
添
加
物
の
混
入
を
許
さ
ず
、純
度
の
高
い
商
品
に
仕
上
げ
て

い
ま
す
。1
度
の
搾
油
し
か
行
わ
な
い
こ
と
は
、商
品
の
原
価
を
高

め
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、高
品
質
な
玉
露
の
生
産
地
で
あ

る
誇
り
も
あ
り
、品
質
の
点
で
妥
協
し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。」

　
ま
た
、実
際
に
茶
の
実
を
収
穫
し
た
茶
畑
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ

き
、夫
婦
で
力
を
注
い
で
茶
を
作
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、ご
主
人
が
亡

く
な
っ
た
た
め
に
、不
本
意
な
が
ら
や
む
な
く
耕
作
を
継
続
す
る
こ

と
が
で
き
ず
、ご
主
人
や
周
り
の
方
に
と
て
も
申
し
訳
な
く
、茶
畑

を
何
と
か
で
き
れ
ば
と
い
う
心
か
ら
の
想
い
も
伺
い
ま
し
た
。

（
４
）商
品
の
現
状
と
私
た
ち
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動

　
販
売
し
て
い
る
商
品
と
し
て
「
テ
ィ
ー
シ
ー
ド
オ
イ
ル
」

（
5
0
0
0
円
）、「
ナ
ノ
ロ
ー
シ
ョ
ン
」（
2
5
0
0
円
）の
2
つ
が
あ

り
、ど
ち
ら
も
肌
の
弱
い
子
供
に
も
高
齢
者
に
も
使
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。ま
だ
認
知
度
が
低
く
、品
質
維
持
の
た
め
値
段
も
比
較
的
高

価
で
、販
売
数
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
現
状
で
す
。商
品
改
良
の
計
画

は
あ
り
ま
す
が
、在
庫
商
品
を
売
り
切
れ
な
い
と
先
に
進
め
な
い
と

い
う
壁
も
あ
り
ま
す
。私
た

ち
は
、「
茶
の
実
油
を
一
人

で
も
多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
い
た
い
」と
い
う
思
い

で
、販
売
促
進
策
を
考
え
、

前
期
の
授
業
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
実
行
し
ま
し

た
。【
写
真
③
二
商
品
】

　
ま
ず
、私
た
ち
も
日
常
生
活
の
中
で
実
際
に
使
っ
て
み
ま
し
た
。

そ
し
て
、商
品
の
良
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。使
用
感
は
、サ
ラ
ッ
と

し
て
い
て
ベ
タ
つ
か
な
い
の
に
、肌
へ
の
浸
透
を
感
じ
ら
れ
し
っ
と

り
と
し
た
潤
い
に
よ
り
保
湿
さ
れ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。オ
レ
イ
ン

酸
や
リ
ノ
ー
ル
酸
な
ど
の
脂
肪
酸
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。個

人
差
は
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、家
族
や
友
人
に
も
手
あ
た
り
次
第

試
し
に
使
っ
て
も
ら
う
と
、同
じ
よ
う
な
感
想
を
得
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、自
分
た
ち
の
言
葉
で
茶
の
実
油
の
広
報
活
動
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
ま
ず
、S
N
S
を
利
用
し
て
活
動
報
告
・
商
品
情
報
の
発
信
を
大

学
生
目
線
で
行
い
、ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
意
見
を
集
め
ま
し
た
。例
え

ば
、ネ
イ
ル
ア
ー
ト
の
後
の
爪
や
指
先
ケ
ア
用
で
あ
れ
ば
、多
少
高
価

で
も
若
い
女
性
に
需
要
が
あ
る
と
い
う
具
体
的
な
意
見
が
出
ま
し

た
。ま
た
、朝
倉
市
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
は
防
災
フ
ェ
ス
タ
の

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
、茶
の
実
油
の
P
R
用
の
チ
ラ
シ
を
手
書

き
で
製
作
し
、実
際
に
配
布
し
ま
し
た
。配
布
す
る
際
に
私
た
ち
の
活

動
内
容
や
思
い
な
ど
を
口
頭
で
お
伝
え
す
る
と
、事
前
に
予
想
し
て

い
た
よ
り
も
好
意
的
な
反
応
が
返
っ
て
き
て
、充
実
し
た
活
動
に
な

り
ま
し
た
。

　
つ
ぎ
に
、今
後
の
生
産
と
販
売
促
進
の
た
め
に
、他
地
域
の
取
り
組

み
事
例
を
調
べ
ま
し
た
。1
つ
目
は
、佐
賀
県
嬉
野
・
春
日
地
区
の
茶

の
実
商
品
で
す
。こ
こ
で
は
茶
の
実
油
の
他
、不
純
物
の
な
い
せ
っ
け

ん
な
ど
も
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。2
つ
目
は
静
岡
県
の
食
べ
る
オ
イ

ル
で
す
。オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
の
よ
う
に
身
近
な
料
理
例
を
提
案
す
る

な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
星
野
村
の
場
合
、品
質
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
が
高
価
さ
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。高
価
な
主
商
品
と
そ
れ
と
並
行
し
て
、質
を
落
と
さ

ず
に
、お
手
頃
価
格
で
、生
活
の
中
で
多
様
に
生
か
し
て
い
く
工
夫
も

必
要
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。後
期
の
授
業
で
は
、そ
の
提
案
ま
で
取
り
組

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
５
）美
の
テ
ロ
ワ
ー
ル
！

　
今
回
、被
災
地
を
訪
ね
、久
留
米
市
周
辺
を
何
度
も
訪
れ
、こ
の
地

域
の
魅
力
に
し
ば
し
ば
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。茶
の
実
油
に
限
定
す

れ
ば
、美
の
テ
ロ
ワ
ー
ル
と
い
う
言
葉
に
凝
縮
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
地（
テ
ロ
ワ
ー
ル
）は
、お
い
し
い
地
下
水
が
豊
富
に
あ
り
、土

地
に
合
っ
た
新
鮮
な
果
物
や
野
菜
が
た
く
さ
ん
と
れ
、フ
ル
ー
ツ
王

国
と
し
て
美
と
健
康
を
応
援
で
き
ま
す
。筑
後
川
に
面
す
る
原
鶴
温

泉
一
帯
で
は
、良
質
で
多
様
な
美
肌
の
湯
が
大
量
に
湧
き
出
て
い
ま

す
。世
界
的
な
化
粧
品
メ
ー
カ
ー
も
近
年
進
出
し
ま
し
た
。耳
納
北
麓

に
は
、椿
の
産
地
が
あ
り
、肌
に
良
い
良
質
な
椿
油
を
販
売
し
て
い
ま

す
。マ
ー
ト
ル
の
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
の
特
産
化
へ
の
取
り
組
み
も
あ
り

ま
す
。そ
し
て
、耳
納
連
山
の
南
側
に
は
茶
の
実
油
が
あ
り
ま
す
。久

留
米
と
そ
の
周
辺
は
、た
く
さ
ん
の
魅
力
が
あ
り
、食
や
健
康
に
あ
ふ

れ
て
い
る
の
で
す
。そ
れ
ら
が
す
べ
て
私
た
ち
の
生
活
の
美
し
さ
に

つ
な
が
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。私
た
ち
は
、こ
の
地
を「
美
の
テ

ロ
ワ
ー
ル
」と
呼
び
た
い
と
思
い
ま
す
。き
っ
と
地
域
全
体
の
ブ
ラ

ン
ド
化
に
つ
な
が
る
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

〈
終
わ
り
に
〉

　
記
事
の
作
成
に
あ
た
り
、多
く
の
方
々
に
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。星
野
村
を
訪
れ
る
た
び
に
、個
性
的
で
魅
力
的
な
人
々
や
お
店

に
出
会
い
、そ
の
素
晴
ら
し
さ
に
気
づ
い
た
こ
と
が
、こ
の
活
動
の

原
動
力
に
な
り
ま
し
た
。復
興
支
援
は
街
づ
く
り
に
直
結
す
る
と

い
う
貴
重
な
学
び
を
得
た
こ
と
に
、心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
記
事
を
読
ん
で
、茶
の
実
油
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
い
た

方
は
、取
扱
店
に
問
い
合
わ
せ
て
是
非
一
度
お
試
し
く
だ
さ
い
。

感
　
想

法
学
部
法
律
学
科
３
年
　
田
中
く
み
子

私
た
ち
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
はte

a
_h
o
sh
in
o
m
ura

で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
！

法
学
部
法
律
学
科
３
年
　
古
賀
由
美

茶
の
実
油
は
星
野
村
の
更
な
る
活
性
化
に
繋
が
る
商
品
だ
と
思
い
ま
す
！

法
学
部
法
律
学
科
３
年
　
家
永
真
衣

こ
の
記
事
で
茶
の
実
油
や
星
野
村
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

商
学
部
商
学
科
３
年
　
若
木
光

茶
の
実
油
を
お
使
い
の
生
産
者
の
皆
さ
ん
は
、お
肌
が
つ
る
つ
る
で
驚
き
で
し
た
。

写真①　茶畑

写真③　二商品

写真②　茶の実

取扱店：おばしゃんの店 「清流」
Tel.0943-52-3232

八女市のふるさと納税対象品にも
なっています。
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次世代を担う人づくり
～大学生の編集者体験～

茶
の
実
油
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

〈
は
じ
め
に
〉

　
皆
さ
ん
は「
茶
の
実
油
」を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？
そ

の
名
の
通
り
、お
茶
の「
実
」を
絞
っ
た
美
容
オ
イ
ル
で
、

テ
ィ
ー
シ
ー
ド
オ
イ
ル
や
テ
ィ
ー
オ
イ
ル
と
呼
ば
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
お
茶
の「
葉
」は
日
本
人
の
生
活
に
根
付
い
て
い
ま
す

が
、実
は
、ツ
バ
キ
科
の
お
茶
の「
実
」か
ら
は
、様
々
な
成

分
を
含
む
オ
イ
ル
が
取
れ
、そ
れ
を
活
用
し
た
ス
キ
ン
ケ

ア
や
、食
用
油
と
し
て
の
利
用
な
ど
が
で
き
ま
す
。お
茶
の

名
産
地
で
あ
る
福
岡
県
八
女
市
星
野
村
で
、私
た
ち
は
こ

の
茶
の
実
油
と
出
会
い
、調
べ
て
い
く
と
、そ
こ
に
地
域
活

性
化
に
つ
な
が
る
社
会
的
価
値
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま

し
た
。今
回
は
、そ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
と
、そ
れ
を
踏
ま
え

た
私
た
ち
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
１
）星
野
村
の
茶
の
実
油
と
の
出
会
い

　
私
た
ち
は
、久
留
米
大
学
の『
被
災
地
復
興
と
地
域
貢

献
』と
い
う
授
業
を
履
修
し
、豪
雨
水
害
な
ど
の
被
災
地

復
興
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
取
り
組
ん
だ
星
野
村
は
、耳
納
連
山
南
側
の
中
山

間
地
帯
で
、大
分
県
と
の
県
境
に
位
置
し
ま
す
。特
に
玉

露
を
は
じ
め
と
す
る
良
質
の
お
茶
の
産
地
と
し
て
有
名

で
す
。こ
の
星
野
村
一
帯
は
、約
10
年
前
に
、豪
雨
災
害
に

よ
る
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
地
域
再
生
の
た
め
の

N
P
O
法
人「
が
ん
ば
り
よ
る
よ
星
野
村
」（
山
口
聖
一
代

表
）が
結
成
さ
れ
、復
旧
の
段
階
か
ら
将
来
の
復
興
を
見

据
え
た
取
り
組
み
を
活
発
に
行
い
、地
域
再
生
の
モ
デ
ル

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。自
然
豊
か
で
、住
民
の

方
々
は
、大
学
生
と
し
て
初
め
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
う
私
た
ち
を
、と
て
も
温
か
く
迎
え
て
い
た
だ
き
、そ

の
活
動
の
中
で
、茶
の
実
油
の
存
在
を
知
り
ま
し
た
。

（
２
）茶
の
実
油
の
社
会
的
価
値

　
星
野
村
は
高
齢
化
が
進
み
、後
継
者
不
足
に
よ
り
こ
れ

ま
で
約
６
０
０
年
間
受
け
継
が
れ
て
き
た
主
産
業
で
あ
る

お
茶
の
生
産
が
衰
退
す
る
の
で
は
な
い
か
と
、囁
か
れ
て

い
ま
し
た
。そ
こ
に
水
害
が
重
な
り
、茶
畑
の
耕
作
放
棄
地

が
増
加
し
て
い
ま
す
。こ
れ
に
対
し
て
星
野
村
の
住
民
の

方
々
が
、福
岡
県
と
八
女
市
の
補
助
金
を
活
用
し
、茶
の
実

油
の
製
作
に
取
り
組
み
ま
し
た
。調
べ
て
い
く
と
、社
会
的

貢
献
度
が
非
常
に
高
い
製
品
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。

　
茶
の
実
は
、耕
作
を
放
棄
し
た
お
茶
の
木
に
し
か
な
り

ま
せ
ん
。通
常
私
た
ち
が
目
に
す
る
茶
畑
は
、茶
の
木
の
上

方
に
で
き
る
若
い
茶
葉
を
切
り
取
っ
て
、お
茶
に
す
る
の

で
、木
の
枝
が
上
に
伸
び
ず
、花
も
実
も
な
ら
な
い
よ
う
に

管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。と
こ
ろ
が
、耕
作
が
放
棄
さ
れ
る

と
、お
茶
の
木
は
、ど
ん
ど
ん
と
上
に
伸
び
て
、２
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
の
高
木
と
な
り
、植
物
の
本
能
に
従
っ
て
花
も
実

も
付
け
ま
す
。た
だ
、陽
の
当
た
る
表
面
に
限
ら
れ
る
な

ど
、ど
の
木
に
も
実
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
す
。

　
耕
作
放
棄
地
か
ら
採
れ
た
茶
の
実
か
ら
、茶
の
実
油
を

商
品
化
し
て
販
売
す
る
販
路
を
確
立
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、茶
畑
を
維
持
管
理
し
、耕
作
放
棄
地
を
有
効
活
用
で
き

ま
す
。さ
ら
に
は
、商
品
が
売
れ
る
こ
と
で
星
野
村
に
お
金

が
入
っ
て
、主
産
業

を
活
気
づ
け
る
シ
ン

ボ
ル
に
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。そ
の

意
味
で
、社
会
的
価

値
が
高
い
商
品
と
言

え
る
と
思
い
ま
す
。

【
写
真
①
茶
畑
】

（
３
）茶
の
実
油
生
産
者
の
皆
さ
ん
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
星
野
村
の
茶
の
実
油
は
、現
在
３
人
の
方
が
グ
ル
ー
プ

を
作
っ
て
販
売
し
て
い
ま
す
。そ
の
３
人
の
苗
字（
西
田

さ
ん
、石
川
さ
ん
、高
木
さ
ん
）の
頭
文
字
で
N
I
T
グ

ル
ー
プ
と
言
い
ま
す
。お
三
方
に
、代
表
の
西
田
陽
子
さ

ん
が
経
営
す
る
喫
茶
花
里
菜
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、

茶
の
実
油
に
込
め
た
想
い
や

こ
だ
わ
り
を
伺
い
ま
し
た
。

　「
茶
の
実
油
は
、人
の
手
が

行
き
届
か
ず
荒
廃
し
た
茶
畑

か
ら
と
れ
る
茶
の
実
を
採
取

し
て
搾
油
し
て
製
作
し
ま
す
。

茶
葉
の
繊
細
な
管
理
よ
り
は

楽
で
す
が
、一
つ
の
実
か
ら
と

れ
る
油
は
微
量
な
の
で
、た
く

さ
ん
の
実
を
手
作
業
で
集
め

て
、よ
い
実
を
選
ぶ
手
間
が
必

要
で
す
。」【
写
真
②
茶
の
実
】

　「
廃
耕
地
に
は
お
茶
の
高
木
が
藪
の
よ
う
に
成
長
し
、

収
穫
機
材
を
入
れ
る
こ
と
が
難
し
く
、搾
油
以
外
の
作
業

を
生
産
者
の
手
で
行
い
ま
す
。茶
の
木
か
ら
収
穫
す
る
実

は
1
つ
1
つ
手
で
も
ぎ
取
り
、乾
燥
、脱
穀
し
て
、殻
や
皮

な
ど
不
純
物
を
取
り
除
い
て
、実
だ
け
を
選
別
し
、こ
こ

で
や
っ
と
搾
油
の
準
備
が
で
き
ま
す
。数
滴
の
オ
イ
ル
を

作
る
た
め
に
茶
の
実
が
1
0
0
0
個
い
る
と
言
わ
れ
る

ほ
ど
希
少
性
が
あ
り
ま
す
。」

　「
星
野
村
の
茶
の
実
を
使
っ
た
、無
添
加
で
上
質
な
商

品
を
お
客
様
の
も
と
へ
届
け
る
と
い
う
点
は
と
て
も
こ

だ
わ
っ
て
い
ま
す
。星
野
村
の
茶
の
実
油
は
1
0
0
％
の

純
度
で
質
は
高
い
で
す
。完
全
無
農
薬
で
、慎
重
に
よ
い

実
を
選
び
、通
常
２
、３
回
搾
油
す
る
の
に
対
し
て
、１
度

の
搾
油
に
と
ど
め
て
い
る
こ
と
で
茶
渋
成
分
な
ど
の
不

純
物
や
添
加
物
の
混
入
を
許
さ
ず
、純
度
の
高
い
商
品
に
仕
上
げ
て

い
ま
す
。1
度
の
搾
油
し
か
行
わ
な
い
こ
と
は
、商
品
の
原
価
を
高

め
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、高
品
質
な
玉
露
の
生
産
地
で
あ

る
誇
り
も
あ
り
、品
質
の
点
で
妥
協
し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。」

　
ま
た
、実
際
に
茶
の
実
を
収
穫
し
た
茶
畑
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ

き
、夫
婦
で
力
を
注
い
で
茶
を
作
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、ご
主
人
が
亡

く
な
っ
た
た
め
に
、不
本
意
な
が
ら
や
む
な
く
耕
作
を
継
続
す
る
こ

と
が
で
き
ず
、ご
主
人
や
周
り
の
方
に
と
て
も
申
し
訳
な
く
、茶
畑

を
何
と
か
で
き
れ
ば
と
い
う
心
か
ら
の
想
い
も
伺
い
ま
し
た
。

（
４
）商
品
の
現
状
と
私
た
ち
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動

　
販
売
し
て
い
る
商
品
と
し
て
「
テ
ィ
ー
シ
ー
ド
オ
イ
ル
」

（
5
0
0
0
円
）、「
ナ
ノ
ロ
ー
シ
ョ
ン
」（
2
5
0
0
円
）の
2
つ
が
あ

り
、ど
ち
ら
も
肌
の
弱
い
子
供
に
も
高
齢
者
に
も
使
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。ま
だ
認
知
度
が
低
く
、品
質
維
持
の
た
め
値
段
も
比
較
的
高

価
で
、販
売
数
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
現
状
で
す
。商
品
改
良
の
計
画

は
あ
り
ま
す
が
、在
庫
商
品
を
売
り
切
れ
な
い
と
先
に
進
め
な
い
と

い
う
壁
も
あ
り
ま
す
。私
た

ち
は
、「
茶
の
実
油
を
一
人

で
も
多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
い
た
い
」と
い
う
思
い

で
、販
売
促
進
策
を
考
え
、

前
期
の
授
業
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
実
行
し
ま
し

た
。【
写
真
③
二
商
品
】

　
ま
ず
、私
た
ち
も
日
常
生
活
の
中
で
実
際
に
使
っ
て
み
ま
し
た
。

そ
し
て
、商
品
の
良
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。使
用
感
は
、サ
ラ
ッ
と

し
て
い
て
ベ
タ
つ
か
な
い
の
に
、肌
へ
の
浸
透
を
感
じ
ら
れ
し
っ
と

り
と
し
た
潤
い
に
よ
り
保
湿
さ
れ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。オ
レ
イ
ン

酸
や
リ
ノ
ー
ル
酸
な
ど
の
脂
肪
酸
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。個

人
差
は
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、家
族
や
友
人
に
も
手
あ
た
り
次
第

試
し
に
使
っ
て
も
ら
う
と
、同
じ
よ
う
な
感
想
を
得
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、自
分
た
ち
の
言
葉
で
茶
の
実
油
の
広
報
活
動
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
ま
ず
、S
N
S
を
利
用
し
て
活
動
報
告
・
商
品
情
報
の
発
信
を
大

学
生
目
線
で
行
い
、ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
意
見
を
集
め
ま
し
た
。例
え

ば
、ネ
イ
ル
ア
ー
ト
の
後
の
爪
や
指
先
ケ
ア
用
で
あ
れ
ば
、多
少
高
価

で
も
若
い
女
性
に
需
要
が
あ
る
と
い
う
具
体
的
な
意
見
が
出
ま
し

た
。ま
た
、朝
倉
市
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
は
防
災
フ
ェ
ス
タ
の

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
、茶
の
実
油
の
P
R
用
の
チ
ラ
シ
を
手
書

き
で
製
作
し
、実
際
に
配
布
し
ま
し
た
。配
布
す
る
際
に
私
た
ち
の
活

動
内
容
や
思
い
な
ど
を
口
頭
で
お
伝
え
す
る
と
、事
前
に
予
想
し
て

い
た
よ
り
も
好
意
的
な
反
応
が
返
っ
て
き
て
、充
実
し
た
活
動
に
な

り
ま
し
た
。

　
つ
ぎ
に
、今
後
の
生
産
と
販
売
促
進
の
た
め
に
、他
地
域
の
取
り
組

み
事
例
を
調
べ
ま
し
た
。1
つ
目
は
、佐
賀
県
嬉
野
・
春
日
地
区
の
茶

の
実
商
品
で
す
。こ
こ
で
は
茶
の
実
油
の
他
、不
純
物
の
な
い
せ
っ
け

ん
な
ど
も
販
売
さ
れ
て
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３
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由
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茶
の
実
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星
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村
の
更
な
る
活
性
化
に
繋
が
る
商
品
だ
と
思
い
ま
す
！

法
学
部
法
律
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３
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こ
の
記
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茶
の
実
油
や
星
野
村
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
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商
学
部
商
学
科
３
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木
光

茶
の
実
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お
使
い
の
生
産
者
の
皆
さ
ん
は
、お
肌
が
つ
る
つ
る
で
驚
き
で
し
た
。

写真①　茶畑

写真③　二商品

写真②　茶の実

取扱店：おばしゃんの店 「清流」
Tel.0943-52-3232

八女市のふるさと納税対象品にも
なっています。



25 ここんにき 24ここんにきなんでんかんでん「ちくしん」に相談したらよかっちゃなかですか。 新しく事業を始める時は、「ちくしん」に相談してみよう。

ホンネ久留米大学生にきく！若者の

スマートフォンを１日平均何分使っていますか

よく利用するソーシャルメディア・SNSのサービス名を教えて下さい

インターネットをどんなことに利用していますか

あなたが実店舗よりもネットで購入する方が多いものを以下より選択してください

大学生がスマートフォンを使う時間は社会

人と比べると長いのかもしれません。

1日3時間未満の利用者は約31％であり、3

時間以上の利用者が約68％います。つまり

学生の約3分の2は毎日3時間以上スマート

フォンを使っていることになります。

また、1日5時間以上のヘビーユーザーが約

30％います。

L I N E 、Y o u T u b e を 筆 頭 に 、

Instagram、Twitterの利用が多いよ

うです。

若い世代の利用が多いと言われる

TikTokの利用者もいます。

このアンケート結果では、Facebook

の利用があまり見られません。

Facebookは、もっと上の世代のツー

ルのようです。

久留米大学生にとって、情報源として最

も利用するメディアは圧倒的に「イン

ターネット」、2位は「テレビ」が6％です。

しかし、情報源として最も信頼度が高い

メディアになると、「新聞」27％、「テレビ」

27％、「本」24％、「インターネット」22％

とほぼ4分割されてます。

「インターネット」は頻繁に活用するけ

ど、そこまで信頼はしていない？

「衣類」「チケット関連」「本・マンガ」

「ゲーム関連」等が上位に並んでいます。

ただし、今回把握しきれていない「その

他」が最も多いことから、実店舗より

ネットで購入するモノは、バラエティに

富んでいると思われます。

必要な情報を探すとき、まず、文字か動画か、
どちらの情報を探すことが多いですか

「まずは「文字」で探していこう」というこ

とでしょうか。まずは「どちらかといえば

「文字」で」情報を探す大学生が、6割近

く、「文字」「動画」が同じくらいも含める

と8割以上になります。

「文字」は抽象的、概念的ですが、手っ取り

早く情報を探すには便利なのかもしれま

せん。

インターネット利用の目的の大半は

「見る」「調べる」「書き込む」「共有す

る」のようです。

「ショッピング」「トラベル」の利用は

意外と少ないようです。

久留米大学生161名を対象にスマホやインターネットの活用状況に関するアンケート調査を実施しました。

（複数回答や無回答が含まれるため必ずしも100％にならない場合があります）

情報源として最も利用しているメディアはどれですか
情報源として最も信頼度が高いメディアはどれですか
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